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遠くない未来の話







　小さな孤児院があった。

　廃村の外れに建てられたその孤児院は、少し前までほんの数人しか生活していない静かな場所だった。だがこのところ急激に住人が増え、子供の声の絶えない賑にぎやかな村になりつつあった。

　もっとも、人が急激に増えた理由を聞けば誰もが口籠もるだろう。戦争により、孤児が急増したからだ。

　おまけに戦争は、孤児院に更なる危機を及ぼそうとしていた。すぐ近くの森に、敗残兵の集団が迫っていたのだ。





◆






「おい、見つけたぞ。あれがまだ人がいるって孤児院だ」

　彼らは数か月前、この地に侵攻したロヴェーレ帝国の兵士だった。

　強力無比と謳うたわれる帝国軍だったが、本隊はあえなく壊滅。生き延びた兵士たちの多くは帝国へ逃げ帰ったが、この異国の地に残る選択をした兵士たちも少なくなかった。

　略奪のためである。

「こいつぁいい。あれだけ女子供がいるんだ、食い物もかなりあるはずだぜ」

「おまえら、ガキは奴隷にするんだからな！　この間見つけたガキみたいに使い潰すんじゃねえぞ！」

「へっへっへ、ようは潰さなきゃいいんだろ？　今度は気をつけるさ」

　帝国は長い戦争の最さ中なかにあり、兵へい站たんと士気を維持し、かつ敵国に被害を与える略奪は、軍上層部が認めた正当な行為であった。

　だが民衆に暴力を振るい、金品や食糧を強奪し、婦女子を奴隷として連れ帰るという欲望に忠実な行為を繰り返していれば、略奪そのものが目的となる兵士も増えてくる。

　ただでさえ長い戦争で帝国の経済状況は悪化している。平民の生活は圧迫されており、故郷へ帰ってもロクな職がないとなれば、他国で賊紛まがいの行為にふけっている方がよほどマシだった。

　とはいえ、この辺りの土地からはすでに多くの住民が逃げ出しており、あらかた略奪された後だ。彼らも四日前、たまたま避難民の群れを見つけて略奪の限りを尽くせたものの、それ以降はまったく幸運に恵まれなかった。昨日からは食べ物すらロクに口にできておらず、だからこそ人が残っている孤児院を発見できたことに狂喜した。

　彼らは意気揚々と森を出て孤児院に近づいた。その数は五〇人近くにのぼる。女子供相手に警戒の必要はまったくなかった。

「しかしよ、将軍がいた本隊がやられたのってこの辺りじゃなかったか？」

　兵士の一人が、ふと抱いた疑問を口にする。

「知らねえよ。そうだとしても、敵がいる様子はどこにもねえだろ」

「でもよ。この辺りに残ってる農民なんざもう一人もいないってのに、なんであの孤児院にだけはあれだけ人が残ってるんだ？」

「ガキを数十人も連れて逃げられなかったんだろうよ。そんなに心配ならてめえはこの場に残るんだな」

「い、いやそんなのゴメンだぜ！」

　村の周辺に敵などいるはずがない。心配性な兵士の疑問を、残る全員が笑い飛ばした。




「おまえたち、そこで止まれ」




　彼らの前に、一人の男が立ち塞がったのはそんなときだった。

　年齢は二〇代前半といったところか。普段から鍛えているのか、体格がよく、目つきも鋭い。特に印象的だったのは、やたらと落ち着いているところだ。五〇人近い敵国の兵士たちを前に、微み塵じんも動揺している様子がない。

「なんだてめえは!?」

「この先の孤児院の者だ。おまえたち、見たところ帝国の兵士のようだな。今すぐ立ち去れ、この先は兵士の立ち入りを禁止している」

　兵士たちは一瞬呆あっ気けに取られた後、大声で笑い出した。

「馬鹿かてめーは！　ここまで来て『はいそうですか』と帰るわけねーだろ！」

「いやいいじゃねえか、帰ってやろうぜ。女子供と食い物を全部頂戴した後にな！」

「孤児院にゃ美人のシスターもいるって聞いたぜ。ガキは持ち帰るとして、シスターはその場で可愛かわいがって──」

　最後にそう言いかけた兵士の一人は、なぜかそこで発言を中断した。何かが潰れるような鈍い音を合図に。

　どうしたのか──と仲間たちが反射的に視線を向け、そして異常に気付いた。その兵士の頭に大きな岩がめりこんでおり、顔が潰れていたからだ。顔がなければ声など出せるわけもない。

　一瞬の思考の後、彼らはようやく仲間が殺されたことに気付いた。

「う、うわああああああ!?　テッド!?　テッドが殺されたぞ！」

「気をつけろ！　こいつ精霊使いだ！　土の精霊を呼び出しやがった！」

　その指摘が正しいことを証明するように、男の傍そばに不可思議な生物──土の精霊ノームが召喚されていた。

　精霊使い、あるいは召喚士。異界に存在する精霊と契約を結び、万物を操るという魔法使いのような存在だ。

「子供たちとシスターをどうすると言ったか？　おまえたち」

　男が静かな声で言った。決して大きな声ではなかったにもかかわらず、兵士たちは一瞬声を失った。男の全身から滲にじみ出る殺気に圧倒されたからだ。この男には手を出すべきではないと、本能が告げている。

　だが、相手はたった一人。しかも数日ぶりの獲物がそのすぐ向こうにある。兵士たちは得体の知れぬ恐怖をただの弱気と振り払った。

「こ、殺せ！　召喚術を使われる前に殺せば済む！」

「相手はたった一人だ、女と食い物が待ってるぞ！」

　兵士たちは自分たちを鼓舞するように声を荒らげると、武器を構えて男に接近しようとした。一人対五〇人だ、あと一人二人は殺されるかもしれないが、結果は見えている。

　だが精霊使いは微塵も動揺することなく、召喚術の行使を続けた。




「出いでよ、ノームたち」




　次の瞬間、兵士たちは瞠どう目もくして足を止めざるを得なかった。

「な、なんだあの数は!?」

　ただの兵士であった彼らも、同じ種類の精霊を同時に召喚することは極めて難しいと聞いたことはあった。ノームを三体も同時に召喚できれば、もはや天才の域だと。

　にもかかわらず──その男が呼び出したノームの数は、実に一〇〇体にものぼった。しかもその一〇〇体が一斉に大地を操り、地面の中から一抱えほどもある岩を次々空中に浮かび上がらせたのだ。

　一〇〇体のノームと一〇〇個の岩が浮かんでいる光景は、いっそ壮大でさえあった。兵士たちにとって問題があるとすれば、一〇〇個の岩が今後どのような軌道を描くか容易に想像がついたことである。

「多くの子供たちから母親と父親を奪っておきながら、さらに暴力を振るい奴隷にしようなど、想像するだけでも虫むし酸ずが走る。面倒だ、死ね」

　精霊使いがそう言い終えると同時に、雨が降った。ただし、水滴ではない、岩の雨だ。

　反撃の余地も、防ぐ方法もない。岩が頭に直撃した兵士は痛みを感じる時間が短かった分、まだ幸運だった。多くの兵士たちは手足を潰され、その激痛に悲鳴を上げることしかできなかった。彼らは逃げ惑い、仲間の体すら盾にしてひたすら降り注ぐ岩の雨から身を守ろうとした。

　しかも、彼らに降り注いだ岩は一〇〇個だけではなかった。間髪入れず、第二射、第三射が降り注ぐ。一人とて生き残ることすらできないよう、念入りに。

　命乞いをする声すら、岩の叩たたきつけられる轟ごう音おんにかき消された。

　間もなく五〇人の兵士の存在は、文字通り地上から消え去ることとなる。







◆◆◆◆






「やれやれ、懲りない連中だ」

　俺は五〇人の兵士すべてが岩の下で押し潰されたのを念入りに確認した。続いてノームたちに穴を掘らせ、埋葬する。

　ここから孤児院までは少々距離があるが、ここまで遊びに来てしまう子供も皆無ではない。もし無残に殺された死体を見つければ、両親のことを思い出して泣くだろう。そういった泣き声に今の俺は耐えられる自信がない。

　入念な後片付けが終わった後、ようやく俺は孤児院に戻った。

「あ、ジレッドだー！」

「ほんとだ、ジレッドだー！」

　庭で遊んでいた孤児たちが、俺を見つけて寄ってくる。

　思わずホッとする光景だ。親を失った子供たちが、今日も笑顔を失わずに済んだからだ。夜が来る度、母を求めて泣く子がいるとはいえ。

「どうしたの？　お外でなにしてたのー？」

　彼らの追及は徹底的だ。とりあえずウソではない答えを口にする。

「肥料を撒まいてきたんだ。近いうちに畑を作ろうと思ってな」

「ひりょう？　ひりょうってなーに？」

「ねえねえ、畑でなに作るのー？」

「それより遊ぼうよ。またお水一杯出してぇー」

　キリがない。とりあえず俺は水の精霊ウンディーネを数体呼び出し、空に水を撒いた。

　大きな虹ができあがり、子供たちが歓声を上げる。

「こらっ、ジレッドはお仕事で忙しいって言ってるでしょ！　邪魔しちゃダメ！」

「わー、シスターだ！　逃げろぉー！」

　そのときだ。修道服に身を包んだ若い聖女が一喝すると、子供たちは蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出していく。いつもの光景だ。

「助かったよ、シスター」

　彼女の名はシスター・ノア。飾り気とは無縁な修道服を着ていると分からないが、彼女が聖女と呼ぶに相応ふさわしい清らかさと美しさを持っていることを俺は知っている。帝国の野蛮な兵士たちから守ることができてよかったと心底思う。

「どうしたの？　また敵が来てたの？」

「ああ、そんなところだ」

「ありがとう、それにごめんなさい。あなたにそんな危険なことばかりさせて」

「気にするな、俺にできることはこの程度だ」

　戦争で親を亡なくした孤児がここには大勢いる。そして今後も増えるだろう。

　俺には孤児たちの悲しみを癒やしてやることはできない。ただ、守ることはできる。少なくとも、子供たちが立派に成長するまでは。かつて彼女に──シスター・ノアにそうしてもらったように。

　俺はふと孤児院を見上げ、全てが始まったあの日のことを思い出した。

　もはや正確な年数は覚えていないが、俺が初めてここにやってきたのは恐らく一〇〇〇年以上、下手をすれば数千年前だ。実感はまったくないが、尋常ではない年数だ。

　だが遠いあの日のことだけは昨日のことのように鮮明に思い出せる。誰も発見に至らなかった時空の精霊クロノスと契約を交わし、ここへ帰ってきたあの日のことを──。











序章　《過去転移》






　そのとき俺は、流星雨で満たされているかのような奇妙な空間にいた。

　星のような光がいくつも上から下へと落ちていく。ただし地面は存在せず、俺の体は浮いていた。《霊れい魂こん化か》して異界に来たためだ、別に物理的に浮いているわけではない。

　そして俺の前に、彼女は現れた。まるで最初からそこにいたかのように。

「ジレン、久しぶりだね……と言った方がいいのかな？」

　華きゃ奢しゃな見た目は幼い少女のようにも見えるが、しゃべり方や雰囲気からはどこか中性的な印象を受ける。おまけにその体は不思議な光のヴェールに包まれており、まるで天使のようだ。

　もっとも精霊である彼女に、性別という区別があるとは思えない。人間である俺の認識ではそのように見えるというだけだ。

　どのみち、見た目はどうでもよかった。必要なのは彼女の力だからだ。

「一か月ぶりだな、時空の精霊。準備と覚悟はできた、今こそおまえの真名を教えてくれ、力を借りたい。俺は……過去に転移したい」

　俺たち精霊使いは、異界に存在する精霊の真名を聞き出すことで魂と魂が結びつき、その力の一端を行使することができる。《融合契約》と呼ばれる行程だ。

　精霊は万物を司つかさどると言われている。ゆえに精霊使いたちの間では、ある推測があった。精霊が万物を司るなら、時を司る精霊もまた存在するのではと。

　だが時の精霊を見つけた者は今まで誰もいなかった。考え方が間違っていたのだ。時ではなく、時空。そこにヒントがあったのだ。

「いいとも、じゃあキミにボクの真名を教え、過去に転移してあげよう。ただ前にも話したと思うんだけど、《過去転移》にはいくつもの制約を伴う。いいんだね？」

「分かっている、問題ない。俺の考えている通りなら、俺は召喚術を極められるはずだ」

　召喚術を極めるには膨大な時間がかかる。通常なら何代にもわたって精霊使い同士で婚姻を繰り返し、子に力を引き継がせる必要があるからだ。

　だがもし過去へ転移できるのなら、俺一人でも強大な力を手に入れられるかもしれない。そのためにこそ、俺は時空の精霊を探し出したのだ。

「念のため言っておくけど、キミは若返るわけじゃないんだよ？　あくまで今の姿形のまま過去に転移するだけだ。それでもいいのかい？」

「ああ。俺の目的は幼いころの俺自身を教育することだからな」

「分かった。じゃあ《過去転移》に伴う三つの制約について説明しよう」

「必要ない。前に会ったときに聞いただろう」

「そうはいかない、これはボクの義務だからね。理解してもらえなくてもいいけど、ボクにとっては昨日も明日も同じモノなんだ。だから都度説明しないとまずいんだよ」

　確かに理解し難がたい話だった。だが、義務と言われては仕方がない。

「まず一つ。キミが過去に転移したとしても、歴史に大きな影響を与えることはできない」

　言いながら時空の精霊は、指を一本立てた。

「理解できなくてもいいけど、キミが存在する世界の時間は一本の線でできている。過去を改変すれば、その瞬間未来にも影響が出る。だから《過去転移》してなにか行動したとしても、それが歴史に多大な影響を与えると判断されれば、因果律によって修正されることになるんだ」

「因果律か。何度聞いても聞き慣れない単語だな」

「まあ神のようなものだと思っておくといいよ。たとえばキミが過去に戻って有名な王を殺そうと矢を放ったとしよう。だけどそれが歴史に与える影響が大きい行為だと判断されれば、放った矢は因果律によって必ず外れる」

「理解してるつもりだ。ただし、明日死ぬ人物が今日死ぬぐらいの差は許容できるんだろう？」

「すべては因果律次第だよ。歴史に大した影響が出ないと因果律が判断すれば、どんな有名な王だって死ぬときは死ぬとも」

　物騒な説明をしながら、時空の精霊は二本目の指を立てた。

「二つ目の制約。キミはキミが生まれる以前の時間には戻れない。過去に戻ってキミが親を殺し、キミが生まれない歴史になると、因果律にも修正できない矛盾が生じることになるからね」

「もっともだと思うが、一つ目の制約とかぶってないか？　過去に戻って両親を殺そうとしても、因果律が修正しそうなものだが」

「その通り、理解が早くて助かるね。だけどたとえばキミの両親が、歴史になんの影響も与えないような僻へき地ちに住んでいたとしたら、因果律とて見落とすかもしれない。キミが生まれなくなる可能性を手っ取り早く摘み取るには、誕生以前に戻れなくするのがもっとも簡単な処置なんだろうさ」

「分かった、どのみち問題ない」

　俺が生まれる以前の歴史に興味はないし、そもそも親の顔も名前も知らないので干渉しようがなかった。

「三つ目、最後の制約だ。一人の人間が過去に跳べるのは一度だけ。正確に言うと《過去転移》を行った時点で、キミとボクの契約は因果律によって強制的に解消され、ボクを感知することは二度と不可能になる」

「精霊との契約が解除されるなんて話は聞いたことがない。それだけでも歴史が変わるほどの大事なんだがな……」

　俺は苦笑しながら呟つぶやいたが、そもそも《過去転移》だって前ぜん代だい未み聞もんである。なにがあったっておかしくはなかった。

　いずれにせよ、俺にとってこれが最初で最後の過去転移となるわけだ。たった一度の過去転移で召喚術を極めるには到底時間が足りない。だがこれについても考えがある。上手うまくいけば回避できるかもしれない。

「そうそう、これは助言だよ。キミは過去の自分を教育したいと言っていたけど、過去の自分は絶対に守ることをオススメするよ。もし過去のキミが死んだ場合、キミは即座に消滅することになる。これは因果律による修正行動の一つだよ」

「過去の自分だ、言われるまでもなく守るつもりではいるが。じゃあ逆に、過去に転移した俺自身が死ぬとどうなる？　過去の俺も消滅するのか？」

「そんなことはない。過去でキミが死んだとしても、その時点で歴史が確定するだけさ。世界は何事もなかったように続くよ」

　不思議なものだ。俺が死んでも影響はなく、転移先の俺が死ぬと今の俺は消滅するという。それが歴史への影響を最小限にする方法なのだろうが。

「じゃあ説明はこれで終わりだ。心の準備はいいかい？」

「それはもちろんだが……いいのか？　上位精霊であれば、戦って力を示さなければ真名は教えてくれないと聞く。誰にも発見できなかった希少な精霊が、それほど簡単に真名を教えてくれるのか？」

「もちろんだとも、ボクを発見できただけでキミにはその資格があるからね。大体、ボクが振るえる力は因果律が許す範囲に限られている。《過去転移》なんてボクにとってはホコリを吹き飛ばすようなものだよ」

「分かった。なら真名を教えてくれ、俺と《融合契約》を」

「教えよう、精霊使い。ボクの真名は──クロノスだ」

　真名、すなわち真の名前。俺たちの世界において、名前とは個人を識別する要素でしかない。だがこの異界において、真名を聞くことは魂が結びつくことを意味する。それゆえこの真名を聞き出すという行為こそが、俺たち精霊使いにとっての契約の儀式──すなわち《融合契約》となる。

　事実、クロノスという名前を聞いた瞬間、俺という魂が彼女と結びつく不思議な感覚があった。俺は思わず身構えた。《融合契約》を行う際には契約酔いという現象が起こる。精霊と魂が結びつくことにより、体の均衡が崩れることによる体調不良だが、命にかかわるほどその影響は大きい。

　相手は未いまだかつて誰も契約したことのない精霊だ、どれほど大きな契約酔いがあるかと思ったが──俺の魂に大きな変化は感じられなかった。クロノス自身が言った通り、彼女の振るえる力というのは非常に小さなものなのかもしれない。

「さあ、これでキミは《過去転移》ができる。戻りたい時間を言うといい」

「……分かった」

　なんとなく分かる。今の俺には過去に転移できる力があると。

　俺は自分が生まれた日を知らない。孤児だったからだ。だが孤児として拾われた日なら分かる。

「戻るべき時間は今から一八年前。フェロキア暦二〇〇年、初春の月一五日の日の出だ」

「へえ、二〇〇年。分かりやすい節目だね。まあ人の暦なんてどうでもいい、じゃあ次に戻りたい場所を強く思い浮かべながら、ボクの真名を告げるといい」
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「分かった。契約に応じ、力を貸してくれ。時空の精霊、真名クロノス」

「いいとも、異なる世界の精霊使い。まあ好きにやってみるといいよ」

　クロノスは指をパチンと鳴らした。次の瞬間、俺の体は光に包まれた。足、手、胴、顔。すべてが白い光で塗りつぶされていき、そして──。

　俺は一八年前に戻った。










第一章　第一話　ジレンとジレッド






　気がつけば、俺は野原にぽつんと立っていた。

「過去に来た……のか？」

　ひとまず自分の体を見る。幸い、異常はない。衣服はもちろん、所持品──右手中指に付けた精霊使いの証あかしたる魔晶片の指輪もだ。魔晶片の入手は難しくはないが、これがなければほとんどの召喚術が使えなくなってしまう。

　未来から過去にモノを持っていくのは因果律の修正対象になるのではと心配していたが、この程度は誤差の範囲内ということだろう。一度の《過去転移》は許されることを考えれば、あり得る話だ。

　問題は、精霊を実際に召喚できるかである。俺が初めて精霊と契約したのはフェロキア暦二〇七年だ。今が本当にフェロキア暦二〇〇年なのだとしたら、七年も先のこととなる。果たして過去に戻っても《融合契約》は有効なのだろうか。

　俺は魔晶片の付いた指輪を大地に向けた。大地を媒体に《精霊召喚》を試みるのだ。大地の精霊ノームは俺ともっとも相性のいい精霊であり、本来ならその召喚は容易のはずである。

「顕現せよ、大地の精霊」

　ノームとは種族名に過ぎず、召喚には精霊の真名が──正確には真名を知っていることが必要になる。俺は初めて契約したノームの真名、ダアルという名を思い浮かべた。

　心配は杞き憂ゆうだった。すぐにずんぐりとした小人のような大地の精霊ノームが現れる。

　試しにノームに命じて落ちていた石ころを飛ばさせてみた。なにも問題ない。

「やはり、精霊は俺たちとは異なる時の流れを生きているのか」

　それは昔の有名な召喚士が、精霊の口から直接聞き出した言葉だ。精霊は異なる次元──異界からこの世界の万物を司つかさどっており、召喚士はそんな精霊の真名を知ることで魂同士が結びつき、力を行使できる。

　異界は時間の流れが異なっており、それを裏付ける現象も確認されていた。たとえば精霊には老いも若きも存在しないし、先祖代々一〇〇年以上に亘わたって契約を引き継がれてきた精霊もいるという。

　つまり俺の契約した精霊であれば、過去に転移しても俺との繫つながりは失われない。想定していたことではあるが、実証できると安あん堵どできる。

「となれば、次にやることは……」

　状況を把握しようと周囲を見回す。太陽の位置から、まだ日の出の時刻ということは分かる。ふと見れば、寂れた農村があった。見覚えがあった。当然だ、俺は七歳になるまであの農村の外れにある孤児院で育ったのだから。

「うあああああん！　ああああああん！」

　そのとき、赤ん坊の泣き声が聞こえた。

　ふと声のした方を見ると、布にくるまれた赤ん坊が転がっている。

「おまえが俺なのか？」

　育ての親から聞いたところによると、俺は赤ん坊の頃、孤児院の近くに捨てられていたという。その情報が正しく、また時空の精霊クロノスが忠実に契約を実行したとすると、この赤ん坊こそ俺ということになる。

　俺は恐る恐る赤ん坊を抱きあげた。まだ首もすわっていないので、俺の腕に赤ん坊の頭を載せるようにしてゆっくりだ。こうなることを想定して練習しておいてよかった。

　赤ん坊の頃の俺がどんな見た目をしていたかなんて分からないが、間違いなく俺だという気がする。精霊使いには《精霊感知》という相性のいい精霊を探し出す術がある。そのためか、この赤ん坊の魂も、俺との相性がいいという気配を感じるのだ。自分でもまったくよく分からない未知の感覚だが。

　一つ困ったことに、赤ん坊は一向に泣き止やむ気配がなかった。他ならぬ未来の俺に抱っこされているというのに。

「ちょっと、誰なのあなた!?　その赤ちゃんどうしたの!?　泣いてるじゃない！」

　俺が困り果てたそのとき、突然人の声がした。思わず振り返った俺は驚くことになる。

　よく知った人物がいたからだ。修道服に身を包んだ少女だ。頭巾で髪まで覆っているが、俺が見間違えるはずもない。シスター・ノア。すぐ近くにある孤児院で孤児の世話をしていた人物──ようするに俺の育ての親だ。

　このときはまだ一〇代後半ぐらいのはずである。にもかかわらず、俺が最後に見たときと同じ容姿だったので見間違いようがない。昔から歳としを取らない人だと思っていたが、本当に今も昔も変わらない。いや、俺は過去に来たのだから今も未来も変わらないと言うべきか。

「ああ、すまない。ここに孤児院があると聞いて来たんだ。この赤ん坊は──俺の友人の子でな」

　俺は内心の驚きを押し隠し、用意していた作り話を口にした。

「友人はこの子を俺に託して亡なくなり、どうしようかと途方にくれていたんだ。金は払うし、俺も手伝う。この子を育てるのを手伝ってくれないか？」

「なにそれ。ちょっと待って、いきなり事情が深すぎて戸惑うんだけど」

　もっともである。だが俺は知っている。シスター・ノアは子供に弱い。俺が抱えている赤ん坊の泣き顔を見れば、拒否できないのは分かっていた。

「ああもうっ、いいからその子貸して！　すごい泣いてるじゃない！」

「もちろんだ」

　俺はシスター・ノアに赤ん坊の俺を手渡した。

「なんてちっちゃなお手々。ほら、もう大丈夫よ」

　まるで今後の未来が分かっているかのように。

　赤ん坊の俺は、シスター・ノアの腕の中で泣き止むと無邪気な笑顔を向けた。そんな赤ん坊に優しく笑顔を返すシスター・ノアの横顔は、まさに聖母のようである。

「わたしの名前はノアよ。この子の名前は？」

「……名はまだないんだ」

　ジレン、と教えるのは簡単だがあえて俺は黙っていた。俺の名はシスター・ノアに付けてもらった大事なものだ。俺に名を与えてくれるのは、いつもシスター・ノアでいて欲しかった。

「この孤児院で世話になるんだ、名付け親になってもらえないか、シスター」

「ちょ、ちょっと待って！　この子とわたしは今日初めて出会ったのよ？　いきなり名前を付けろだなんて、いくらなんでも責任重大過ぎるわ」

「別に問題ないだろう、他に名付けてくれる人もいないし。それに孤児院では珍しくないと聞くぞ、シスターが赤ん坊の名付け親になるというのは」

　なおも言うと、ようやくシスター・ノアは名付け親になる覚悟を決めたようだった。

「……仕方ないわね、分かったわ。じゃああなた、名前は？」

「お、俺の名前か？　俺とその子は親子でもなんでもない、俺の名は関係ないだろう」

「だとしても、その子を救ったのはあなたよ。あなたにちなんだ名前にすべきだわ」

　そのような展開になるとはさすがに予想外で、俺は必死でジレンにちなんだ偽名を考えなければならなかった。

「俺の名は……ジレッドだ」

「そう。じゃあこの子の名前は……ジレン。あなたは今日からジレンよ」

　これも因果律の仕業なのかもしれない。赤ん坊の俺は、かつて俺がそうだったようにジレンという名を与えられた。
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　この農村──ラメルダ村には、アムリタ教の孤児院がある。正式名称を〝大地の子の園〟というのだが、近隣の住人たちからはラメルダ孤児院と呼ばれていたらしい。

〝大地の子の園〟などという名とはあまりに不釣り合いな老朽化した孤児院だったし、なによりもラメルダ村自体、すでに誰も住んでいない無人の村となっていたからだ。シスター・ノアただ一人を除いて。

　戦争のせいだ。今から一年前、つまり俺が生まれる前のフェロキア暦一九九年。隣国リーンバル王国がロヴェーレ帝国の侵攻を受けた。それだけなら隣国同士が戦争してるだけの他人ひと事ごとだが、このグラストル公国はかつて帝国の属国であったにもかかわらず、今はリーンバル王国と同盟関係にある。

　いつリーンバル王国の味方をするかもしれない裏切り者のグラストル公国この国を、帝国は放置しなかった。軍勢こそやってこなかったものの、考えようによってはそれ以上の最悪の状況に陥った。

　水源を──帝国領から流れるデナール河の流れを変えられてしまったのだ。

　この辺り一帯に流れ込む水量は激減し、人々の生活は大打撃を受けた。ほとんどの農業は天水で賄われていたが、多くの用水路や貯水池も枯こ渇かつし、一部では井戸まで干上がってしまった。また河は大事な流通網であり、流れる水は水車を動かす動力源ともなる。それらの多くが失われては、この地で生きていける人の数は極端に減る。

　グラストル公国には単独で河を奪還できるだけの力もない。結果としてこの辺りに住んでいた人々のほとんどは、他の土地へ移った。残ったのは行くアテもない、あるいは他の土地へ移る余力もない人々だけである。

　このラメルダ村は、その影響を受けた村の一つだ。村を流れる小川はとうの昔に干上がり、井戸の水位も大きく下がった結果、住人たちはすべて逃げ出し、残ったのはシスター・ノアただ一人だった。

　シスター・ノアが残った理由は二つ。彼女自身もこの孤児院の出身であり、故郷を捨てられなかったこと。そして多くの人が逃げ出すような土地だからこそ、子供を保護する場所が必要だと考えたからだ。困窮した農民が子捨てに及ぶことは珍しくないのだから。

　事実、赤ん坊の時に捨てられた俺は彼女によって救われることになるし、この後、別の孤児が孤児院の前に捨てられ、シスター・ノアに拾われることになる。もっとも、その子はシスター・ノアの懸命な看護の甲か斐いなくこの世を去ることになるが。

　住人が逃げ去った農村には財貨の類はまったく残っていなかったが、畑や家具はもちろん、多少の食糧も残っていた。それに孤児院が属するアムリタ教の信者も、定期的に物資を持ってきてくれた。それがためにシスター・ノアとかつての俺はこの地で暮らすことができたのだ。

　もっとも、その陰にはシスターの膨大な苦労があったことを俺はあらためて知ることとなる。




「不安だわ。これぐらいの赤ちゃんに本当に必要なのは母乳や綺き麗れいな水よ。この村の水はアテにならないし、ミルクや薄めた麦むぎ粥がゆでちゃんと育てられるかしら……？」

　俺が知っているシスターは、子供のためならいつも気丈に振る舞う人だった。だが今、過去の俺──ジレンの寝顔を見つめているシスターは、不安を隠そうともしなかった。涙さえ流しそうだった。俺の育ての親がこんな顔をすることもあったんだと驚いたぐらいだ。

「大丈夫、この子はきっと立派に育つさ」

　俺はただ事実を口にした。前の世界において、離乳食もまだ食べられない赤ん坊の俺のために、シスター・ノアはあらゆる手を尽くしてくれた。山羊やぎのミルク、果汁に重湯。少しでも俺に栄養を取らせようとしてくれた結果、俺は生き残ったのだ。

　とはいえ、毎日のように成長する赤ん坊にとって、栄養が重要であるのは間違いない。赤ん坊のときに充分な栄養を取れなかったこともあってか、俺は小さいころから今に至るまで細身で、シスター・ノアによく「ごめんなさい、お腹なか一杯食べさせてあげられなくて」と謝罪されたものだ。あれは堪こたえた。シスター・ノアが一生懸命だったことを知っていたからだ。

　だから、俺は早速未来を変える行動を始めた。

「清潔な水なら任せてくれ」

　俺は水の精霊ウンディーネを召喚した。空気中の水分を水に変えて容器に注ぐ。二、三人が一日に必要な量の水ならどうにか作り出せるのだ。

　それに俺は《過去転移》するにあたって、あらゆる財産を処分し、持てるだけの財貨を持ってきていた。どうやらその程度の財貨を未来から持ってくることは因果律も許してくれたようで、すべて手元に残っている。その金を惜しみなく使った。遠くの町まで出向いて芋や野菜、果実を購入し、乳母まで雇った。ジレンのためだけではない、シスター・ノアにも少しでも美味おいしいものを食べてもらい、楽をして欲しかったからだ。
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「あらまあ、ラメルダ村の孤児院にまだシスターが残ってるって話は聞いてたけど、孤児までいたとはねえ。おっぱいなら任せときな」

　俺が雇った乳母は豪快で体も大きい三〇ほどの女で、まさに母乳が有り余ってるという印象だった。実際その効果は抜群で、数か月が経過した頃には、過去の俺──ジレンは乳児期を乗り切り、でっぷりと太ってシスター・ノアを笑わせ俺を心配させたほどだ。

「あはは、見てよこの腕、ぷにぷに。よく育ったもんね、あれだけ飲めば当然だけど」

「だ、大丈夫なのか？　こんなにぷくぷくになっちゃって」

　俺の疑問を笑い飛ばしたのは乳母である。

「ハイハイを始めりゃすぐ元通りになるさ。これだけ大きくなりゃもう大丈夫だ、乳母の役目ももう終わりだね」

　彼女の指摘通り俺の心配は杞き憂ゆうに終わり、すぐにジレンは標準的な赤ん坊の体型に戻っていった。間もなく乳母との契約も無事終わり、三人で過ごす日々に戻った。
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「ありがとう、ここまでジレンを育てられたのはあなたのお陰よ」

　乳母が帰って行った日の夜、シスター・ノアはジレンに麦粥を食べさせながらあらたまったように口にした。

「礼なんか要らない。ジレンを一緒に育ててくれてるだけで俺の方が感謝したいぐらいだ」

「いいのよ、それがわたしの役目なんだから。でも……わたし一人じゃきっと無理だったわ。子供の面倒を見るのも、この孤児院を維持することだって」

　それは前の世界では聞いたこともない、彼女の弱音だった。

　実際のところ、彼女にはできることを俺は知っていた。シスター・ノアはたった一人で俺を育て、孤児院をギリギリまで維持したのだから。

　だが表に出さないだけで、内心では苦労していたのであろうことは容易に想像がつく。だから俺は言った。

「ああ、できる限りのことはする。なんでも手伝わせてくれ」

「……そう。あ、ありがとう」

　俺は小さい頃からシスター・ノアに甘えてばかりだった。物心つく頃にはむしろシスター・ノアに頼られたいと思うようにもなったが、一〇代の子供にできることには限界がある。

　だがこの世界では俺の方がシスター・ノアより年上で、彼女が俺を頼ってくれる。《過去転移》した俺の目的は召喚術を極めることだったが、彼女の力になれることは純粋に嬉うれしかった。

　もちろん、本来の目的についても成果が出始めていた。ある日、俺はシスター・ノアに次のような指摘を受けることになる。
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「ジレッド。あなた最近なんだか体が大きくなってない？　初めて会ったときと比べたら一回りは大きくなってると思うんだけど」

「……やっぱりか」

　俺の体はこの数か月で成長していた。わずかに背が伸び、以前と比べて疲れにくくなったし、なによりも骨が太くなったという実感もあった。

　別に体を鍛えていたわけでもなく、成長期もすでに終わっていることを考えると、今これだけ自分の体が成長する理由はない。理由があるとすればそれはたった一つ。

　歴史の改変が行われたのだ。

　本来の歴史であれば、俺は母乳の代わりに山羊のミルクや麦粥でかろうじて生き残ることとなる。一方、この世界での俺は、有り余るほどの母乳で育った。毎日のように成長する乳児期において、この差が小さいとは思えない。過去の歴史が変わった結果、未来の俺に影響が出たのではないか。

　別に俺は歴史に大きな影響を与える行動は取っていないし、そのつもりもない。それゆえに因果律の修正対象にもなっていないのだろう。

《過去転移》した意味は、すでに証明されつつあった。だがこれはほんの序盤である。本当の効果はこれから実現されるのだ。











第一章　第二話　変わる歴史






　またたく間に二年余りの時が流れた。

　我ながら一文で表すなら実に簡単だ。だがこの間、もちろん信じられないほど多くの出来事があった。

　俺は赤ん坊の俺──ジレンを見守り続けた。それはまさに昼夜を問わぬ激務でもあった。赤ん坊の世話とはそれほどに大変なもので、俺を一人で育てたというシスター・ノアがつくづく超人のように思える。

　ただ、大変なだけというわけでもなかった。たとえば過去の俺がハイハイを覚え、立って歩くことを覚え、「じれっど、じれっど」と初めて俺の名を呼んだときの感動は筆舌に尽くしがたい。なんとも不思議な感覚だが、まるで父親になった気分だった。

　また、大きな出来事もあった。




「ジレッド、大変よ！　孤児院の前に、また捨て子が！」

　ある日のこと、洗濯物を干しに外へ出たシスター・ノアは、生後間もない赤ん坊を連れて戻ってきたのだ。

　子供が二人いれば一人は死ぬ時代であり、孤児院へ子を捨てるという行為は珍しくはない。ここは見捨てられた地であるがゆえにその頻度が少なかっただけだ。

　そして俺は知っていた。その赤ん坊は死ぬ運命にあるということを。かつてシスター・ノアに聞かされたことがあったのだ、「あなたには妹分がいたのよ、ほんの数日ほどだったけど」と。俺の育った孤児院にはその子の墓もあった。

　恐らくそれは因果律によって定められた運命だ、変えることはできない。だから俺は、弱った赤ん坊を見ながらシスターに言った。覚悟してもらうために。

「この子はもう泣く力もないほど衰弱しきっている。長くは持たないぞ」

「だとしても、見捨てることなんてできないわ。お願いよジレッド、力を貸して。なんとか助けてあげたいの」

　シスター・ノアにそう言われたから──というわけでもない。

　彼女に抱かれていた赤ん坊は、時折目を開けると助けを求めるように俺を見たのだ。試しに指を差し出すと、まるで助けを求めるように握り返してくるのだ。

　それは人に頼ることでしか生きられない赤ん坊の本能なのだろう。つくづく、生物というのはよくできている。子猫や子犬がそうであるように、赤ん坊もまた庇ひ護ご欲よくのようなものを駆り立てるようにできているのだ。

　ようするに、俺も見捨てられなかったのだ。赤ん坊が泣くのは元気の印だという。赤ん坊が笑えば周囲の大人も無条件に笑顔になる。だが弱り切って表情一つ変えられない赤ん坊を見ているのは辛つらい。なにかせずにいられなかったのだ。

　因果律が定めた運命に、どれぐらい逆らえるかという興味もあった。かくして俺とシスター・ノアは、その赤ん坊を懸命に看護することとなった。再び町で乳母を雇い、医者に診せ、昼夜を問わず必死に容態を見守った。

　驚くべきことに、効果はあった。孤児院に捨てられた名も知られぬ少女の生死など、因果律にとってはどうでもよかったのかもしれない。俺の知ってる歴史と異なり、赤ん坊は生き残ってシスター・ノアから名を与えられることとなる。

「あなたの名前はティアナよ。ジレン、仲良くしてあげてね」
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　ティアナという新たな家族が増えてから、三年が経たとうとしていた。

　突然できた妹とも言えるティアナは、ジレンにとって格好の遊び相手でもあった。この頃にはティアナも走り回れるようになり、二人が仲良く孤児院の周辺を駆け回る姿を毎日のように目撃することとなる。

　このときティアナの扱いに一番困っていたのは間違いなく俺だろう。彼女が存在する歴史を俺は知らなかったし、こんなに小さな女の子と接するのも初めてだ。おまけに、ティアナはやたらと──お父さん子だったのだ。

「じれっど、いっしょがいい」

　本能的に父親を求めていたのかもしれない。二歳半ばになった頃には、そう言って毎晩のように俺の寝床へ忍び込んできたものだ。

　なにせ可愛かわいい盛りの二歳の女の子だ。俺に拒否できるわけもない。それに冬の間、ティアナは非常に温かく一緒に寝ると心地よかった。毎晩のようにおねしょされることだけは慣れなかったが。

　それにティアナの生存という出来事は、ジレンにとっていい方向へ転ぶこととなる。

　ジレンが五歳になったときのことだ。ティアナが転んで膝を擦りむいたとき、俺がウンディーネを召喚して治療してやったことがあった。「ありがとう、じれっど」と天使そのものの笑顔を向けてくれるティアナの横で、ジレンがこう言ったのだ。

「ねえ、ジレッド。ぼくもジレッドみたいな精霊使いになりたいよ」

　ジレンが召喚術に興味を持ったのだ。

　必然と言えば必然である。もともと俺は七歳になる頃には召喚術に興味を持ち始めるのだから。だが元の歴史より二年も早く興味を持ったのは、ティアナの存在ゆえだろう。

　もちろん、俺としては反対する理由はない。予定では元の歴史通り七歳になってから召喚術を教えるつもりだったが、本人がやる気になったのなら前倒ししたって構わない。俺はジレッドに予備の魔晶片の指輪を与え、召喚術の基礎を教え始めることにした。
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「いいか、精霊は異界といって、俺たちとは違う世界にいる。干渉できる手はただ一つ、この魔晶片の指輪だ。魔晶片とはこの世界が精霊によって創られたときの名残だと言われている。魔晶片を通じて精霊の元へ赴き、魔晶片を通して精霊をこの世界に召喚する。それが俺たち精霊使いだ。もっとも、小さな魔晶片で呼び出せる精霊は下位精霊に限られるが」




「精霊使いになるには、自分と相性のいい精霊を感知するところから始まる。《精霊感知》と呼ばれる術で、これは感受性の高い子供の頃にしかできないと言われている。だからおまえはこれからしばらく、《精霊感知》の修行を積むんだ」




「精霊はどこにでもいる。森にも、風にも、大地にも。ただその存在は理屈で説明できるものじゃない。精霊の存在を感知できるかできないか、それだけが精霊使いになれるかどうかを決めるんだ。その適性があるのは一〇〇〇人に一人程度と言われている」




「精霊を探し出せれば接触してその真名を聞き出すことで、《融合契約》ができる。たとえば、俺が契約してるノームはダアルという真名を持っている。だが真名は知ってるだけじゃ意味がない、異界で精霊から真名を教えてもらうという行為そのものが必要なんだ」




　ジレンがその気になってくれたことが嬉うれしく、俺は遠慮なく必要なことを教えた。五歳の子供に理解できる話ではないかもしれない。だが、

「子供は五歳にもなったら自我も目覚めるし人の顔色だってうかがうようになるわ。あなたの教えが無駄になることはないわよ」

　シスター・ノアはそう言って後押ししてくれたし、事実、ジレンは必死に理解しようとしていた。
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　未来から来た俺という存在や、ティアナが生き残ったためだろう、俺の知っている歴史とは異なり始めていた。ジレンが六歳になったとき、思いも寄らぬ事件が起こった。

　それはジレンとティアナが外で遊んでいるときのことだ。孤児院の外からグウウウという獣のうなり声が聞こえたのだ。

「ねえジレッド！　今の……熊じゃない!?」

「ま、まずい！」

　シスター・ノアが言い終えるより前に、俺は孤児院を飛び出していた。寂れていようが農村に野獣が出るのは珍しくない。俺の顔色は蒼そう白はくだっただろう、もしジレンが熊に襲われるようなことでもあれば、俺の存在にもかかわる。なによりティアナとジレンの二人が怪け我がをするようなところは想像したくない。

「ジレン、こわいよぅ……」

「だ、大丈夫。僕がいるから……！」

　外に出ると、予想通りの光景が広がっていた。恐怖で動けないでいるティアナを庇かばうように、ジレンが立っている。そしてジレンの視線の先には──大きな熊がいた。熊は滅多に人前に姿を現さないというが、人間の子供は格好のエサに見えたのかもしれない、今にも飛びかかりそうだ。

「冗談じゃない！　顕現せよ大地の精霊！」

　二人を守るため、俺は慌てて土の精霊を召喚した。地面を隆起させて二人を守る《石の壁》という術を使おうと思ったが、距離があるため狙った場所に出せるか自信がなかった。やむなく、土の精霊に命じて石つぶてを投じる。

　だがそれよりも早く、熊がジレンに飛びかかった。それにあの巨体では石つぶてを当てたぐらいでは止まらないかもしれない。俺は恐らく顔面蒼白になっていたに違いない。使える手が一切ないのだ。

「うわああああああ！」

　ジレンが悲鳴を上げた。いや、違う、気合いを入れるために叫んだのだ。なんとかしようと本能的に両手を突き出す。

　奇跡が起こったのはそのときだった。

　ジレンが両手を突き出したのと同時に、地面が隆起した。突然岩の壁が地面から迫せり出し、盾となって熊の進路を遮ったのだ。先ほど俺が使おうとした《石の壁》である。

　熊は回避しきれず、硬い壁に顔面をぶつけた。傷を負った様子はなかったが、あまりに理解不能な状況に危険を感じたのかもしれない。そのまま逃げ去っていった。
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「ジレン、今なにをしたんだ……!?」

　俺は慌てて過去の自分に駆け寄った。別段怪我を負った様子はなく、その代わり疲れたように地面にへたり込んでいる。

「ねえ、今僕が使ったのって……ジレッドと同じ、土の精霊の力だよね？」

「ああ、間違いない。一体どうして召喚術が使えたんだ？」

「わ、分かんないよ。僕にもジレッドと同じことができたらティアナを守れるって思ったんだけど」

「だからって、契約もしてないのに召喚術を成功させられるはずが……！」

　それは精霊使いの歴史で言えばあり得ない話だった。相性がいい、もしくは何十年も使い込んだ精霊なら、召喚媒体や詠唱を省略して召喚することもできるという。だがそもそもジレンはいかなる精霊とも契約していない。

　だが、先ほどジレンは間違いなくノームの召喚に成功していた。ジレンがへたり込んでいるのもそのせいだろう、召喚には精神力を消耗するからだ。

「……いや、そうか。考えられる理由が一つあったな」

《過去転移》してから六年も子育てに奔走していたので忘れていた。

　答えは一つしか考えられない、ジレンが呼び出したのは、俺が契約したノームだったからだ。言い換えれば、俺が召喚できる精霊は、真名さえ知っていればジレンにも扱えるのだ。

　実のところ、そうだろうと推測はしていた。《過去転移》した理由の一つだ。

　まず精霊は時の流れさえ異なる異界の存在であり、契約さえしていれば過去に戻っても召喚できる。これはすでに俺自身で確かめたことだ。

　また、時空の精霊クロノスはかつてこう言った。ジレンが死ねば俺は消滅すると。つまり、俺とジレンの魂は同一のものなのだ。そもそも魂というものがどういうものかは誰も知らないが、もし魂に固有の番号のようなものがあるとすれば、間違いなくジレンと俺の番号は同じになるはずだ。魂で精霊と結びついている以上、俺と同じ魂を持つジレンが俺の契約したノームを扱えても不思議ではない。

　もっとも、未来に契約した精霊が過去の自分にも召喚できるとすれば、新たな疑問が生じる。たとえばある精霊使いが一〇歳のときにサラマンダーと契約したとしよう。だが契約した時期にかかわらず契約が有効であるならば、その精霊使いは一〇歳未満のときであってもサラマンダーを召喚できてしまうことになる。

　もっとも、現実には無理な話ではある。真名が分からないからだ。

　一方、ジレンは偶然ながらも俺が契約しているノームのダアルという真名を知っていた。本来なら、真名は知っているだけでは意味がない。ただそれは他人同士の話であって、俺とジレンは同一人物なのだ。同一人物が真名を知っていれば、召喚が可能なのかもしれない。

「つまりジレンは、俺と契約してる精霊の真名を知るだけで、召喚が可能になるのか」




　公になることはないだろうが、それは精霊使いの常識が変わった瞬間だった。










第一章　第三話　新しい日々
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《過去転移》して六年目。フェロキア暦二〇六年の春。俺はシスター・ノアにある提案をすることになる。

「シスター。嫌だろうが、相談がある。みんなでこの孤児院を出て引っ越したい」

　それは《過去転移》する前から計画していたことでもあった。

　もちろんシスターは渋い顔をした。ここは彼女が生まれ育った孤児院であり、この孤児院を守るために彼女はたった一人でここに残ったのだから。

「どうしてそんなこと言うの？　あなたのおかげでこの孤児院も綺き麗れいになったし、四人なら自給自足だってできるじゃない」

「いや、だから、そのな。俺の金がもう尽きそうなんだ」

　シスター・ノアは豆を投げつけられた鳩はとのような顔をした。

「お、お金……。そうよね。この六年、あなたに頼りっぱなしだったし……」

「街へ行こう、そうすれば俺も召喚術で働ける。それと、別の理由もあるんだ。ジレンとティアナに外の世界を見せてやりたい。多くの人と接する機会もな」

　ジレンとティアナのため──。そう言われれば、断れる彼女ではなかった。

「分かったわ、ジレンとティアナにはもっと友だちが必要だもの。いつまでもこんな僻へき地ちの孤児院じゃ可哀想かわいそうよね……」

　予想通りシスター・ノアは承諾した。こうして俺たちは長いときを過ごした孤児院を後にし、四人での旅路につくこととなる。

　実のところ、引っ越しの提案をしたことには経済的な理由以外にも深刻な理由があった。フェロキア暦一九九年から始まった王国と帝国の戦争は、七年が経たった今も終結どころか泥沼化している。その結果、間もなく王国と同盟関係にあるこのグラストル公国にも帝国軍の軍勢が迫ることになるのだ。

　帝国軍は、占領した領地に住む人々を奴隷として連れ帰ることで知られていた。そのため本来の歴史でも、もう少し後にシスター・ノアは孤児院を捨てて旅立つことになる。

　俺という孤児を連れ、行くアテもない厳しい旅だ。シスター・ノアにはもうあんな苦労をして欲しくない。帝国軍から逃げるためという理由で孤児院を捨てるというのも苦渋の決断だっただろう。だからこの歴史の中では、もっと前向きな理由で──ジレンとティアナの見聞を広めるためという理由で、今の内に引っ越しをして欲しかったのだ。
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「ジレッド、新しいおうちってどんなところなの？」

　このとき四歳になっていたティアナは、生まれて初めての引っ越しに不安そうだった。

「ああ、フィンポートといってな。大きな街だ」

「やった！　僕、前から街に行ってみたかったんだー！」

　過去の俺であるジレンに不安そうなところはなかった。あるいはティアナを励ますためにわざと気丈に振る舞ったのかもしれない。

　フィンポートは大きな交易都市だ。その中央には城壁に囲まれた区画もあり、城塞都市としても名高い。多くの人が集まった結果、今や城壁の外に作られた街の方が大きくなっているらしいが。

　俺たちはそんな外周部の街に移り住むこととなった。これも《過去転移》する前から決めていたことだ。元の歴史において、俺とシスター・ノアが辿たどり着いた街がフィンポートであり、少なくとも俺の知ってる限りこの街が戦火に巻き込まれることはないと知っていたからだ。





◆






　新しい生活が始まった。シスター・ノアは街の孤児院で働き、ティアナを含めたこの街の子供たちの世話をすることとなる。実は俺の知ってる元の歴史でも、シスター・ノアはこの街の孤児院で同じことをしていた。フィンポートの街へ来た理由の一つである。

　一方、俺はジレンを連れ、街で精霊使いとして働き始めた。ジレンに間近で召喚術を使うところをできる限り見せてやりたかったのだ。

　土の精霊を使った土木工事、水の精霊を使った汚水の浄化、変わったところでは火の精霊による公衆浴場の湯沸かし。およそ召喚士というのは働き口に困ることはない。そもそも俺が七歳のときに精霊使いを志した理由というのも、金を稼いでシスター・ノアの助けになりたかったからだった。

　一番金になるのは水の精霊による治療、《癒やしの水》という術である。怪け我がをした箇所を、水の精霊の力で作った水の膜で覆うことで治癒力を増すという術だ。外傷にしか効果がなく、また瞬時に完治できるようなものでもないが、少しでも怪我が早く治せるのなら──と需要が絶えることはない。俺は治療院に身を置かせてもらい、あるいは土木工事の現場に赴き日銭を稼ぎまくった。




「すごいや、お金がいっぱいだ」

　稼いだ銀貨を見ながら、ジレンは言ったものだ。

「ジレッド、これでいろんなものが買えるんでしょ？　お願いがあるんだけど」

「なんだ？　欲しいものでもあるのか？」

　ここは商業都市だけあって、玩おも具ちゃや菓子の類も多く売られている。小さな子からすればさぞ誘惑に駆られるところだろう。過去の自分に贅ぜい沢たくをさせるのもどうかという気はするが、たまには許容してもいいと思った。

　だが六歳のジレンの返答は、思いもよらぬものだった。

「シスターにお土産買って帰ろうよ。お菓子とか好きかな、シスターって」

「なるほど、それはいい考えだ」

　シスター・ノアは一〇代半ばという若い頃からジレンとティアナの面倒を見、孤児院を切り盛りしてきた。菓子の土産ぐらい、安いものだ。

「……いや、待てよ。そういうことならもっといい土産がある」

「え？　なになに？」

「服だ、服。たまにはもう少しお洒しゃ落れな格好でもするべきなんだ、シスターは」

　商業都市だけあって、この街を行き交う若い女性は皆どこか洒落た服を着ている。一方、シスター・ノアは飾り気もないつぎはぎだらけの修道服を着、頭巾で頭のほとんどを覆い隠している。

「それいい考えだよジレッド！　シスターの服ってぼろぼろだし。でもジレッド、お洒落ってどういう服のことなの？」

「……それは難しいな」

　洒落た服を買う。それは俺にとって凄すさまじく難度の高いことだった。店員に言われるがままに買ってもいいが、せっかくの贈り物を他ひ人と任まかせにするのもどうかという気はする。

「そうだ、じゃあティアナに選んでもらおうよ。女の子同士なら分かるんじゃない？」

「おいおい、ティアナは四歳だぞ。いくらなんでも──」

　否定しかけた俺は考えをあらためた。そもそもシスターに服を贈ることには一つ問題がある。彼女は質素を好むのだ。「こんな服買うお金があったら孤児院に寄付でもしてよ！」などと言われるのは目に見えている。それを阻止するには、ジレンとティアナを巻き込むのが一番だ。

「よし、ティアナを迎えに行こう」

　こうして俺とジレンは孤児院に寄ってティアナを連れ出すと、店を探し歩くこととなる。そしてこのとき俺は一つだけジレンとティアナに条件を出した。用意した服を手渡すのは、俺がシスター・ノアと二人きりのときに──という条件で。
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「はぁ!?　わたしに新しい服!?　要らないわ、そんなお金があるなら孤児院に寄付でもしてよ。わたしにはこの修道服があるし」

　翌日。俺から新しい衣服一ひと揃そろいを手渡されたシスターは、俺の予想通りの言葉を口にした。とても贈り物を喜んでいるようには見えない。ジレンとティアナには外出しておいてもらって正解だった。

　それに俺も、こうなるからこそあらかじめ反論を用意しておくことができた。

「予想通りの反応だな。だから言っておく、これは俺が金を稼いでジレンとティアナが選んだ服だ。実はティアナにも服を買ってやってな、おそろいの服でおまえと一緒に外出できるのを楽しみにしてるんだぞ」

「な、なにそれ……。卑ひ怯きょうだわ、そんなこと言われたら拒めないじゃない」

　こうしてまんまとシスター・ノアを言いくるめると、彼女を着替えさせることに成功した。

「き、着てみたわよ。これでいいんでしょ？」

　間もなくシスター・ノアは、ブラウスにリボンのような腰巻き、それにスカートという格好で俺の前に立った。どこか顔を赤らめながら。

「ねえ、どこかおかしくない？　なにか言ってよ」

「…………」

　俺は言葉を失った。

　本音を言えば、無茶苦茶綺き麗れいだった。

　もともとシスターは目鼻立ちが整っている方だと思っていたが、なにしろ体の線一つ見えない修道服と、前髪程度しか見えない頭巾のせいか、およそ色気というものを感じたこともない。そういう意図で作られた衣装だから当然なんだろうが。

　その彼女が、女性らしい服を着るとどうなるか。見間違えるほど綺麗だった。

　四歳のティアナが選んだだけあってやや大人っぽさには欠けていたかもしれない。だがもともとシスターはエルフの血でも入ってるんじゃないかと思うほど、歳としを取る様子がない。なにせ俺が《過去転移》して一八年前に戻っても、シスター・ノアを見間違うことはなかったほどだ。

　今の年齢はもう二〇代前半のはずだが、未いまだに見た目は一〇代の少女のようだ。だからこそ、その服はよく似合っていた。
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　特にスカートから伸びる細い足、ブラウスの隙間から見える鎖骨など、普段見えていない場所が見えるだけで、妙に艶なまめかく見えてしまう。一ひと際きわ目を引かれたのが金色の髪だ。今まで彼女の前髪しか見る機会がなかったが、頭巾をしていないときの彼女の金色の髪は、少しクセはあるものの長く美しく、彼女がなにか動作を行う度、綺麗に波打った。

「ちょっと、なんで黙ってるの!?　不安になってくるんだけど!?」

「……よく似合ってる。買ったかいがあった」

　俺がようやくそんな言葉を選び出すと、シスターはどうにか平静さを取り戻した。ただし、顔を赤くしつつ。

「そ、そう。ならいいんだけど」

「よし、出かけよう。ジレンとティアナが待ちくたびれてるぞ」

「え!?　こ、この格好で出歩けっていうの!?」

「当たり前だ、今更修道服で出たらティアナが悲しむだろ」

　子供をダシに使いながら、半ば強引にティアナを連れ出す。

　往来に出ると、予想通りの反応があちこちで見られた。

「ね、ねえ。なんだかすごい見られてる気がするんだけど」

（分かる）

　道行く人たちが、チラチラとシスターを見るのだ。その気持ちはよく分かる、下町を貴族のご令嬢が歩いているように見えるのだろう。近所の顔見知りでさえ、彼女が誰だか咄とっ嗟さに分からなかったほどだ。

　チラチラ見るだけならまだいい方で、少しでも俺がシスター・ノアから離れると、途端に見知らぬ男が彼女に声をかけるので、俺はあやうく街中で召喚術を使うところだった。

「もうイヤ。帰ったらすぐ着替えるからね！」

　気疲れしたらしい彼女がそう愚痴り始めるのは当然だった。しかし、

「シスター、似合ってる！」

「シスター、きれいー！」

　彼女の姿を見たジレンとティアナは当然のように大喜びし、そのときだけはシスターも「ありがとう、二人とも」と素直に喜んだ。

「ティアナも可愛かわいいわよ。いい服を買ってもらったのね、ジレッドにお礼言っときなさい」

「うん！　ジレッド、ありがとう！」

　ティアナの着ている服はシスターとほぼ同じ意匠で、大きさが子供用というだけだった。シスターの美しさを引き立てたその意匠は、ティアナが着れば年相応の可愛らしさと純真さをより強調した。こうして二人が揃うとまるで二輪の花が咲いているかのようだ。

　つい俺は誘惑に駆られ、また子供たちをダシにしてシスターにある提案をせずにはいられなかった。

「こんなに子供たちが喜んでくれるんだ、俺やジレンたちと出かけるときぐらいはその服を着てくれ」

「……分かったわ、そのときだけね」

　なにかものすごい特権を受け取った気がした。

　俺が《過去転移》したのは召喚術を極めるためだったということを、思わず忘れそうになったほどである。
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　この街に来て、もちろんただ働いていただけではない。日々の生活が安定すると、俺はジレンに本格的な召喚術を教えようとした。

「やった、本当!?　僕なんでもやるよ、教えてジレッド！」

　そのことを伝えるとジレンは飛び上がらんばかりに喜んだものだ。

「そんなに嬉うれしいか？　召喚術を学ぶことが」

「うん！　今度は僕が召喚術でお金を稼いでシスターやティアナに贈り物をするんだ！」

　シスターのために働きたいという動機は立派なものだ。だが俺は羞恥で顔が熱くなるのを感じていた。完全に昔の自分と同じことを言っているからだ。召喚術を一通り学び終えれば、今度はより召喚術を極めたいと言い出すようになるだろう。まったく、多少の齟そ齬ごはあっても文字通り歴史は繰り返すものらしい。

　それから俺は、ジレンと共に街を出て近くの森へと向かった。人目を避けるためだ。ジレンは真名さえ教えれば、俺と契約した精霊を召喚できる。そういった事情を他人に知られることは避けたかったのだ。

「さて、ジレン。俺たち精霊使いは三つの技を使う。覚えてるな？」

「うん。《精霊感知》と《霊魂化》と、魂を結びつかせる《融合契約》でしょ？」

「そうだ」

　異界に存在する相性のいい精霊を《精霊感知》で探し出し、自らを《霊魂化》、つまり一時的に精霊と同じ存在になることで接触する。そして精霊の真名を知ることで魂を結びつかせるのだ。

「おまえはどういうわけかもうノームを召喚することができる。だとしても、《精霊感知》が一番重要であることは変わらん。《精霊感知》こそ召喚士の基礎だし、感受性の高い子供のうちにしかできないことだからだ」

　それが一代では召喚術が極められない理由だ。たとえば、俺が召喚術を極めようと志したのは一〇代半ば。だがそのころには、俺に精霊を感知することは難しくなっていた。二〇代、三〇代になればいよいよ新たな精霊と契約することは至難になるという。

「おまえに魔晶片を預けてから一年が経たつ。精霊の存在は感じ取れるようになったか？」

「うん、多分。地面の中に、いつもなにか存在を感じるようになったよ」

　ジレンは事も無げに言ってのけた。《精霊感知》ができるのは一〇〇〇人に一人と言われている。《精霊感知》ができないゆえに、精霊使いになることを諦める例は珍しくない。

　もちろん、当然と言えば当然だ。俺も七歳のころにできたからだ。そんな俺の経験に基づく指導を受ければ、ジレンにできないはずがない。うらやましい話でもある。二〇歳を越えた今の俺には、もう新しい精霊は感知できないからだ。

「じゃあ今日は一歩先へ進める。次に必要なのは、おまえが一時的に精霊と同じ存在になることだ。つまり《霊魂化》だな。精霊と同じ存在になって、ようやく異界にいる精霊に会いに行けるようになる」

「そ、それが一番難しそうなんだけど。どうすればいいの？」

「指輪に付いている魔晶片だ。おまえが感じ取った精霊の元へ、魔晶片を通して移動すると想像しろ。自分の魂だけが魔晶片を通して精霊の元へ飛んでいくと考えるんだ。そして精霊の場所まで辿たどり着いたら、真名を教えてくれるよう頼みこめ」

「ちょ、ちょっと難しくない!?　魂になって移動!?　そんなことできるの!?」

「大丈夫だ、《精霊感知》の方がよっぽど難しい。おまえはすでに精霊を見つけた。その精霊を目印に、辿り着くことだけ考えるんだ。魔晶片の効果を信じろ」

　実のところ、俺のこの解説が正しいとは思っていない。もっと万人向けするやり方もあるのだとは思う。

　だが俺にできたことはジレンにもできるはずでジレンにはこのやり方が適切に違いないのだ。

「異界で精霊に接触さえできれば、交渉次第で真名を教えてくれるはずだ。精霊の真名を教えてもらうことで、おまえと精霊は魂で結びつくことになる。これが《融合契約》と呼ばれる儀式だ」

「分かった。やってみるよ」

　ジレンは追い詰められた表情をしていたが、俺は心配していなかった。未知の感覚で居場所を察知しなければならない《精霊感知》より、見つけた精霊の場所へ向かうという想像さえできれば可能な《霊魂化》の方が圧倒的に難度は低いからだ。

　実際、ジレンはしばらく四苦八苦していたようだが、やがてその体が硬直した。《霊魂化》に成功したのだ。霊魂となったジレンが自分の肉体から抜け出し、異界にいる精霊の元へ向かったのだ。

　もっとも、ジレンが戻ってくるまでに大した時間はかからなかった。

　異界と俺たちの住む世界とでは、時間の流れが違う。《霊魂化》して異界に辿り着きさえすれば、ジレン本人の感覚ではどれだけ長い時間が経とうと俺から見ればほとんど時間は経たない。

「できたよ、ジレッド」

　間もなくジレンは目を開けて、静かに言った。いや、声は静かだったがどこか興奮を隠せないでいるのが分かる。

「ノームのドーリって言うんだって。力を貸してくれるって」

「それが真名と呼ばれるものだ。その名を知っていれば、もうおまえは精霊が召喚できる」

「ど、どうすればいいの!?　早くやってみたいよ！」

　ジレンのはしゃぎぶりは、新しい玩おも具ちゃを与えられた子供そのものである。俺も非常に覚えがあるので、見ていてなんとも恥ずかしい。

「いいから落ち着け。でないと──倒れるぞ」

「え？」

　俺の言葉で我に返り──そして自覚したらしい。自分の体の不調を。

　ジレンの体が崩れ落ちる。もっとも俺は予想していたため、その小さな体を抱きかかえることは簡単だった。

「なにこれ？　なんだか体がだるいよ……？」

「無理するな、契約酔いという現象だ。大地の精霊とおまえは魂で結びついた。そのせいで魂と肉体の均衡が乱れ、不調となって表れてるんだ」

「な、なにそれ……。ちゃんと治るの？」

「もちろん、数日休めばな。俺だって元気だろう？　とにかく今日のところは帰るぞ」

　言いながら俺はジレンをおんぶした。

「ちぇっ、せっかく新しい召喚術が使えると思ったのに……」

「無理をするな、契約酔いは何人もの精霊使いの命を奪ってきた重い病なんだ。いいか、向こう一〇年は絶対に大地の精霊と契約するんじゃないぞ。体の均衡が一気に悪化して、間違いなく死ぬぞ」

「一〇年も……？　それじゃもう、新しい精霊と契約できないんじゃ……」

「そうだな。だが大地の精霊以外となら契約できる。まあそれも体調が戻ってからだが」

「わ、分かったよ……」

　実際、欲に駆られて命を落とした精霊使いなんていくらでもいる。その凄すさまじさをまさに今身をもって体験していることもあってか、ジレンは神妙に頷うなずいた。
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　その日の夜。ジレンを家で寝かせた後、俺は留守をシスター・ノアに任せ、一人で夜の森へ来ていた。

「さて、これからが本番だ」

　精霊使いが一代で強くなるには限界がある。

　契約可能な精霊を探し出す《精霊感知》は、感受性豊かな子供のときしか使えない。おまけに契約酔いのせいで、よほど相性がよくない限り同属性の精霊二体以上と契約するのは命にかかわる。

　だから精霊使いは《精霊感知》ができる子供のうちに、地水火風の精霊一体ずつと契約できれば一人前だと言われていた。中には特定属性の精霊と極端に相性がよく、一代でノーム三体と契約できるような精霊使いもいるそうだが、俺はそうではなかった。

　俺が大地の精霊と契約できたのは七歳のときで、一二歳までに水と火と風、木の精霊と契約できたが、それ以後は一切新しい精霊と契約できなかった。俺がごく平凡な精霊使いであるといういい証明である。唯一の例外は時空の精霊クロノスだが、あれは特殊な例なので参考にしていいのか分からない。

　しかし、《過去転移》という術が使えるなら話はまったく異なる。

「ジレンが契約したノームは、ドーリという真名らしいな」

　脳裏にその真名を思い浮かべる。異界において真名を教えてもらうことで、精霊と召喚士は魂同士が結びつき、初めて召喚術が行使できる。他人から真名を教えてもらったとしてもその精霊を召喚することはできない。そう、他人なら。

　俺は魔晶片の付いた指輪を地面に向けた。地面を媒体に大地の精霊を呼び出すのだ。

「顕現せよ、大地の精霊、ドーリ！」

　俺の目の前に、大地の精霊ノームが具現した。

「使えた、やっぱりか！」

　ついでに俺が昔から契約していたダアルという真名を持つノームも呼び出してみる。こちらは扱いなれた精霊だ、すぐ俺の召喚に応じた。

　同属性の精霊二体の同時召喚。ほとんどの精霊使いには不可能な技だ。

　これが意味することは一つ。

　俺が契約した精霊をジレンが召喚できたように、ジレンが契約した精霊を俺は召喚できるのだ。

　精霊使いの歴史に残る大発見と言っていい。もっとも、この発見を世間に公表するつもりはなかったし、たとえ公表できたとしても他の誰にも実行はできないだろうが。

　しかも、ジレンに生じたような契約酔いは俺には生じていなかった。ジレンと俺が同一の魂であれば、ジレンが《融合契約》したときに当然俺の体にも契約酔いの症状が出そうなものなのに。

　だがそれも仮説は立てられる。精霊との契約は時間を越えて有効だとしても、契約酔いは一種の病気──つまり肉体的な失調だからではないか。

　ジレンは今日ノームと契約した結果、契約酔いを患わずらった。だが契約酔いの初期症状は三日も寝れば大体治まり、一〇年も経てば完全に消え去る。

　ジレンを母乳で育てた結果、俺の体にも即座に影響が出たように、俺という時間軸で見れば、ドーリという真名のノームと契約したのは一八年以上前のことになるのだ。契約酔いはその時間で解消され、大地の精霊と契約したという事実だけが残ったのではないか。

　なにせ前例がなく、記録もない。だがそれ以外に考えられなかった。

「これならできる。俺は召喚術を極められるぞ……！」










第一章　第五話　二つを一つに






　フェロキア暦二一五年になった。ジレンが初めて《融合契約》してから、九年もの歳月が流れたのだ。

　それは俺が三三歳になったことを意味する。三〇歳になったばかりのときは、「三〇歳になったといっても大して変わりないな」などと思っていたが、この頃になると老いを意識せずにはいられなかった。

　たとえば、一晩寝ても体力が回復しない。肉を食べ過ぎると胃がもたれる。未いまだに一〇代のような若さを保っているシスター・ノアがうらやましいと思えるほどだ。やはり彼女にはエルフの血でも混じっているとしか思えない。

　ティアナは一三歳になった。歴史に与える影響は小さいと判断されたのか、因果律は本来死ぬ運命にあったはずの彼女の生存を未だ許している。

　シスター・ノアに育てられたからだろうか、ティアナもまた美しく快活に育った。年齢が年齢だけに、「来年にでもウチの息子の嫁に」という求婚の申し出があったことは一度や二度ではない。もっとも、ティアナに求婚があった旨むねを伝えると頑かたくなに拒否されたものだった。

「絶対にイヤ！　ジレッドもジレンもわたしがいないとダメなの！」

　シスター・ノアは日中いつも孤児院で働いているし、俺もジレンもやることがある。結果的に、家事を担当するようになったのがティアナだった。まあ家事ができれば働き口もあるだろうし、俺やシスターも助かってるので異存はない。

　最近はティアナがいないと家事が回らなくなっているのは事実だ。そのせいで彼女の嫁入りが遅れるようなことだけはあって欲しくない。まあそもそも──冷静に考えるまでもなく、ティアナを他の男にやるのも癪しゃくである。結局、すぐにティアナに結婚の話をすることはなくなってしまった。

　ただ、一つ問題があった。精霊使いが二人いる我が家では、毎日のように風ふ呂ろに入れるという庶民らしからぬ特権がある。それはいいのだが、ティアナが自分にできることを模索した結果、ある発想に行き着いてしまったのだ。

「ジレッド、お風呂入ろう！　背中流してあげる！」

　初めてそんなことを言い出したのは六、七歳ぐらいだったか。当時は可愛かわいいものだと思った〝お手伝い〟だったが、習慣というのは恐ろしいもので一三歳になった今もそれは続いている。さすがにもう俺の方が気恥ずかしい。嫁入り前の娘がやることではない。

　一方、ジレンは一五歳になった。もう幼さは欠片かけらもなく、身長も急に伸びている。九年前に契約したノームもすっかり使いこなしていた。

「見ててくれ、ジレッド」

　その日も、森に連れ出された俺の目の前で、ジレンは《大地の一打》と呼ばれる術を使ってみせた。大地の精霊ノームによって投じられた石が、木をへし折る。

　俺より早く召喚術を学び始めてるので当然ではあるのだが、明らかに俺よりノームを使いこなすのが早い。どうやらごく小さい範囲でなら、歴史というものは結構簡単に変わってしまうものらしい。

「見事だ。もう威力だけなら俺と遜色ないな」

「そうだろ!?　俺もあれだけ練習したからな！」

　この頃には地水火風の精霊と契約を成功させていたジレンは、すっかり一人前気取りだった。一人称も何い時つの頃からか〝俺〟になっていた。「あなたの影響を受けたからでしょ」とはシスター・ノアの指摘である。

　実際、地水火風の召喚術が使えれば、一人の人間として生きていくのに困らない。ジレンも今やシスターに仕送りする立場だ。いよいよ昔の自分をそのまま見ているようで恥ずかしい。

　だが精霊使いとして問題も生じていた。ジレンも年齢を重ねたためか、すでに新しい精霊を感知することはできなくなっていた。これはすべての精霊使いに共通することなので仕方ない。今こそ、《過去転移》に伴う最大の実験をするときである。
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「ジレン。一五歳になった記念だ、贈り物がある」

　ある日、俺はいつも召喚術の練習場として使っている街近くの森にジレンを呼び出した。

「ジレッドから贈り物なんてこの魔晶片の指輪以来だぜ？　一体なにをくれるんだ？」

　当然ながらジレンはなに一つとして俺を疑うことなく、待ち合わせ場所に現れた。

「まあ慌てるな、少し説明が必要だからな。いいか、おまえが契約できたノームやウンディーネは、分類で言えば下位精霊と呼ばれる存在だ。下位がいるんだから、当然上位精霊もいる。だが上位精霊は、俺たちが持ってるような小さな魔晶片じゃ探し出せない」

「俺だって調べたよ。魔晶石が必要なんだろ？」

「そうだ。もっと大きな魔晶片、すなわち魔晶石は各国が厳重に管理しているせいで、おいそれと入手できるものじゃない。もっとも、たとえば大地の上位精霊タイタンを感知するには、まず自分の魂を大地の属性に慣れさせる必要があると言われてるんだが」

「タイタンと契約したけりゃ、ノーム数体と契約を交わす必要があるってことだろ？　無茶な話だよな、召喚酔いがある限り」

　ジレンの言う通り、精霊使いが一代で上位精霊と契約するのは極めて難しい。ごく稀まれに特定の属性と非常に相性がよく、上位精霊と契約できる精霊使いもいるが、少数の例外に過ぎない。

「だが方法はある。精霊使いは一代ではなく、先祖代々何百年にもわたって召喚術を極めようとしてきた。実力のある精霊使い同士を結婚させ、生まれた子に親の能力を引き継がせる方法があるんだ」

「聞いたよ。親子で一緒に《霊魂化》して、子が親と《融合契約》を行うことで力を引き継ぐ……って話だろ？」

「その通りだ。精霊使いになって数年も経たてばそれぐらい学ぶか」

　精霊使いは魔晶片を使うことで、自分の魂を異界に飛ばすことができる。《霊魂化》と呼ぶ術で、ようするに一時的に自分を精霊と同じ存在にするのだ。

　そして遠い昔、人間が《霊魂化》できる以上、人間同士の《融合契約》も可能ではないか──そう考えて実行した精霊使いたちがいたという。

　最初は失敗した。精霊使いは自分と相性のいい精霊としか契約ができないように、他人同士では効果がなかったのだ。だがすぐに、血の繫つながりがあれば、最大で五割ほどの力を引き継がせられることが分かったのだ。

　血の繫がり。ようするに親子や兄弟であることだ。たとえば親であれば子に五割の力を引き継がせることができる。兄弟の場合はかなり特殊で、まったく引き継がせられない場合もあれば、かなりの割合で融合できることもあるらしい。

　つまり夫と妻がそれぞれ一〇〇の力を持った有能な精霊使いであれば、その子に五〇と五〇、合計一〇〇の力を引き継がせることができる。その子が育ち、別の精霊使いと結婚すれば、さらに優秀な召喚士が生まれるという理屈だ。だからこそ歴史ある名門精霊使いの一族は凄すさまじい力を行使でき、世界中で貴族として重く用いられているのだ。長い歴史を持つロヴェーレ帝国などは、非常に強力な精霊使いを何人も抱えているという。

「この中に面白い事例があってな。ある双子が《融合契約》を行ったんだ。その結果、どうなったと思う？」

　俺の問いかけに、ジレンはキョトンとした。

「……どうなったんだ？」

「一〇割の《融合契約》が可能だったらしい。記録によれば、双子の弟が兄に対して《融合契約》を行った結果、兄はこの世から綺き麗れいさっぱり消え失うせたそうだ。だが、消滅した兄の記憶を弟は完全に保持していたらしい」

　一般人であれば信じ難がたい話だろう。だが何度も《霊魂化》と《融合契約》を体験してきた精霊使いなら別である。

　当然、ジレンもその一人だ。精霊と魂で結びつくという意味をよく分かっており、だからこそ少なくとも「そんな馬鹿な」と一笑に付すようなことはしなかった。

「不思議だけど、精霊使いならそういうこともあるだろうさ。でもジレッド、その話が俺への贈り物とどう関係あるんだ？」

「分からないか？　贈り物は俺だよ。おまえに俺のすべてをやる。俺と《融合契約》するんだ」

「ま、待ってくれ！　どういうことだ、他人と《融合契約》はできないんだろ!?　まさか、あんた……俺の父親なのか!?　いや、シスター・ノアもティアナも俺とあんたがそっくりだってよく言ってたけど……」

「それはそうだな」

　思わず笑ってしまった。この一五年、「あなたたち、本当に親子じゃないの？」という指摘を何度シスター・ノアにされたか知れない。当たり前だ、俺たちは同一人物なのだから。

「俺とおまえは親子じゃない。俺はな、未来からやってきたおまえなんだ」

　真実を告げると、ジレンは驚くでもなく先にぽかんと口を開けた。

「み、未来？　そんな馬鹿な……」

「信じられないのも無理はない。とにかく《融合契約》してみればいい、それで俺の考えていることもすべて分かるはずだ」

「ほ、本気なのか!?　もし仮に……仮にだけど、本当にジレッドが未来の俺だとすれば、確かに魂の相性は良いいどころじゃない、完全一致するはずだ。《融合契約》すれば本当に一つになるのかもしれない。ジレッド、これはとんでもないことだぞ！　うまくいけば……召喚術を極められるかもしれない！」

　最初は戸惑っていたジレンだが、次第にその顔が歓喜に染まり始めた。俺は思わず苦笑した。かつて時空の精霊の存在を知り、召喚術を極められるのではと思い至った俺と同じ反応だ。

「いや、でも……待ってくれ」

「ん？　どうした、躊ちゅう躇ちょする必要はないだろう？」

「仮にあんたの考え通りだとすると、あんたは消滅するんだろ？　そんなことになったら……シスターやティアナが悲しまないか？」

「……痛いところを突くな」

　確かにそれは気にならないと言えばウソになる。この世界でシスター・ノアと共に過ごした時間は一五年にもなるのだ。もとの世界では母親同然だった彼女だが、この世界では信頼できる相棒だった。苦労しながら一緒にジレンとティアナを育てたこと、彼女に綺麗な服を着せて共に街を歩いたこと、すべて今でも鮮明に覚えている。彼女になんの感情も持っていないわけがない。

「だが俺はいなくなるわけじゃない、記憶も能力もすべて若いおまえが引き継ぐだけだ。大体、まだ歴史を確定させるつもりもない。これからまた別の歴史が始まることになる……と言っても分からないだろうが」

「……いや、分かるよ」

　ジレンは静かに言った。

「ジレッドは過去に戻ったって言ったよな。そうか、それがジレッドの目的だったんだな。そうやって召喚術を極めようとしたんだ、さすが未来の俺だ。分かった、さっさと《融合契約》しよう」

　まったく同じ人間だからか、あるいはこの一五年で信頼を得ることができたのか。俺の突飛な提案を、ジレンは受け入れた。

「よし、では始めるぞ。《霊魂化》だ」

　俺とジレンは目を閉じた。まずは自身を《霊魂化》させる。つまり魂となって異界へ赴くのだ。

　俺にとっては久しぶりの《霊魂化》だが、感覚は体が覚えていた。指輪についた魔晶片を通じ、異なる次元に魂が飛ぶことを想像するのだ。

　間もなく体の感覚がなくなったような気がした。自分の体から抜け出すような感覚もあった。そして俺の感覚は異界に飛ぶ。

　異界は不思議なところだ。色の概念もなく、明るさの概念もなく、物理的な距離の概念もない。自分の体や地面があると思えばある気になってくるが、ないと思えばない気にさえなってくる。

　だが感慨にふけっている場合ではない。《精霊感知》の要領で、すぐに何かの存在を感じた。この世界で誰よりも俺と相性のいい相手──ジレンだ。

（ジレン。俺の力をやる。受け取れ）

（……分かった）

　俺とジレンが魂によって結びつく──というより、ジレンが俺の存在そのものを吸い上げようとする。俺は抗あらがうことなく、そのまま流れに身を任せた。

　そして、俺は消滅した。
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　気が付けば、俺は森の中にいた。

《霊魂化》を解き、異界から戻ったのだ。

　ふと見れば、近くに人一人分の衣服が落ちている。まるで着ていた人間が煙のように消えたかのように。

　その衣服がジレッドのものであることは容易に想像がついた。

「成功したのか……」

　俺は本当に一つになったのだ。

「俺は……誰なんだ？　ジレンなのか？　ジレッドなのか？」

　自分と《融合契約》することが可能だとは思っていたが、実際に行うとどうなるかはさすがに想像がつかなかった。

　とりわけやってみるまで分からなかったのは、俺の人格だ。

　俺の人格は俺のままなのか、それともジレンとジレッドを足して二で割られたのか、そうなった俺は本当に俺と言えるのか。

　だがやってみた今なら分かる。俺は俺だ。いや違う、ジレンもまた俺なのだ。俺と俺が融合したのだから、俺は俺なのだ。

　今やジレンとジレッドという二人分の記憶は一つになっていた。その結果、行われたのは──脳による取捨選択だ。

　たとえば誰だって今日の朝になにを食べたかぐらいは覚えているだろうが、一〇年前の朝になにを食べたかなんて覚えていない。人間には忘れていい記憶とそうでない記憶があるのだ。ジレンとジレッド、二つの記憶の中から重要なことだけが脳裏に残された──そんな感じだ。

　そのせいか、今の俺には一五歳のジレンと三三歳のジレッド、併せて四八年を生きたような自覚はまったくない。むしろ三三歳のジレッドが一五歳になったという点で、脳も体も若返ったような気さえする。

　厄介なのは、今の俺には二つの〝最近の記憶〟があるということだ。ジレンにとっての昨日と、ジレッドにとっての昨日はまったく同じ時間帯ということになる。だが時間的には同じであっても、俺の中では完全に別々の出来事として認識されており、大変ややこしい。

　とはいえ「昨日なにを食べてなにをしたか」などという些さ細さいな記憶は、時間が経たてば脳により取捨選択されるだろうし、この戸惑いも今の内だけだろう。

「ようするに、俺は俺だ」

　こうなったら戸惑っている場合ではない。今すぐにやるべきことを思い出す。

　それは《精霊感知》を行い、時空を司つかさどる精霊クロノスを探し出すことだった。

　もちろん、本来ならそれは不可能だ。《過去転移》を行った時点でクロノスとの契約は因果律によって断ち切られ、二度と探し出せないというのだから。事実、俺が《過去転移》して以降、クロノスの存在を感知できたことはない。

　だが、今の俺はクロノスと契約したジレッドではなく、この世界に元々存在したジレンである。クロノスを感知することはできるはずだった。

　そう考える根拠はある。思考実験として、仮に《過去転移》した瞬間に俺が死んでいたと考えてみればいい。俺という存在は《過去転移》したものの、誰にも影響を及ぼすことなく消滅したと仮定するのだ。

　その場合、この世界のジレンは順調に成長し、やがて歴史通り時空の精霊クロノスと接触を果たさなければならない。因果律が存在するからこそ、ジレンである俺がクロノスと接触できなければおかしいのだ。

「……見つけたぞ」

　俺の考えは正しかった。ほどなくして、時空の精霊の存在を感知することに成功したのである。あとは俺が《霊魂化》してクロノスの元へ赴くだけだったが、その前にすることがあった。

　俺がただ召喚術を極めようとしていた頃のジレッドであれば、そんなことはしなかっただろう。だが今の俺は、この世界で一五年を過ごしたジレッドとジレンの一つになった姿なのだ。
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「あら、ジレン。どうしたの？　こんな時間に」

　俺が向かったのは、シスター・ノアのいる孤児院だった。

　子供たちの世話というのは本当に大変で、彼女は今日も子供たちの夕食を作るために大量の食材と格闘していた。

　そして、無言で俺は彼女を抱きしめていた。

「ちょっと、どうしたの？」

　彼女は動揺一つ見せなかった。

「なにか嫌なことでもあった？　昔みたいになでなでして欲しいの？」

　温和な笑顔さえ浮かべて言う。それは完全に子供に接する保母の仕草だ。今の俺はジレッドではなく、彼女に育てられた一五歳のジレンなのだから当然だろう。

「いや、なんでもない。驚かそうと思っただけだよ。それよりティアナを探してるんだ。どこにいるか知らない？」

「この時間なら外よ。洗濯物を取り込んでるんじゃないかしら」

「分かった、ありがとう」

　いつも通りのシスターだった。どうせならジレンではなくジレッドとして、彼女と最後の別れを済ませるべきだったと少しだけ後悔する。どうせすぐまた会えることになるのだが、少なくともこの世界で共に過ごしたシスター・ノアとはもう二度と会えない。そう考えるとやはり寂しくもあった。

　そしてもう一人、俺がどうしても会っておきたかった人がいる。シスターの手伝いのためこの孤児院に来ていたティアナだ。

「あ、ジレン。どうしたの？　いつもより早いよ？」

　孤児院の傍そばで、大量の洗濯物を取り込んでいたティアナを見つけることは容易だった。

　ジレンとしての俺がこの世界で長い時間を共にしたのが彼女だった。本来は死ぬ運命にあった彼女は、今の今まで生き抜き──そして美しく成長していた。ジレンという俺が好きになるぐらいに。
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　だから俺は、無言で彼女を抱きしめていた。

「な、なに、どうしたの!?　そういうのは夜に……」

「すまない、ティアナ。しばらく会えなくなるからこうしておきたかったんだ」

「え、どういうこと!?　嫌よ、会えなくなるなんて！」

「大丈夫、ティアナにとっては一瞬だ。でも俺は……二年は会えなくなるから」

　それは不思議な感覚だった。ジレンとしての俺は当然のことをしてるだけだ。だがジレッドとしての俺が、驚きを隠せないでいる。

　俺は、いや、ジレンはティアナのことが好きだったのか──と。

　恐らくこの違和感は当分消えないだろう。なにせジレッドにとってティアナは娘のようなものだったし、そもそも色恋沙汰にも疎うとかった。

「じゃあ、またな」

　これ以上戸惑うティアナを見ていたくはない。俺はこの場で《霊魂化》し、時空の精霊の元へと向かった。
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「やあジレン。まさかまた会えるとはね」

　一五年前とまったく同じ不思議な空間で、その少女のような見た目の不思議な精霊と再会する。正確に言えば初対面ということになるのだろうが、前に出会ったという記憶がある以上は、再会と呼ぶべきだった。

　ただし、一五年前と異なっているところがあった。見た目だ。一五年前は幼い少女のような外見だった彼女が、今はティアナと同じぐらい──一二、三歳ぐらいに成長しているように見える。

「久しぶりだな、クロノス。一五年ぶりだからか？　見た目が成長してるようだが」

「成長というのはおかしいね、ただの気まぐれさ。ボクにとっては昨日も今日も明日も同じものだけど、キミにとってはずいぶん久しぶりの再会だろう？　だから少し成長した外見になってみてあげただけだよ。もっと大人っぽい方がよかったかな？」

「いや、正直なところ見た目なんてどうでもいいが」

　俺の本音に、クロノスは笑った。

「あはは、そう言うと思ったよ。キミが召喚術のこと以外にそれほど興味はないというのはよく分かったよ、ずっと見てたからね」

　相手は時空を司る精霊である。俺のことをずっと見ているぐらいたやすいのだろう。

「なら話は早い。俺がここへ来た理由も分かっているだろう？」

「もちろん。また《過去転移》したいんだね？　でも《過去転移》は一人一回だけだって言っただろう？」

「ああ、確かにそう言われた。だが《過去転移》したのは未来の俺であって、今このときの俺はまだ《過去転移》していない」

「確かに、キミの主観からすればその通りだ。ただね、結局のところは因果律がどう判断するか次第なんだよ、この意味が分かるかい？」

「なんとなくはな。因果律の判断によっては、俺の存在が消去されることだってあり得るってことだろう？」

「その通り」

　クロノスは俺の返答に満足したように微笑ほほえんだ。

「たとえばね、キミがもう一度《過去転移》したとしよう。転移先の世界には、もともとその世界に存在する赤ん坊時代のキミがいる。これをジレン１と呼ぼうか。そして、その世界には前回《過去転移》したキミ、つまりジレン２もやってくる。今のキミをジレン３とすれば分かるだろう、もしキミが《過去転移》を繰り返せば──」

　その言葉の先は、俺にも分かっていた。

「一つの世界に三人の俺が存在することになる。それを因果律が許さないんだろう？　もしその方法が許されるなら、最終的に無限の俺が存在することになるからな」

「そういうこと。前に言ったかもしれないけど、ボクにとって《過去転移》は大した術じゃない、息を吐いてホコリを飛ばすようなものだ。因果律が存在する限り、《過去転移》してもなにもできないしね。ただ、因果律が決して許さない《過去転移》もある」

「分かってるつもりだ。だから親殺しの矛盾に繫つながる《過去転移》や、無限にモノが増殖する可能性が生じることはきっと拒絶される」

「その通りだよ」

《過去転移》には制約があった。自分が生まれるより前には転移できず、そして《過去転移》できる回数は一人一度という制約が。それはすべて、因果律に支障が生じることを防ぐためのものだった。

「だからその対策は考えた。前回俺が《過去転移》したのは、フェロキア暦二〇〇年初春の月一五日の日の出の時刻だ。だからほんの数秒でいい、今回はそれより少し前に《過去転移》させてくれ」

「へえ。するとどうなるって言うの？」

「それなら過去の世界に存在するのは、赤ん坊──おまえの言うジレン１と、未来からやってきた今の俺──ジレン３の二人になる」

「でも、数秒経てば前回《過去転移》したキミ──ジレン２がやってくるはずだよ？」

「いや、来ないはずだ。俺の世界の歴史は一本の線で、過去が改変された瞬間に未来も変わるんだろう？　つまりジレン３である俺が《過去転移》した時点でジレン２が《過去転移》する未来は変わる。同じ人間が三人存在することは許されないんだろう？　ジレン２、つまり前回の《過去転移》は因果律によって行われないことになるはずだ」

「面白い考え方だね。でもそれってジレン２の行為はすべて消滅し、歴史が改変されるってことだよね？　その場合、ジレン２の影響を非常に強く受けたキミがどうなるかは分からないよ？」

「そうだな。だがそう影響が出るとは思えない。ジレン３である俺がこれから《過去転移》しようとしている時間は、塗り替えられる以前の歴史だからだ。ジレン２の《過去転移》がなかったことになって改変される歴史があったとしても、それ以前の時代にいれば関係ないだろう」

「そうか、色々考えてはいるんだね」

　クロノスは一度頷うなずいてから言った。

「一つ教えておくことがある。ボクは時空を司つかさどる精霊、つまり未来を知ることは簡単なんだ。興が削そがれるから過程は見てないんだけど、キミが最後にどうなるかは知ってるんだ。教えてあげよう、キミの未来には─────が待っている」

　不思議なことが起こった。クロノスはなにかを口にしたが、その言葉が認識できなかった。言葉が聞こえなかったとか唇が読めなかったとかそういう類のものではない。ただ認識できないのだ。

「なんだ、今のは？　あえて口に出さなかっただけか？」

「違うよ、今のも因果律の修正なんだ。ボクが未来を教えれば、歴史に大きな影響が生じかねない。だからボクが誰かの未来を語ることは、因果律によって禁止されているんだ」

「……興味深い現象だな」

　実のところ、散々クロノスが言及してきた因果律について、存在を実感することはなかった。なにせ死ぬ運命だったはずのティアナは生き残り、過去の俺の人生を変えられたりと、かなり好き勝手に過去を改変できてしまったからだ。だが目の前で実践されれば、否いやが応でも実感せざるを得ない。

「ようするに、キミにどんな考えがあろうと、《過去転移》に伴う制約は守った方がいいよ──としかボクには言えないんだ。たとえキミに消滅するような未来が待っていたとしても、ボクには決してなにも言えないし」

「心配は無用だ。おまえも言ってただろう？　過去に戻って人を殺すことは、歴史に大きな影響をおよぼしかねないと。仮に俺が因果律に障害だと見なされたとして、俺個人を消滅させることが簡単だとは思えない。最悪でも《過去転移》に失敗するだけのはずだ」

「それだってキミの推測に過ぎないんだけどね。まあいいよ、どっちにしろキミの意志を尊重するだけだからね」

「ならあらためて頼もう。もう一度《過去転移》してくれ」

「いいとも。それじゃあ《過去転移》にともなう三つの制約について説明しよう」

「またか？　今その制約についての話を散々やったところだろう？」

「何度も言うけど、これはボクにとっての義務だからね。《過去転移》の度に必ず説明する必要があるんだ」

「分かった分かった。仕方ない、最後まで聞こう」

　クロノスの長い説明を最後まで聞き終える。

　それは一五年前に聞いたのとまったく同じ内容だ。

「待たせたね、じゃああらためて契約しよう。ボクの真名はクロノスだ」

　俺という魂が彼女と結びつく不思議な感覚が生じる。一五年前と同じだ。そしてやはり一五年前と同じように、《過去転移》すべき時間を口にする。

「戻りたい時間はフェロキア暦二〇〇年初春の月一五日。日の出より一秒前だ。契約に応じ、力を貸してくれ。時空の精霊、真名クロノス」

「いいとも、異なる世界の召喚士。運がよければまた会おう」

　次の瞬間、俺の体は光に包まれた。足、手、胴、顔。すべてが白い光で塗りつぶされていき、そして──。
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　目が覚めたとき、俺はどこか見覚えのある野原にぽつんと立っていた。

　自分の体を見直す。なにも変わりはない。所持品もだ。

　ふと周囲を見回す。生後間もない過去の俺──ジレンが捨てられていた。まだ泣いてはいないが、それもすぐのことだろう。慌てて抱き上げる。

　前の歴史であれば、もう既に一度目の《過去転移》した俺がやってきていた時刻だ。だが、今回はその気配もない。

「……成功だ」

　前回の《過去転移》が行われた時間帯は修正が加えられた、あるいは削除されたのだろう。だが俺がこの世界に来たのは、修正が行われた時間帯の前である。因果律の修正対象になることはなかったのだ。

　つまり、《過去転移》を行い過去の自分を教え導き、そして一つになることを繰り返せばいくらでも精霊と契約できる。俺の考えは間違っていなかったのだ。

《なるほど、キミの見立ては正しかったようだね。これは興味深い》

「な、なにっ!?」

　思ってもみなかった声がして、俺は飛び上がらんばかりに驚かされる。

　俺の視界に入ってきたのは──時空の精霊クロノスだった。

《おや、ボクの言葉が聞こえるのかい？　それはまた奇妙だね》

「な、なぜだ!?　なぜおまえがここに!?」

《なぜもなにも、ボクは時空を司る精霊だよ？　どこにだって姿を現すことはできるとも、ボクがその気になればね》

「…………」

　少しだけ冷静になった。時空、すなわち時と空間。この二つを超越できるなら、確かにどこにだって顔を出せるだろう。他の精霊と一緒くたに考えてはいけないのだ。

「だが、俺とおまえの契約は《過去転移》した時点で消失したはずだ」

《契約は関係ないよ、これはボクの趣味だからね。キミは初めて二度の過去転移に成功した契約者だから、ちょっと成り行きを見てみたいと思ったのさ》

　クロノスにも趣味というか興味というものはあるらしい。

「それにしたってなぜおまえの姿が見えるんだ？　召喚に失敗した精霊がこの世界で暴走することはあるが、勝手に出てきた精霊の姿が見えるなんて話は聞いたことがないぞ？」

《そうそう、実はボクもそれが疑問だったんだよ。ボクも様々な世界に顔を出したことはあるけど、こうやってボクの姿を見られたり、会話ができた精霊使いはキミだけさ。一体どういう理屈なんだろ？》

「……さあな」

　考えればいくつか推測することはできただろう。だが今はその時間はなかった。

　俺の腕の中で、ジレンが泣き出したからだ。前回の歴史通りである。

「悪いな、今忙しいんだ。そろそろシスター・ノアがやって来るからおまえと話してる暇はないんだ」

《ボクのことは気にしないでいいとも。どうせ時間はたっぷりあるんだ、またどこかで顔を出すからそのときにでも話し相手になってくれ》

　そう言って、クロノスの姿はかき消えた。消えたという表現が正しいかどうかは分からない。

「まあいいか」

　俺は気を取り直した。とにかく予想通り二度目の《過去転移》に成功し、こうして幼いころの俺に再び会えた。あとは再び過去の俺を精霊使いとして鍛えればいい。そうすれば今より多くの精霊と契約することができ、召喚術の真髄に一歩近づけるのだから。

　そして、間もなく前回と同じシスター・ノアの声が響き渡る。

「ちょっと、誰なのあなた!?　その赤ちゃんどうしたの!?　泣いてるじゃない！」




　もっとも。

　ずいぶん後になって分かることだが、俺はこのとき勘違いをしていた。

　なぜ俺が二度以上の《過去転移》に成功したのか。なぜ俺がどれだけ歴史に干渉するようなことをしても、因果律の修正対象とされなかったのかという、その真の理由を。











第二章　第一話　召喚士養成学校
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　我ながら信じられないが、初めて《過去転移》してから、すでに一五八年もの年月が経過していた。




　実際にそれだけの年月が経過している以上、他に表現しようがない。この間、俺は《過去転移》を繰り返し、その度にジレッドを名乗って過去の自分──ジレンを育て、教育し、そして《融合契約》を繰り返した。

　子供の感受性さえあれば、《精霊感知》で新たな精霊と契約できる。同じ属性の精霊と間を置かず契約を繰り返すことで生じる契約酔いも、今の俺には無視できる。俺はジレンが一五歳から一八歳になるまで修練を積ませた後、《過去転移》するという循環を繰り返した。

　ジレンが一九歳、すなわちフェロキア暦二一九年まで過ごすことはなかった。これにはいくつも理由がある。

　まず俺が初めて《過去転移》したのはフェロキア暦二一八年だった。つまりフェロキア暦二一九年以降の歴史を知らないため、危険を冒したくなかったのだ。

　なにより、フェロキア暦二一八年に《過去転移》したとして、次の世界で赤ん坊のジレンを一八歳まで育てた場合、俺の肉体は三六歳になる。こうなると加齢による体の衰えを意識しなければならず、少しでも危険を回避するためには、フェロキア暦二一八年以前に《過去転移》した方が都合がよかった。ただでさえジレンとティアナという二人の子育てには体力がいるのだから。
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「まさかキミとの付き合いがこれほど長くなるとは思わなかったよ。もうキミは一〇度も《過去転移》を行っているんだよ？」

　一一度目の《過去転移》を行うべく時空の精霊クロノスの元へ赴いたときには、さすがに呆あきれられたものだ。

「だがそのかいはあったぞ。もう随分召喚できる精霊も増えたしな」

　俺はこの長い年月の間に、地水火風その他諸もろ々もろの下位精霊と契約を繰り返した。今ではノームを一〇体まとめて召喚することも可能だった。我ながら信じられない。普通であれば一代で同属性の精霊三体と契約するだけでも天才と言われるほどなのに。

「キミがいいなら構わないけど。忘れてるかもしれないけど、《過去転移》する前の分も入れたら、キミはもう一七六歳ということになるんだよ？」

「ああ。一応まだ数えてる」

「キミの世界の平均寿命は五〇歳なんだろう？　一七六年も生きて、そろそろ人生に飽きたりしないのかい？」

「いや、まったく。《過去転移》の度、脳にしろ肉体にしろ衰えるどころか毎回若返っているわけだしな。そもそも歳としを取っているという実感がないんだ」

　それに、やはり古い記憶は自動的に取捨選択される。たとえば、俺には過去の自分──ジレンを育てたという記憶がある。だが一〇年以上前の記憶なんて自然と薄れていくもので、実際に体験するのとではなにもかも違う。シスター・ノアと共に繰り返す俺の子育てはいつも新鮮でやり甲が斐いもあった。

「最近じゃ、過去の俺に召喚術以外のことも教えたりしてるんだ。面白いものだぞ、過去の自分を教育することで自分の見聞が広がるというのは」

　精霊使いという職業は個人の資質に依よるところが大きい。ようするに学がなくともなれるため、俺は最低限の読み書きしかできなかった。そこで四度目の《過去転移》のとき、ジレンに語学の教師と数学の教師を付けてみたのだ。

　すると面白いもので、たとえば過去の俺──ジレンが掛け算を覚えると、その時点で歴史が改変され、ジレンの未来である俺も掛け算が使えるようになった。もっとも、後に《融合契約》するので結局一緒ではあるが。

「ふうん。まあいいよ、ボクとしてもキミという存在と付き合うのはちょっと楽しいと思うようになったところだし。じゃあまだまだ繰り返すんだね？　精霊使いとしての修練を」

「いや……。正直に言うと、限界がある。下位精霊との契約を増やすことで俺の召喚術は強化できるが、このままじゃ上位精霊との契約は夢のまた夢だ」

　正確には召喚士の証あかしたる魔晶片の限界だ。召喚士は魔晶片を通して異界に存在する精霊に干渉する。そしてこの魔晶片は、小さいカケラならありふれているが、一定以上大きいものになると〝魔晶石〟と呼ばれるようになり、価値が跳ね上がる。総じて国宝と呼べる扱いを受け、各国が厳重に管理しているため、一流の精霊使いであっても入手すらできないという。

　魔晶石の使用を許されるのは、国家によって才能を認められ、国家への忠誠を誓った一部の精霊使い、いや、軍属の精霊使いである召喚士だけなのだ。

　ノーム一〇体を同時に呼び出せるほどになった今の俺なら──言い換えるなら、ノームを一〇体も呼び出せるほどに魂と土属性が結びついた今の俺なら、地の上位精霊タイタンとの契約も可能なはずなのだ。だが上位精霊を《精霊感知》するには国宝の魔晶石が必要になる。闇市場にすら出回ることがないと言われる国宝が。

　名門召喚士の一族に生まれたならまだしも、俺のような一般庶民が大きな魔晶石を手に入れる手段は一つしかなかった。

「へえ。じゃあどうするんだい？」

「次の世界では、召喚士養成学校に入ってみようと思う」

　強力な精霊使いは兵士数十人に相当するため、どこの国も精霊使いを召喚士という兵種の一つとして騎士と同じように厚遇している。戦争の最さ中なかにあるこの時代なら尚なお更さらだ。そして召喚士養成学校で好成績を収め、国への忠誠を約束すれば、魔晶石を与えられ上位精霊との接触も許されるらしい。

「そうか、独学をやめて学校へ通うということか。キミがこれまでと違う人生を送るというのは、趣味でキミを観察しているボクからしても好ましいことだ。せいぜいやってみるといいよ」
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　こうして俺は一一回目の《過去転移》では、グラストル公国の首都アルディンにあるという公立召喚術研究所付属ルデールト召喚士学園──通称ルデールト学園へ入学することとなる。

　もちろん、入学するのは俺ではなくジレンだ。ただそのためには、まずジレンが一五歳になるのを待たなければならない。入学金も安くはなかったが、今や金の心配は要らない。《過去転移》ができる、すなわち未来を知っているということは、いくらでも金を稼ぐ手段になりえるからだ。

「召喚士養成学校!?　そこに入ればもっと召喚術がうまくなるのか!?」

　幸い、ジレンは反対しなかった。それはそうだろう、ジレンと俺の考えは根本的なところで同じだからだ。

　問題は残る二人の家族である。

「ジレンには才能がある。召喚士学園に入学させるべきだ」

　そう切り出したものの、当然ながらシスター・ノアとティアナの反応はよくなかった。

「嫌よ、ジレンに独り立ちなんてまだ早すぎるわ」

「わたしも嫌！　ジレンと離れたくない！」

　ジレンはシスターが初めて育て上げた孤児だ、離れたくなかったのだろう。ティアナも同様だ、ずっと一緒で兄妹きょうだい同然だったジレンと離れたくはないのだろう。おまけにティアナに離れたくないと言われたせいだろう、ジレンにも迷いが出たようで、俺はなんとか全員を説得しなければならなかった。

「今生の別れじゃない、いつでも会いに行けるんだし、男には独り立ちの機会を与えるべきだ。二軒隣のスウェインのところの坊ぼう主ずだって丁稚でっち奉ぼう公こう始めたって言ってただろう？」

　などと理屈を並べ、最終的には「長期休暇の度に帰郷させる」ことを条件に全員を納得させたのだ。

　こうしてジレンは学園の寄宿舎に入ることとなり、俺は付き添いということで共に首都へ向かった。そしてその途上で、俺は素性を明かしてジレンに《融合契約》をさせて一つになった。学園がどんなところなのかを実際に体験してみたかったからだ。

　もっとも、初めての学園生活は最悪だった。
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　有力な精霊使いは貴族に多く、ルデールト学園もまた貴族の子ばかりだった。一方で、俺はただの平民だ。素性も不確かで推薦人もいない。その俺が入学できたのは試験官の前でノーム二体の同時召喚を行い、精霊使いとしての才能を示すことができたからだ。一〇体同時に召喚してもよかったのだが、さすがにそれは目立つだろうと自重したのだ。

　だがそれがよくなかった。貴族だらけの教室に放り込まれた平民の俺は、早々に目をつけられたのだ。気の強そうな目をした、綺き麗れいな赤色の髪が特徴の少女に。




「あなたが平民の新入生ね？　一つだけ言っておきますわ、ノームを二体同時召喚できただけでわたくしたちと同列などと思わないことね。少なくともわたくしの邪魔になることだけはしないように」




　後で知ったことだが、彼女こそ公国きっての名門召喚士一族、ベーレンス伯爵家の長女エフェリーネという人物であった。ベーレンス伯爵家は火の精霊の扱いに長たけており、エフェリーネは一五歳という若さながら三体もの火の下位精霊サラマンダーと契約を交わしていた天才精霊使いだという。

　俺がサラマンダー三体と契約するのに三〇年以上かかったことを考えれば、彼女の優秀さは疑う余地がない。上位精霊イフリートとの契約も時間の問題では──とまで言われていたほどだ。

　その彼女に、俺は邪魔者扱いされてしまった。彼女自身になにかをされたわけではないが、彼女を神聖視する別の生徒たちに目をつけられるきっかけとなってしまったのだ。

　最終的には名も知らぬ生徒たちにケンカを売られてしまい、ついノーム一〇体を呼び出して岩の雨を降らせ、そのまま逃亡してしまった。学園内で許可なく召喚術を使用することは厳禁だったし、同級生を怪け我がさせることや学園の建物を破壊することは言わずもがなだ。面倒臭くなった俺は、その後学園を飛び出してしまった。

《いや面白い。キミはひたすら召喚術を極めようとするだけの朴念仁かと思ったけど、感情的なところもあるじゃないか！》

　街からかなり離れて安心したところで、時空の精霊クロノスが呼んでもないのに異界からやってきた。この暇な精霊は、思いもしない出来事が起こるとこうして笑いに来るのだ。

「俺は面倒なことが嫌いなだけだ。まあやってしまったものは仕方がない、今すぐ《過去転移》させてもらうぞ」

《やれやれ……。好きにするといいけど、また赤ん坊のキミを育て直すところから始める気かい？　気長にもほどがあると思うけど》

「ん？　また自分を一五年も鍛えることができるんだぞ？　面倒臭がる理由がどこかにあるか？」

《ああそうかい》

　クロノスは一度肩をすくめたが、それ以上はなにも言わなかった。
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《過去転移》一二回目。前回は自分の力を下手に隠したからかえって面倒なことになったのだ。そこで今回は、もう少し入学試験に力を入れてみた。エフェリーネがサラマンダー三体を召喚できるのだからと、俺は地水火風の精霊をそれぞれ二体ずつ、合計八体の同時召喚を行ってみたのだ。

　するとやれ「二〇年に一人の逸材」だの「エフェリーネとは違う才能の持ち主」だの「今年の新人は豊作揃ぞろい」だのと、周囲の対応が驚くほど変わってしまった。あのエフェリーネでさえ例外ではなかった。




「あなたが精霊を八体同時に召喚したというジレンさんですわね？　もしよろしければお友だちになってくださいませんか？」




　余談だが後に《過去転移》を繰り返し、試験結果をさらに良くしていった結果、彼女の対応は更に変わることとなる。




「あのう……。どうかわたくしに教えを請こわせては頂けませんか。どのようにしてあなたはそれほどの力を得られたのですか？」




　最終的にはこうなった。




「お、お願いです、わたくしを抱いてください。あなたの子を産ませて欲しいんです……」




　しかもこのとき彼女は、下着姿で俺の寝床に押しかけていた。制服を着てるときから薄々感じていたが、彼女は細身のわりに胸の膨らみが豊かで、ようするに非常に魅力的だった。どうせ改変される歴史なのだからいっそ据え膳食わぬは──という思考に陥りかけたのも事実だ。

　だが結局、手は出さなかった。一番の理由は、時空の精霊クロノスが部屋の片隅でにやにやしながら俺を見ていたからだ。

　もっとも、ここでエフェリーネに手を出すほど悪人になれなかったという理由もある。聖女のごときシスター・ノアと長い時間を過ごしたせいだろう。

　そもそも、エフェリーネも別に俺に惚ほれたわけではない。名門精霊使いの一族は、有力な精霊使い同士を結婚させ、その子に力を引き継がせることで力を高めてきた。エフェリーネが自分の血族に有力な精霊使いを迎え入れようとするのは当然の義務だったのだ。

　一族のため、ただ召喚術に長けているだけの男と寝所を共にしようとする彼女の立場には同情の余地がある。だが、かといって俺が肩入れする理由もない。彼女との仲が学友という関係以上に進展することはなかった。











第二章　第二話　上位精霊
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　俺は精霊使いとして長い時間──ざっと二〇〇年近く──を過ごしている。

　だからだろう、ルデールト召喚士学園で受けた授業は、知っていることの方が多かった。ただ、学園に来なければ知ることはなかったであろう興味深いものも多かった。とりわけ面白かったのが、戦闘訓練である。

　俺にとって召喚術は日銭を稼ぐための手段でしかなかったが、一般的に召喚術は強力な武器の一つとして見なされていた。それはそうだろう、火の矢を放ち、岩の雨を降らせる召喚術は、人を傷つける手段としては最適だ。

　実際、召喚士養成学校とはようするに軍人養成所だ。なにせ奨学金を受けて入学した平民の生徒は卒業後に軍役が待っていたし──騎士と同等の扱いなので好待遇ではあるが──エフェリーネのような貴族はもともと戦争に参加する義務を負っている。

　そうでなくとも優秀な精霊使いの血筋は貴重で、酒場のケンカで命を落とすようなことがあってはならない。自衛手段を学ぶことはすべての召喚士養成学校に共通する方針らしい。頷うなずける話ではある、俺だって死ねば二〇〇年もの研けん鑽さんが無駄になるのだから。

　また、この公国を含む一部の勢力圏では、〝精霊騎士〟と呼ばれる軍人がいる。召喚士は言ってみれば遠距離から召喚術を行使するだけだが、精霊騎士は最前線で武器を振るいながら召喚術を駆使して敵を倒すという、まさに戦いの専門家だ。

　俺は誰よりも長い時間、召喚術を使ってきたという自負はあった。だが、こと戦闘と召喚術を併用する技術においては、専門家たる彼ら精霊騎士の足元にも及ばないことを思い知らされた。

　たとえば元精霊騎士だったという戦闘教官は、ノームに命じて足元の岩を浮かせることで大きく跳躍し、空中から攻撃するという方法を見せてくれた。俺は「そんな戦い方があったのか」と思わず感動してしまい、後に長い時間をかけて猛練習に励むこととなる。

　もっともその教官は着地に失敗して足の骨を折ってしまい、俺たちは蒼そう白はくになったものだ。だがさすが経験豊富な元精霊騎士だけあって、

「骨折には地の精霊の術が有効だ」

　と、《石の壁》で骨折した足を覆うという応急処置をしてみせたが。




　俺にもっとも鮮烈な印象を残したのは、ある非常に若い臨時女性教官だった。本来は精霊騎士として同盟国であるリーンバル王国に派遣され、日々帝国と戦っているという。




「名前はシルビア。この学園の卒業生」




　彼女は非常に無口で、必要なことしかしゃべらなかった。幸いシルビアには騎士らしく従者がおり、そのおしゃべりな彼女のおかげでどうにか授業の体裁が保てたという有様だ。

「シルビアさまはすごいんです！　あなたちより二つ三つ年上なだけだというのに、すでに戦場に出て帝国軍と戦っているんですから！　それもすでに一〇〇を超える首級をあげているのです！」

　従者は自分のことのように彼女の功績を延々話し続けたものだ。

　シルビアが印象深かったのは、鮮烈な青い髪と真まっ直すぐな瞳、そして流麗な戦い方のためだ。別名〝戦場の蒼雪〟と呼ばれているらしい。そんな恥ずかしい名前を付けたのは誰だ──と思えたその二つ名は、むしろ名前の方が負けていた。

　彼女が操る武器はレイピアだ。剣技そのものも当然非凡ではあったが、戦場で屈強な男たちを何十人も相手にできるものではないだろう。

　精霊使いとしても決して突出しているわけではない。契約できた精霊は、ウンディーネたった一体。ただそのウンディーネとの相性が際きわ立だってよかったらしく、無詠唱でいくらでもその力を行使することができるという。

　シルビアの強さの秘密は、そんな剣術と召喚術の完全なる融合にある。彼女は正面からレイピアを繰り出しながらウンディーネを召喚し、子供の頭ほどもあるような大きな氷の槍やりを四方八方から敵に叩たたきつけることができた。前からは刃やいばが、後ろから──いや、後ろと横と上から氷塊が飛んでくるとすれば、どんな熟練の戦士でも勝てるわけがない。

　俺が契約した精霊の中には、もう二〇〇年以上扱い続けているノームなどもいる。これだけ長期間扱い続けると、今では無詠唱・触媒なしで即時に召喚できる。彼女と似たような戦い方は俺にも可能なはずで、できればもっと教えを請いたかった。だが無理だった。臨時教官であったシルビアは間もなく戦線に復帰、その後、帝国軍との戦いで捕虜になり、消息不明になるからだ。
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「なんとかシルビアを助けてやれないだろうか」

　次の《過去転移》のとき、俺は異界でクロノスにそう切り出した。

[image: ]

「へえ、無意味なことを考えるね。でも難しいかもしれないよ？　歴史改変には違いないんだから因果律の修正対象になるかもしれない」

「死ぬはずだったティアナが生き延びた例もある。因果律の動きなんてやってみないと分からないだろう」

「だとしても、キミは今後も《過去転移》を繰り返すつもりなんだろう？　たとえキミがその人間を助けたとしても、《過去転移》する度に彼女は帝国軍に捕まることになるんだよ？」

「だったらその度に助ければいいだろう。時間はいくらでもある」

「そうかい、まあ好きにすればいいさ。でもようは荒事に首を突っ込むわけだろう？　死んだりしないようにね。キミが死んだ瞬間、これまでの長い年月も無駄になるんだから」

「……そうなんだよな。どうせ上位精霊と契約するには俺も強くなっておく必要があるし、少し時間をかけて鍛え直すことにするか」

「なるほど、いいことだ。でもキミの〝少しの時間〟って長いんだよねえ」

　クロノスは少しだけ嫌そうだった。




　俺が戦いの術すべを学ぼうとしたことには、シルビアを助ける以外にもう一つ理由があった。そもそも俺が学園に入った最大の理由は、魔晶石を手に入れ、上位精霊と契約することにある。魔晶石が貸与される条件は二つあった。一つは学園で優秀な成績を収め、上位精霊と《融合契約》を行える見込みがあると認められること。当然ながらその条件は簡単に満たせる。すでに俺より召喚術に長たけた者は教師の中にもいなかったし、《過去転移》しても筆記試験の内容は変わらないのだから高得点は取り放題だ。

　問題なのは、学園の運営母体であるグラストル公国の許可が必要だということだ。

　上位精霊との契約には、上位精霊をこの世界に呼び出し、自らの力を示さなければならないという。だがもし失敗すれば、上位精霊はこの世界に留とどまって暴走するらしい。魔晶石が厳重に国に管理されている理由だ。

　そのため上位精霊召喚の際には、戦闘に慣れた多くの召喚士・精霊騎士を用意しておく必要がある。もはや国家事業だ。だが帝国との戦争が泥沼化している最中ということもあって、熟練の召喚士は前線を離れられず、上位精霊召喚の儀式を行うのは危険過ぎると判断されたのだ。

　戦力が足りていないというのなら、増やせばいい。〝戦場の蒼雪〟シルビアが敵に捕まる運命を回避し、さらに俺個人が強くなることで戦力を増やすのだ。

　こうして《過去転移》一六回目からしばらく、俺は学園には入学せずに戦闘の訓練を積んだ。剣術や弓術の達人に師事してその技術を学んだのだ。しかもふと思い立ち、一二歳になったジレンと一緒に学ぶことにした。

　これが思わぬ相乗効果を呼んだ。物事を学ぶとき、大人は経験に基づく理屈で、子供は本能や体で学ぶものらしい。つまり俺とジレンが《融合契約》をすることで、一つの修練に対して二倍の経験値を得ることができたのだ。

　俺に戦いの才能があったとは思えない。だが時間だけはいくらでもあったため、幾人もの師を超えるのは文字通り時間の問題だった。

　一通りの武術を学んだあとは、召喚術を組み合わせた戦闘訓練も行った。実際に戦闘に出て盗賊を斬ったこともあった。命の危険を感じて時空の精霊クロノスの元に逃げ、そのまま《過去転移》したこともあった。

　戦士としての人生が俺に向いているとは思えない。だが新しいことを学ぶのは新鮮だったし、なにより武術を召喚術を組み合わせることは非常に楽しかった。
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　再び学園に入学したのは《過去転移》二五回目のときである。俺はまずいつも通りジレンと一つになり、優秀な生徒として周囲に認識させた。そして、シルビアが敵に捕らわれる運命を変えようと試みた。

　シルビアはある戦場において、自分が所属する部隊を逃がすため、殿しんがりを務めた挙げ句、帝国軍に捕らわれることとなる。

　そこで俺は風邪と適当な理由をつけて学園を休み、王国まで移動。一兵卒に混じって戦場に紛れ込んだ。流れ矢の一本にでも当たればこれまでの苦労がすべて水の泡となりかねないが、すでに俺は一〇〇年以上を費やして様々な武術を学び、実戦も積んできた。それにジレンと融合した後の俺なら、即死さえしなければ時空の精霊の元へ逃げ出し、《過去転移》することができる。戦場に出ることは決して怖くはない。

　そしてシルビアが帝国軍のただ中に孤立したそのときを見計らい、俺は密ひそかにサラマンダーとウンディーネを二〇体ずつ召喚。火と水を干渉させることで膨大な蒸気を作り出した。

　このとき唯一俺が恐れたのは、シルビアを救うという俺の行動が因果律によって修正されることだった。だが孤児のティアナがそうだったように、殺すならともかく生かすことには因果律もそれなりに寛容らしい。俺の作り出した蒸気によって視界を遮られた帝国軍は大混乱に陥り、シルビアは撤退に成功したのだ。

　ただ一つだけ失敗もあった。シルビアが包囲網から脱出するときに、俺の正体がバレたことだった。

「あなた、学園にいた生徒じゃ……？」

　シルビアは俺が作った包囲網の穴を通って脱出してきたのだ。俺と出会うのは避けられなかった。ただ幸いそのときはシルビアも疲ひ労ろう困こん憊ぱいだったし、なにせ戦場だったのでいくらでも逃げる方法はあった。俺は無言でその場を早々に立ち去り、兵士の中に紛れてしまえばよかった。

　ところが話はそれで終わらなかった。シルビアは思っていたよりも根気があったらしく、その後わざわざ学園を訪ねてきたのだ。俺を探しに。

「やっぱり、あのとき助けてくれたのはあなただった」

　俺は誤魔化すよりも理由を知りたくなった。

「なぜ分かった？　生徒として何度か会っただけの俺が、わざわざ隣の王国まで赴き、戦場であなたを助けたなどと普通は考えないだろう」

「あなたには初めて会ったときから異質な感じがしてたから」

　もともと無口な性格のせいか、どうも彼女の話は要領を得ない。だが彼女もウンディーネの扱いに長けた優秀な精霊使いだ。俺がすでにウンディーネ二〇体以上と契約していることから、なにか感じるところがあったのかもしれない。

「それより、教えて欲しい。なんでわたしを助けてくれたの？」

「理由は二つある。俺は上位精霊と契約をしたい。そのためには多くの精霊騎士の助けがいる」

「そう。それなら納得。もう一つは？」

「正直に言うが、初めてあんたの戦い方を見せてもらったとき、見み惚とれたんだ。〝戦場の蒼雪〟とはよく名付けたもんだよ」

　シルビアは風に舞う花びらのごとく氷塊を生み出し、標的に降り注がせながらレイピアの連撃を叩きつける。あれ以上流麗な戦い方を俺は知らない。

「別に、大したことじゃない」

「俺はそうは思わないな。そんなあんたが帝国軍に傷つけられるようなところは見たくなかった。それだけだ」

「……変なこと言うのね」

　シルビアの反応は少しおかしかった。顔がみるみる赤くなってしまったのだ。

　これでは〝戦場の蒼雪〟の二つ名も形無しである。

「わたしはただの精霊騎士。男も女もない、戦って死ぬのが仕事。わたしのことなんか気にしない方がいい」

「それがあんたの選んだ道ならとやかく言う気はない。だが俺も好きにやらせてもらうだけだ、助けたいと思えば助ける。それだけの話だろう」

「……そう。不思議な人。一体何者なの、あなた」

「召喚術を極めたいだけの、ただの生徒だ。これは本当だ」

「そう」

　シルビアは俺の前から立ち去った。「上位精霊の件は任せて。借りは返すから」と言い残して。
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　そして、彼女の言葉は正しかった。

　俺が以前から事あるごとに申請していた、上位精霊との契約儀式に、ついに許可が出たのだ。

　言うまでもなくシルビアが手を回してくれたおかげである。俺にはついに魔晶石のついた腕輪が貸与され、吉日を選んだ上で大地の上位精霊タイタンとの契約儀式が行われた。

　魔晶石の力は本物で、俺は今まで三百数十年以上かけてついに感知できなかった上位精霊タイタンとついに接触することができたのだ。




「汝なんじには資格がある。ゆえに一度だけ我を召喚することを許そう。我との契約を望むなら、汝の力を我に示すがよい」




　異界で俺が接触したタイタンは、召喚士に伝わる伝承通り、力試しを要求した。俺は一度だけタイタンを召喚する権利を得る。そして現世に召喚したタイタンを打ち負かすことで、ようやく《融合契約》が叶かなうのだ。もっとも、もし俺が敗北すればタイタンは暴走し、多大な被害をもたらすことになるらしいが。

　間もなくこの世界に召喚したタイタンは、城のように大きな巨人だった。契約の儀式は首都から離れた無人の平野で行われたにもかかわらず、多くの旅人や交易商人に目撃され、しばらくの間ウワサになったという。

《なに、上位精霊なんて人間たちが勝手に作った区切りさ。タイタンなんてボクに比べたら大したことない精霊だよ、気楽にやるといい》

　そう助言したのは、異界からわざわざ見学にやってきたクロノスである。

　彼女が言うならその通りかもしれない。だがそもそもクロノスの真の力を知らない俺からすれば比較のしようがない。

　実際、タイタンとの戦いは苛烈を極めた。大地の上位精霊と接触するには、大地の下位精霊ノーム数体と契約しなければならない。一方で上位精霊とは、下位精霊を統すべる存在だ。つまりタイタンに、ノームの力は通用しない。これが上位精霊との契約を困難にする理由だ。

　それでも俺は勝利した。タイタンとの戦い方を記した文献は残っていたし、俺は水や火、風といった精霊とも数多く契約を交わしていた。なにより、心強い味方がいたからだ。

「借りは返すから」

「あなたのためならば、わたくしも手伝いましょう」

　シルビアやエフェリーネを始めとする召喚士たちだ。

　彼女たちの援護を受けた俺は、ついにタイタンを打ち負かして契約を交わすことに成功することとなる。




　一応の母国であるグラストル公国は喜びに溢あふれたものだ。

「タイタンの使い手が現れたとなれば、帝国も腰を抜かすだろう。我が国への貢献を期待しているぞ。ところで私の娘の一人と結婚する気はないか？」

　この国の国主、グラストル大公から直々にそんな言葉を賜ったほどである。つくづく思うが、有力な精霊使いへの待遇は凄すさまじい。もっとも、俺はこのとき心身ともにボロボロで、返答どころではなかった。契約酔いのせいだ。下位精霊との契約でさえ重い風邪を患わずらったかのような失調が表れる。上位精霊との契約酔いは凄まじく、俺は数日ベッドに寝たきりになるほどだった。

　しかも、どうにか契約酔いが収まった途端、すぐまた「うちの娘の婿に」という話が殺到することとなる。面倒になった俺は、例によって時空の精霊クロノスのいる異界に向かってしまった。





◆






「やれやれ、魔晶石の入手という目的を果たすなり《過去転移》かい？　キミもひどい男だね、あのエフェリーネという少女がどれだけキミと寝たがってたか知らないのかい？」

　異界で再会したクロノスは、俺が知らないどうでもいい情報まで知っていた。

「エフェリーネが欲しいのは精霊使いとしての俺の血だろう、悪いがその気にはなれない。それより一つ試したいことがあるんだ、すぐ過去に転移してもらえないか？」

「へえ。いいけど、なにを試したいんだい？」

「せっかく手に入れた魔晶石を《過去転移》で過去の世界に持ち込めるのかどうかだ。もし持ち込めるなら、国宝とも言える魔晶石が複製されることを意味している。因果律が見逃してくれるのか心配なんだ」

「なるほどね。ボクが答えられるものでもないし、じゃあ早速《過去転移》の三つの制約について解説しようか──」




　幸い、俺の心配は杞き憂ゆうだった。過去に転移する際、俺も二人までは存在が許されるように、少なくとも一度の複製なら許されるようで、これ以後俺は魔晶石の腕輪を持って過去に転移することとなる。

　このとき俺は喜びつつも、疑問を持たずにはいられなかった。

「なあクロノス。精霊騎士シルビアの解放はともかく、上位精霊との契約は一つの国が沸き返るほどの出来事だった。国宝とさえ呼ばれる魔晶石の複製だって大事だ」

《そうだね。それで？》

「孤児のティアナが生き延びたこととはレベルが違う。なぜこれほどの歴史改変が許されるんだ？　因果律の修正基準というのは一体どこにあるんだ？」

《さあね。ボクがその疑問に答えることはできない。ただ因果律が修正を必要としないと判断したってだけのことだよ》

　クロノスの回答はそれが限界のようだった。

　ひょっとすると俺個人が行える歴史改変というのは、俺からして見れば大それた行為だが、全体の歴史で見ればそれほど大した行為ではないのかもしれない──。




　少なくともこの時点で俺はそう考えざるを得なかった。俺が真実に気付くのはもっと後ではあったが、実際のところその推測は、決して的外れというわけではなかった。











第二章　第三話　真理の探究
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　それから俺は上位精霊タイタンを使いこなすために、長い年月を費やした。

　本来、精霊使いは魔晶石の他に、詠唱、召喚媒体、精神力という三つを用いて精霊を召喚する。だが長い時間をかけて何度も行使した精霊なら、精神力の消費もなく、魔晶石のみで召喚が可能となる。

　学園ではこれを熟練度と呼んでいた。つまり同じ精霊を何度も召喚して熟練度を上げれば、より容易に使いこなせるというわけだ。実際、俺が最初に──もう三〇〇年以上も前に──契約したノームなど、呼吸するのと同じぐらい容易に召喚できる。

　だがさすがに上位精霊タイタンともなると、扱いは簡単ではない。一度召喚するだけで俺の精神力をごっそり持っていってしまうため、連続して行使することができない。ようするに熟練度が上げにくかったのだ。

　それでも、時間だけはいくらでも費やせる。凡庸の精霊使いである俺にとっては、それだけが唯一の強みなのだ。

　そして《過去転移》三〇回目になる頃には、無詠唱とはいかないが大して疲労することなくタイタンを何度も呼び出せるまでになった。同時に、俺は地水火風の上位精霊すべて──リヴァイアサン、イフリート、エアリアルとも契約することに成功した。

　それは決して難しいことではなかった。タイタンの力があれば、他の上位精霊と対等に戦える。そこに国家規模の支援があれば、他の上位精霊を屈服させるのは難しくなかったのだ。

　学園長、グラストル大公、シルビアやエフェリーネといった周囲の人々から浴びせられる美辞麗句は、まさに流星雨のごとくだった。




「信じられぬ。上位精霊四体すべてと契約を果たす精霊使いが現れるなど前ぜん代だい未み聞もん。おまえ、いや、あなたはまさに歴史に名を残す最強の精霊使いとなりましょう」




「長きに亘わたって続いてきた帝国との戦争に終止符を打つときが来たようだ。精霊使いジレン。どうかその力で我が国を覆う戦乱の闇を打ち払って欲しい」




「やっぱり、あなたはすごい人。これからはわたしが教えを請こいたい」




「お願いです。わたくしの身も心も財産も、すべてを捧ささげます。どうかわたくしにあなたの子を産ませてください」




　国を挙げての賛辞は、最初のころこそ気持ちよく感じることもあったが、何度も《過去転移》していると、段々新鮮みが欠けてしまうのは残念なところだった。

　ちなみに、このころ俺は久しぶりに因果律の修正行動と思おぼしき現象を体験することになる。俺は四体の上位精霊と契約するに当たり、都度学園より魔晶石を与えられている形だ。つまり、まったく同じ国宝級の魔晶石をいくつも手にすることとなる。だが《過去転移》によって次の世界に持ち込めたのは必ず一つだけだった。やはりモノが増殖するには俺を含めて二つまでが限界なのだろう。
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「さて、これでキミは地水火風の上位精霊四体とすべて契約したわけだ。この後はどうする気かい？」

《過去転移》三〇回目を終え、三一回目を行おうとしたときのことである。

　クロノスは、それがいつもの日課とでも言わんばかりにそんなことを聞いてきた。

「おまえは未来が見えるんだろう？　なら俺が今後どうするかも知ってるはずだ」

「あのね、ボクもそこまで無粋じゃないよ。最終的にキミがどうなるかは知ってるけど、その過程を見ちゃうようなことはしないとも」

「俺は完全に暇つぶしの道具扱いか」

　だが、それぐらいのことは付き合ってもいいとは思う。クロノスの役目がどのようなものかは知らないが、俺だったらこんなところにずっと一人でいればさぞ暇だろう。

「まあ俺の足跡を誰も知らないというのも張り合いがないしな。とりあえず、召喚術を極める道はまだ終わってない。時空の精霊クロノス、おまえがそうだったように、まだ人々に知られていない未知の精霊がいるはずだ」

「なるほど。キミの世界でまだ発見されていない精霊を探すというわけかい？　でもまた困難な道のりになりそうだね。キミの世界の召喚術の歴史は数千年に及ぶ。それだけの時間を費やしても見つからない精霊を、おいそれと見つけられるわけもないだろうに」

「分かってる。時空の精霊を発見できただけでも、望外の幸運というべきだろうからな。だが今の俺の時間はいくらでもある。数千年使って見つからなければ、数万年使って探してみるだけのことだ」

「人間の尺度からすればずいぶん壮大な話だ。なんだかキミの考え方もすっかり異質になってきたねぇ」

「若返りながら数百年の時を過ごしてきたんだ、異質にもなるだろうさ」




　こうして未知の精霊を探すという《過去転移》三一度目の世界が始まった。

　一応、行動の指針はあった。俺が通っていたルデールト学園は、正式には公立召喚術研究所付属ルデールト召喚士学園という。つまり公立の召喚術研究所に付属した学園だ。召喚士養成学園は各地にあり、同様に召喚術の研究所も各地にある。その一つに入ろうと考えたのだ。召喚術研究所は国家機密の中枢ではあったものの、少なくともグラストル公国の国主に好かれる方法を俺は知っている。上位精霊を従えている俺なら入所は簡単だった。

　だがこの計画はすぐに頓挫する。結論から言えば、グラストル公国の研究所がしょぼかったからだ。

　精霊は召喚できる。触れもする。だが自分の意に応じて動かすだけで、話ができるわけではない。なぜか時空の精霊クロノスはこの世界にやってきて俺と会話することができるが、あれは例外中の例外だ。

　そもそも召喚した精霊は、異界にいる本体の分身とも呼ぶべき存在なのだ。召喚士の精神力を代償にこの世に召喚できるが、物理的な衝撃を受ければ消滅する。下位精霊など、つかんだだけで消えることもある。

　別にこの世界から消滅したからといって、精霊本体が死滅したわけではない。精神力を消費すれば、別の分身を再召喚することも容易だ。そもそも精霊に死という概念があるかも分かっていないほどだ。

　クロノスと《過去転移》するときがそうであるように、召喚士が魂の存在となって異界に赴けば、つまり精霊の本体と接すれば話をすることはできるが、下位精霊と行える意思疎通は限りがある。上位精霊の場合は別で、稀まれに対話が成立して情報を得られることがあり、それが召喚術の秘密を解く鍵となってきた。「精霊は人間とは異なる時間を生きている」という情報などその一つだ。クロノスとてそうだった。因果律というこの世界の秘密を教えてくれたのだから。

　つまり、精霊とは解剖できるような存在ではなく、そもそも干渉する手段がない。そんな精霊をどのように研究しているのかという懸け念ねんはあった。

　そしてその懸念は当たっていた。祖国グラストル公国の召喚術研究所は、研究という名目で老人の研究者たちが税金を浪費しているだけだったのだ。

　俺は思わず絶望しかけたが、まだ望みを捨てるには早すぎる。次はもっと大きな歴史と実績を持つ研究所に入ろうと考えた。

　その筆頭は、大陸最大の軍事力と領土とを併せ持つロヴェーレ帝国のそれだろう。だが俺は帝国が大嫌いだ。帝国が戦争など始めたものだから、故郷は荒廃し、俺も孤児となったのだろうし、シスター・ノアもあんなに苦労することになったのだ。

　そこで次に目を付けたのは、ロヴェーレ帝国と戦争中の同盟国・リーンバル王国の王立研究所だ。リーンバル王国は反帝国陣営の筆頭であり、その召喚術研究所もまた長い歴史があるという。行ってみる価値は充分にあった。

　問題は、他国者の俺が入所するのは極めて困難だということだ。特に俺は《過去転移》を繰り返すことで力や金は手に入れることができるが、一つだけ弱点がある。人脈だ。こればかりは《過去転移》する度に初期化されてしまう。

　仕方ないのでいつも通りやってみることにした。リーンバル王国にも当然ながら召喚士養成学園がある。そこでジレンとして一五歳になるのを待ってからその入学試験を受け、入学試験で地水火風の精霊を四〇体ほどまとめて召喚してみせたのだ。

　俺の目もく論ろ見みは半分ほどうまくいった。予想通り教師陣は一人の例外もなく腰を抜かし、その日のうちに王が会いたいと言ってきたのだ。

　俺としては、「それだけの召喚術を持っているのなら、是非我が国の召喚術研究所に入り協力して欲しい」と言われるものだと思っていた。ところが実際はそううまくいかなかった。

　そもそもリーンバル王国は帝国との戦争中であり、いくらでも戦力を必要としている。そんな状況で王と会えば、当然次のような話になることは予想しておくべきだった。




「その若さでそれほど強大な力を持っているのであれば、もはや学園で学ぶことなどなにもありはすまい。それよりも一国の王として頼みたい、帝国の野望を打ち砕くため、我が国に力を貸してくれぬか」




　ようは戦場に出ろということである。研究所に入るどころではない。

　断るのは簡単だったが、一国の王から直々にそう要請されてしまっては拒否できなかった。もしここで拒否しようものなら忠誠心を疑われてしまう。そうなれば研究所への入所など確実に断られるだろう。下手をすれば敵の間かん者じゃ扱いだ。

　結局、俺はその提案を受けることにした。「恩賞は思いのままだ」という王の言葉を信じたのだ。
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　こうして再び戦争に参加せざるを得なくなった俺だが、流れ矢に当たって死にかねないような戦場に放り込まれるのはできれば避けたいところだった。

　そこで俺は、帝国が国境付近に建築したという要塞に目を付けた。その要塞があるがゆえに、王国は喉元に刃やいばを突きつけられたがごとく、厳しい戦いを強いられているという。




　ある日、俺は帝国軍の大部分が要塞から出陣したのを見届けると、単身接近し、ノームとサラマンダーとシルフをありったけ──合わせて一〇〇体近く──召喚した。本当は大地の上位精霊タイタンを召喚するのが手っ取り早いのだが、国宝たる魔晶石の腕輪を持っていることが露見すると面倒なことになりかねないので、下位精霊だけでなんとかしなければならなかった。

　そして俺は要塞を半日で破壊した。ノームで岩の雨を降らせ、サラマンダーで火を点つけ、シルフの起こす強風でその火を煽あおったのだ。

　これがうまくいった。王国軍が手も足も出なかった帝国軍の橋きょう頭とう堡ほを、俺はたった一人で破壊したのだ。拠点を失った帝国軍は前線の大幅な後退を余儀なくされ、王国はなにもせずとも手に入れることのできた勝利に酔い痴しれた。




「よくぞやってくれた、ジレン。そなたの名は救国の英雄として大陸全土に知れ渡るだろう」

　謁見の間において、国王その他国家の重鎮から美辞麗句の数々を浴びせられる。面倒だったが、我慢して聞き続けたかいはあった。

「信賞必罰は王の義務。なんなりと欲しいものを申せ」

　ついに俺は、国王よりその言葉を賜ることに成功したのだ。

「は、それでは申し上げます。王立召喚術研究所への入所を許可して頂きたいのです」

　俺の要望は、この王国のためにもなり、金もかからない安い願いのはずだ。

　だが残念ながら王の望む返答ではなかったらしく、渋い顔をされた。

「そのようなことでよいのか？　爵位はどうだ？　望むのであればどのような地位でも与えるぞ。そなたは若いのだ、婿としても引く手あまたであろう」

　ようは俺を戦力として使い続けたいということだ。貴族となれば戦争に参加しなければならないのだから。

「爵位にも金銀財宝にも興味はありません。私の望みはただ一つ、召喚術を極めること。そのためにも何なに卒とぞご許可を」

　重ねて俺は言ったが王の渋い顔は消えず、傍そばにいた重鎮たちもその空気を読んで俺をとりなそうとした。このやり方はやはり失敗では──と思ったが、助け船は意外なところからやってきた。

「あなた、願いを聞き届けてさしあげてはいかがですか」

　王に向かって「あなた」と声をかけられる女性となると、その立場は一つしかない。王妃である。

　なにせ初対面なので彼女の性格などはまったく分からない。ただ後で聞いたところでは、彼女──マルレーヌ王妃は戦時にあって王を支えてきたしっかり者の王妃であるらしい。

「おまえがそのように言うとは珍しい、なにか理由があるのか？」

「あなたはなんなりと褒ほう美びを取らせると言ったではありませんか。その約束を守るのは王たる者の務めだと思います」

「それはそうだが……」

「それに傑出した精霊使いであるジレンさまのお力を借りられるのであれば、我が国の召喚術は大きく発展するに違いありません。本来ならこちらから伏してお願いすべきところを、ジレンさま自ら研究所への入所を求めているのです。これ以上一体どのような幸運をお求めになるおつもりですか」

「分かった、確かにおまえの言う通りだ」

　こうして俺は王妃のおかげでようやく王立召喚術研究所への入所を認められることとなった。それはいいのだが、謁見が済んだ後、当然ながら俺はマルレーヌ王妃に謝意を伝えねばならなかった。問題はそこで生じた。




「あなたにお願いがあるのです」

　俺の謝意を聞き終えた王妃は、これぞ好機と言わんばかりにそう切り出した。

「カテレインという娘が輿こし入いれして久しいのですが、夫が乱暴者で不幸な日々を送っていると聞いているのです。あなたのお力でなんとかして頂けないでしょうか」

　まさかそのような頼み事をされるとは思わず、俺は言葉に詰まった。

「娘……ということは王女さまですか？」

「はい。夫の名はブラウベン伯爵と言います。勇猛な武将として知られ、帝国との戦いでも多くの武勲を立てました。ですが領民に重税を課し、婦女子に乱暴狼ろう藉ぜきを働いていることでも有名なのです。娘にも暴力を振るう有様で、とても母として見過ごせません」

「ですがあなたは王妃の立場にありますし、先ほどもそうでしたが国王陛下もあなたの言葉には耳を貸すはず。王家が一声出せば伯爵など簡単に抑えられるのでは？」

「残念ですが帝国との戦争でブラウベン伯爵のあげた武勲はとても大きいのです。帝国との戦争が続く限り、王家としては彼を尊重こそすれ、非難することはできません」

「なるほど」

　なにせ王家の娘、すなわち王女を与えられるほどの武人だ。娘を犠牲にしたとしても、多少の横暴は見逃してやらねばならないのだろう。

「俺……あ、いえ、私に頼むということは、ようはそのブラウベン伯爵を召喚術で殺せ……という意味ですよね？」

「言葉を濁しても仕方ありません。その通りです。あなたほどの力を持つ方であれば、人知れず伯爵を殺すことも可能でしょう。そしてあなたほどの力を持つ方がいれば、ブラウベン伯爵を失っても王国は安泰でしょう」

「分かりました、微力を尽くしましょう」

　誇れることではないが、今の俺に人を殺すことはたやすい。この後、俺はブラウベン伯爵の為人ひととなりを調べた後、自然災害を装よそおい王妃の願いを叶かなえてやることとなる。もっとも、どうせ《過去転移》すればその歴史も修正されてしまうのだが。

　ただ格好の情報ではあった。今後《過去転移》して王立研究所へ入所する際は、わざわざ帝国軍の要塞を破壊せずとも、マルレーヌ王妃の力にさえなれればよいのだから。
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　王立研究所への入所は叶ったものの、不安がないではなかった。祖国グラストル公国の召喚術研究所など、研究という名目で税金を浪費しているだけだった。そして、王国の研究所が公国のそれとは違うと考える根拠は今のところない。

　そして、残念なことにその不安は的中してしまった。

「この研究所ではまだ見ぬ新しい精霊を見つけ出すべく、様々な研究が行われています」

　俺の案内を買って出たのは、研究所の所長と名乗る初老の男だった。このとき俺は一五歳という若さだったが、王家の推薦を得て入所したからだろう、孫のような年齢の俺にやたらへりくだった態度だった。

　まあ俺としても、社交辞令に時間を費やしたくはない。この立場を利用すべきだった。

「具体的に一体どんな研究を？」

「研究員によって異なります。それぞれの研究員には個人ないし複数で研究することが許されており、各員がまだ見ぬ精霊を見つけ出すべく試行錯誤を続けているのです」

　所長の言う通り、研究所には多くの部屋があり、研究員たちが部屋に籠もって試行錯誤していた。

「これまでになにか成果は？」

「ちょうど一〇〇年ほど前、鉄の精霊が発見されました。とはいえ、人類と共に召喚術が生まれ、すでに数千年あるいは数万年とも言われる年月が経過しております。今日明日で都合良く新たな精霊が見つかるということはありません」

　この時点で俺はだいぶ不安を感じていた。苦労して入った研究所だが、その意味が本当にあるのだろうか──と。

「ジレンさん、あなたには国王陛下の推薦があり、できるだけ便宜を図るよう申しつかっております。他の研究員の指導を受けるもよし、共同で研究するもよし、個人で新たな研究を模索しても構いません。是非とも帝国軍を薙なぎ払うかのような新たな精霊を見つけ出してください」

「分かった、やってみよう」




　その後、俺は一人で様々な部屋の様子を見て回った。

　そして、その度に失望することとなる。

　予想通りだった。各部屋で行われているのは、そのほとんどが召喚媒体の研究で、ようは多種多様なモノを集めてそれを媒体に《精霊感知》ができないかと試行錯誤しているだけだったのだ。

　召喚媒体は確かに大事だし、場合によっては新たな精霊が見つかることもあるだろう。だが、それだけなら研究所に来た意味などまったくない。俺一人で模索するのも一緒だ。俺は半ば失望しながら研究所内を回り、気が付けば残る研究室は一つだけという有様だった。

「なんだ、この部屋は？」

　最後に向かった部屋は、明らかに異質だった。他の研究員の部屋は様々な物体が溢あふれていたものだったが、その部屋だけは書物で埋め尽くされていたのだ。しかもすべての書物になにか計算式のようなものが書かれている。

「誰だ？　この研究室に訪問者とは珍しい。ここを追い出されるのはまだ先のはずだろう？」

　部屋の主と思おぼしき声がした。そして声のした方を見て俺は驚くことになる。

　そこにいたのは、一二歳ぐらいの少女だったからだ。

「な、なんでこんなところに子供が!?」

「失礼だぞ人間！　これでもわたしは一一二歳だ！」

「ひゃ、ひゃくじゅうに……？」

　一一二歳。《過去転移》を繰り返してる俺ならともかく、馬鹿げた年齢だ。

　実際、彼女の身長はどう見ても一一二歳どころか一二歳ぐらいの少女にしか見えない。胸や腰回りなどはやや大人びた膨らみやくびれがあるように見えなくもないが、顔つきなどは明らかに子供のそれだ。ただ気の強そうな目つきやしゃべり方など、確かにただの子供とは思えない雰囲気も感じられる。

　ただ、一つだけ他の人間の少女と異なる点があった。耳だ。細く長いそれは、一一二歳という年齢すら裏付ける、ある種族の証あかしだ。

「エルフ、か？」

「見れば分かるだろう、本当に失礼な人間だな」

　俺も長い時間を生きてきたが、エルフと接したことはなく、街ですれ違うのがせいぜいだ。あるいはシスター・ノアがエルフの血を引いている気はするが。

　エルフは無限の寿命を持つという。ゆえに見た目が二〇代であっても一〇〇歳以上ということさえあるらしい。

　ただエルフも二〇歳になれば、人間の一〇代半ばぐらいに見えると聞いていた。にもかかわらず、彼女はおよそ一二歳ぐらいにしか見えない。他のエルフを知らないが、彼女はエルフの中でも童顔というか成長が遅い方なのではないだろうか。

「で？　一体おまえは誰だ？　所長の使いではなさそうだが」

「お、俺か？　俺はジレン。この研究所の新入りだ」

　初めて俺を見る目が変わった。

「おまえか、王家の推薦を受け、一五歳で入所した最年少研究員というのは。まあ若いのはいいことだ、わたしの名はファノメネル。覚えておけ」

　ファノメネル。なるほどエルフらしい独特の響きを持った名前である。

「それで？　わたしの研究室に一体なんの用だ？」

「いや、ここではどんな研究が行われているのか知りたくてな」

　これまでの経験から、あまり期待せずに言った。

　だが、ファノメネルの返答は予想だにしないものだった。

「ふん、王家の推薦者ともなれば教えないわけにもいかないか。わたしは物理学と呼ぶ学問を究めようとしている。もっとも、成果が出なくて閉鎖寸前だが」

　部屋の場所からしても、この研究所で彼女が冷遇されているのはなんとなく分かった。ただ、興味はあった。

「物理学というのはなんだ？」

「万物を司つかさどる力の根源とはなにかを解き明かす学問──と定義されている。たとえば……ジレンといったな、おまえは卓越した召喚士なんだろう？　サラマンダーを召喚して炎の矢を飛ばすことぐらいできるな？」

「ああ、それぐらいなら」

「ではなぜサラマンダーの力を借りることで炎を飛ばすことができると思う？」

「サラマンダーが炎を司っているから……ではないのか？」

「それはそうだ。だが考えてもみろ。炎を司ることと、燃え続ける炎を維持し、さらにそれを飛ばすことが同じ系統の力だとは思えん。ノームの力で石を飛ばすことも同様だ。ノームが大地を司っているのは分かるが、だからといってなぜ石を空中に持ち上げることができると思う？」

　そんな話をされるとは思わず、俺は衝撃を受けていた。

「まだ見ぬなんらかの力が作用していると言うのか？」

「ああ。もちろんまだ仮説の段階だが、実証できている部分もある」

「素晴らしい！」

　俺は感動していた。これこそが俺の求める研究であると。

　だが俺の喜びとは対照的に、ファノメネルは戸惑っていた。

「きゅ、急に叫ぶな、びっくりするだろう」

「それはすまない。だがファノメネル、おまえがやっていることは間違いなく正しい」

　なにせ俺が時空の精霊クロノスを見つけたときも、似たような思考の結果だったからだ。

　炎や水を司る精霊がいるのだから、時を司る精霊もいるのではないか。それは多くの召喚士が考えて、そして探し出そうとしたことだ。だが俺は〝時〟とは一つの概念ではなく、時間と空間、すなわち時間と場所を同一のものだと考えた。

　そして、召喚媒体には真空の空間を使った。風の精霊を使って空気がまったくない空間を作り、それを媒体として時空の精霊の存在を感知したのだ。

「まだ見ぬ精霊は、召喚媒体さえあれば見つかるというものじゃないとずっと思っていたんだ。力の根源とも言うべきモノが理解できて初めてまだ見ぬ精霊と接触できるはずだ。頼む、俺も一緒に研究させてくれ。あんたの研究こそ最善の手段だ」

「そ、そうか？　い、いや、わたしもこれが最善の研究だと確信してはいるんだが」

　俺が頭を下げて言うと、ファノメネルは明らかに戸惑っていた。

　ファノメネルは、明らかにこの研究所では異端なのだろう。だからこそ、賛同者が出るとは思わず驚いているのだろう。だがやがて嬉うれしさが抑えきれなくなったらしく、まるで子供のようにはにかみながら言った。

「ふ、ふん。まあいいだろう。王家の推薦者がいればこの研究室が閉鎖されることもないだろうしな。好きにするがいい」
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　こうして俺の新たな日々が始まった。ファノメネルの研究室に通い、まだ見ぬ新たな精霊を探す日々が。

　実際、ファノメネルの研究成果は予想以上で、彼女はすでにある未知の精霊の存在を推測していた。

「わたしは重力の精霊というものが存在すると確信している」

　万物には、相互に引き合う力が存在するという。それが重力だとファノメネルは教えてくれた。たとえば木からリンゴが落ちるのも重力という力の影響だという。

「なるほど、確かに石を投げれば下に落ちる。それを司るのが重力の精霊というわけか」

「そうだ。考えてもみろ、おまえが召喚した精霊には重さがあるはずだ。にもかかわらず、大体の精霊はぷかぷか宙に浮きながら現れるだろう？　宙に浮くというのは本来困難なことだ、それができるのは重力を司る精霊が関係しているに違いない」

「い、言われてみるとウンディーネにせよノームにせよ、下位精霊の多くは空中を漂っていることが珍しくない。タイタン辺りは浮けないようだが」

「なに、タイタンは浮けない？　なぜそんなことを知っている？」

　しまった。これでは俺がタイタンを召喚できると言ってるようなものだ。

　だがなんとなく、ファノメネルは国宝だとかそういうことを気にするような性格にも見えない。俺は腹を割ることを決め、魔晶石が付いた腕輪を見せた。

「この魔晶石を見れば分かるだろ、俺はタイタンを召喚できる」

　さすがにファノメネルもこのときだけは目を見開いて驚いたものだ。

「……信じられん。それほどの精霊使いなのか、おまえは。それとも世間に知られていないだけで、よほど長い歴史を持つ精霊使いの家系なのか？」

「そんなことはいい、話を戻してくれ。俺が知ってる中でも一番巨大なせいか、タイタンだけは浮いてるところを見たことがない。タイタン以外の上位精霊も大体が巨大だが、水や風の力で浮けるようだし」

「ま、まさか！　リヴァイアサンやエアリアルまで召喚できるというのか!?」

「ああ。なんなら後で実際に見せてやろうか？」

　その誘惑には、ファノメネルも抗しきれないようだった。

　たださっきまで先輩面づらしていた分、いささか頼み事などし辛づらいのか、ばつが悪そうではあったが。

「で、では後で頼もう。上位精霊を観察する機会など滅多にないからな。ようするに、小型の精霊は浮けるが大型の精霊はなんの作用もなしには浮けないということか？　推測通りではある。わたしの考えでは重力の精霊とは下位精霊よりさらに下位の存在だし、局所的にそれほど強力な作用を持たないはずだから──」

　なにかぶつぶつ考え事を始めてしまう。

「考え事をしているところをすまないがファノメネル。重力についての話を続けてくれないか？」

「ああすまない、そうだったな。とにかく重力という力の実証、つまり重力という力が物体にどういった作用を及ぼすか、という点についてはほぼ解明できている」

　ファノメネルは言った。なんでも重力という力により、空気による抵抗を考慮しなければ、あらゆる物質は毎秒一定の速度で地面に引っ張られることになると。重力という力を、数式だけで解き明かすことはすでにできているのだと。

「だが重力の精霊は未いまだ確認されていない。年齢の問題が大きいのかもしれん、わたしとてもう一一二歳。子供のような感受性がある年齢ではない」

「……なんとも言えないな」

　地水火風のような精霊は、確かに子供でないと感知できない。自然の中に存在する精霊を感じるには、高い感受性が必要だからだ。

　だが、《精霊感知》は絶対に子供にしかできないわけではない。相性さえよければ五〇歳でも火の精霊と契約できた事例はあるし、時空の精霊クロノスと契約したとき、俺は一八歳だった。感受性とは違うなにかで感知できる精霊は存在するのだ。重力の精霊がどうなのかは分からないが。

「そうだ、ファノメネル。召喚媒体は？　重力の精霊を感知するのに、必要な召喚媒体の見当はついているのか？」

「私見だが……恐らく、なにも要らないはずだ」

「なし？　召喚媒体なしで、未知の精霊と契約できるのか？」

「違う、要らないと言ったのは比喩だ。いいか、風の精霊を感知するなら風を召喚媒体にする。だが風とはただの空気の移動現象だろう？　そんなもの息を吐くだけで生じる。だが自分の息を召喚媒体にしてる奴やつは……まあいるかもしれないが、あまり聞かない。召喚媒体なんてそれぐらい適当なモノだ、ようは精霊に接触する足がかりになればなんでもいいんだ」

「そうだな、熟練度を上げた精霊は召喚媒体なしで召喚できるわけだし」

「重力も同じだ。今こうして立っているだけでも、わたしたちは重力の精霊の影響下にあると言える。だから召喚媒体は不要だと言ったんだ、どこにでも重力の精霊は干渉しているんだからな」

「なるほど、重力という力を自覚できないだけ……というわけか」

「そうだ。生まれる以前から重力に囚とらわれているわたしたちは、重力なんて感じようがない。だからこそ、まだ誰も重力の精霊を感知することはできていないんだろう」

　精霊使いの基本である。精霊を感知できるかできないか、それだけがすべてを決めるのだ。

「なら、いっそ高いところから飛び降りるというのはどうだ？　落下している間は、重力に引っ張られるという現象を体感できるはずだ」

「ああ、それは当然考えた。この際どうやって高いところにのぼるのかとか、落下死の危険性は無視しよう。でもまず無理だ、恐らく重力より先に、全身に当たる風の方を強く感じるはずだからな」

「だったら……風の精霊を使えばいい。風の精霊の使い方次第で、空気のない真空の空間を作ることができるんだ。その空間を落ちていけば重力のみを感じられるんじゃないか？」

「……ほう」

　ファノメネルは初めて得心がいったようだった。

「だが空高く飛ひ翔しょうした上に、風の精霊を行使して真空の空間を作るなどということができるのか？　一歩間違えれば落下死だぞ？」

「着地の際には風の精霊の力を借りればいい。少なくとも俺には簡単にできる。とりあえずやってみよう」
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　結論から言えば──今回は無理だった。

　この後、俺は幾度となく実験した。まず学園にいたときに教わった方法で空高く飛翔する。ノームの力で足元の地面を飛ばすという方法だ。

　そして落下するのだが、このときシルフの力で進路上に真空の空間を作る。地水火風の下位精霊を自由に操れる俺には造作もないことだった。

　だが感受性、あるいはそれ以外のなにかが足りないのだろう。最後まで重力の精霊の存在を感じ取ることはできなかった。

「やはり無理だったか、なかなか面白い方法だとは思ったのだがな。どうする、まだ続けるか？」

　ファノメネルの指摘に、俺は首を横に振った。

「残念だが俺には重力の精霊を感知することは無理そうだ。だが別の方法がある。精霊使いの適性がある小さな子供を、物心つく前から重力を感じる環境に置けばいい。そうすれば重力の精霊の存在を感知できる可能性が高まるはずだ」

「確かに。小さいころから海で泳いでいる子供は、水の精霊との相性が極めてよくなるという話もあるからな。だが一体どうするつもりだ？　どこからか赤子をさらってきて高い場所から落とし続けるとでも？」

「召喚士の適性なんて一〇〇〇人に一人しかないんだ、その辺りの赤ん坊じゃ意味がない。用意するなら自前じゃないと」

「じ、自前!?　い、いきなりなにを言い出すのだおまえは!?」

　なぜかファノメネルは顔を真っ赤にした。

「だがいやしかし……おまえは卓越した精霊使いだ、その力を子供に引き継がせ、わたしが幼いころから教育を施せば……だが無理だ！　わたしは研究に身を捧ささげるつもりなんだ！　いやだが……これも研究の内と言えるのではないか……。長年探し続けた重力の精霊が、手の届くところに……」

　彼女がなにを誤解しているのかは分かったが、面白いのでそのままにしておいた。
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「ちょっとジレッド！　大変、ジレンが大変なの！」

《過去転移》三三回目。

　その日──フェロキア暦二〇六年、シスター・ノアの叫び声が孤児院に響き渡った。

「どうした、何があった!?　熊はもう出たはず……！」

　何十回目の《過去転移》であろうと、ジレンの身になにかあっては一大事であり、俺は狼ろう狽ばいを隠せなかった。

　しかもシスター・ノアの返答は、数百年付き合ってきた中で初めて耳にするような突飛なものだった。

「ジレンが、ジレンが……浮いてるの！」

「はあ!?」

　俺はすぐさま外に飛び出した。

　四歳のティアナが「すごいすごーい」と無邪気に空を見上げてはしゃいでいる。その視線の先には──なるほど、ジレンがふわふわ浮いていた。地の精霊や風の精霊の術を使えば一時的に飛翔は可能だが、あのように空中で静止することはいかなる精霊使いであっても不可能だろう。

「ジレッド！　僕、重力の精霊と会えたよ！　力を貸してくれたんだ！」

　歴史上初の快挙を成し遂げながら、六歳のジレンはごく自然に言ってのけた。
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　今回、俺はジレンに特殊な教育を施していた。

『高い高い』という幼児をあやす方法がある。

　ジレンにそれをやって育てたのだ。ただし、規模は段々と大きくしながら。

　赤ん坊のころは通常の『高い高い』だ。このころの赤ん坊の脳というのは損傷しやすく、軽く体をゆするだけでも損傷を受けかねない。

　やがて成長して首がすわり、ジレンが自分で飛び跳ねられるようになるのを待って、次の段階へ進んだ。俺がジレンを抱っこして空高く飛翔し、風の精霊の力で真空の空間を作った上で地面に急降下するのだ。最初は教会の屋上ぐらいの高さからだったが、最終的にはちょっとした山ぐらいの高さから。

　大人だったら多分、高さと落下の感覚に絶叫していただろう。だが幼児ゆえか、小さいころからの教育の賜たま物ものか、ジレンはこの『超高い高い』が大好きだった。そして山のような高さから落下する度、ジレンに教えたものだ。

「ほらジレン、感じるか？　これが重力だぞ」

「じゅーりょく？」

「そうだ。こうして地面に引っ張られる力のことだ、分かるか？」

「うん、わかるー。じゅーりょく、じゅーりょくー！」

　言っててなんだが、俺に重力というものは今一つ感じられない。歳としを重ねた俺にとって重力はあまりに身近過ぎたのだ。

　だがジレンはその幼さゆえの素直さ、感受性の高さ、そして経験の少なさゆえに感じることができたのだろう。重力という力を。

　俺にとってもっとも身近な精霊は地の精霊であったが、ジレンにとってのそれは重力の精霊だったのだ。それゆえジレンは《融合契約》の仕方を知った後は、独力で重力の精霊と契約するに至ったのだ。

　つくづく召喚術とは奇妙なものだ。未いまだかつて誰も契約できないでいた精霊を、六歳の子供が簡単に見つけてしまったのだから。

　後にジレンと融合し、記憶を共有して分かったことだが、重力の精霊は、その真名をグラビトンという。時空の精霊クロノスのように、相当特異な精霊であることは間違いなかった。

　なにせ契約するために異界で出会った際も、召喚した後も、姿が見えない。確かにそこにいるとは感じられるのだが、姿形が存在しない。こんなことは精霊使いの歴史上、初めてだろう。

　ただ、この世界すべてが常に重力という力にさらされていると考えれば分からなくもない。つまり重力の精霊は、空気のように目には見えないがどこにでもいる、もしくはすべてを覆い尽くすほど巨大なのではないだろうか。

　また、力が非常に弱い。ファノメネルは「重力の精霊とは局所的にそれほど強力な作用を持たないのでは」と零こぼしたことがあった。その推測は正しかったのだ。なにせ契約に成功したジレンには、ほとんど契約酔いの症状が出なかったほどだ。

　しかも重力の精霊を用いてできることと言えば一つ、俺自身、あるいは俺が手に触れている物体にかかる重力を操作することだ。差し当たり俺はこの術を《束縛解放》、《束縛増加》と名付けた。

　楽しい術であることは認める。《束縛解放》、すなわち自分にかかる重力を弱めると、全身が軽くなるのだ。最終的には地面から足が離れ、ふわりと浮き始める。このとき強く地面を蹴ろうものなら、かなり高く跳べる。モノを運ぶのも便利だ。

　ただ重力を強める、つまり《束縛増加》の術は使い道も見当がつかなかった。なにせ自分を重くしても辛つらくなるだけだし、直接手で触れなければ使えないため、遠距離戦が基本の精霊使いには戦闘でも使い辛い。それに、人間の体というのは意外としっかりしており、ちょっと他人にかかる重力を強めた程度ではそれほど動きが束縛されないことも分かった。

　ようするに現時点ではあまり使い道のない精霊だった。火の精霊や水の精霊などの使い方は長い時間をかけて研究しつくされており、《炎の矢》といった術名によって体系づけられてもいる。だが、なにせグラビトンは見つかったばかりの精霊なのだ。

　時空の精霊クロノスがそうだったように、異界で出会って会話ができたのなら解明の糸口も得られたかもしれない。だがなにせ契約したのは俺ではなくジレン。すなわちグラビトンと会話できるのはジレンであって俺ジレッドではない。召喚した際に現れる精霊はただの分身でしかなく、会話などできない。

　とはいえ推測と研究の結果として、新たな精霊との契約ができたのだ。俺としては満足すべき結果であった。

　だからこの《過去転移》三三回目の世界でも、俺は当然王立召喚術研究所に──ファノメネルに会いに行くこととなった。
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「今、わたしは重力という力について調べている。とはいえすでに実証もある程度済んでいる。恐らく存在するんだ、重力を司つかさどる精霊というものが」

　召喚術研究所の入所一日目。前回そうであったように、ファノメネルは重力の精霊の存在について語った。

「知ってる。こういう力のことだろう？」

　俺はグラビトンを召喚し──といってもその姿は見えないが──ファノメネルに《束縛解放》の術を使った。

　彼女の小さな体が、ゆっくりと浮き上がる。

「な、なんだこれは!?　体が軽い!?　重力が……軽減しているというのか!?」

　ファノメネルの狼狽ぶりは、かつて見たことがないほどだった。

「し、信じられない！　まさかおまえは、すでに重力の精霊と契約しているというのか!?」

「そういうことだ」

　その後の展開は、わずかに面倒だった。

　ファノメネルがすっかり興奮してしまい、俺を質問攻めにしたからだ。

「全世界の研究者が！　長年かかってその存在を推測し！　未だ誰も契約できなかった重力の精霊を！　なぜ一〇代の若造がいともたやすく従えている!?」

　俺は「そういうこともある」「たまたまだ」「学者ならまず結果を受け入れるべきじゃないのか」と言葉を並べてどうにかなだめなければならなかった。

「いいだろう、分かった、おまえはその歳としで多くの精霊と契約し、王国の窮地を救った希け有うな精霊使いと聞いている。重力の精霊と契約していたとしても……まあ受け入れる他ない」

　最終的に、どうにかファノメネルはそう落ち着いた。

「それで重力の精霊の力はどうなんだ？　さっきはわたしにかかる重力の力をある程度制御したようだが、他になにか特別なことはできるのか？」

「いや、それがそうでもない。重力はどこにでも存在する代わり、ひどく力が弱いんだ。せいぜい重量を軽くしたり重くしたりするぐらいしかできん」

「なるほどな。せっかく見つけたおまえには残念かもしれないが、わたしにとっては推測通りだ。恐らくだが、重力の精霊とは、いわゆる下位精霊──ウンディーネやシルフよりさらに下位の存在なんだろう」

　下位精霊のさらに下。言ってみれば最下位の精霊。

　苦労して見つけ出した精霊がその程度の力だと思うと残念ではあるが、言われてみれば確かにそうかもしれない。だから地水火風の精霊は、召喚したときぷかぷか浮いてられるのだ。最下位精霊の重力の精霊の力を無視、あるいは従えることで、岩や氷を投じたりできるのだろう。

「まあいいさ、日常生活では役に立たないわけじゃないからな。たとえば自分の体にかかる重力を弱めた状態で過ごすと、ほとんど疲れないんだ」

「ほう、面白いな。考えてみれば我々は常に重力にさらされている。その力を弱めれば、体への負担が常に減るというわけか」

　ファノメネルはしばし考えこんでから言った。

「一つだけ助言してやろう。重力を弱めた状態で長い時間過ごすのはやめておけ」

「どうしてだ？　せっかく手に入れた力だというのに」

「考えてもみろ、我々の体は一定の重力に慣れきっている。それがもし通常より弱い重力の中で生活すればどうなると思う？」

「……そうか。体の能力が低下する、ということか？」

「そうだ。体を支える骨はもろくなり、筋力も低下するはずだ。血液を送り出す心臓の機能も低下するだろう。寝たきりになった病人の体が急激に衰えることを考えても、まず間違いない。生命そのものである体は基本的に環境に合わせて変化するようになっているからな」

　ファノメネルの助言は俺にとって有用だった。

　すでに今回の転移では、かなり長い時間、重力を軽減して過ごしてしまった。言われてみるといつもより筋肉の量が落ちてるような気もする。もっとも、再び《過去転移》して次代のジレンと融合すれば解決できることではあるが。

「あれ？　待ってくれ。じゃあ逆に……たとえば小さい頃から、通常より強い重力下で生活してきたらどうなる？」

「決まってるだろう、そんなもの。急激な重力変化が体にいいとは思えないが、成長に合わせて少しずつ重力を強めていけば、心臓に筋肉に骨、すべてが通常より強化されて育つはずだ」

　俺は衝撃を受けた。重力の精霊の力は思っていた以上に弱く、正直なところ持て余していた。

　だが、ジレンの育成には有効だとしたら？　ジレンを幼い頃から強い重力下で育てれば？　間違いなくその影響は未来の俺に出る。そう考えると、どんな精霊よりも価値のある精霊と言えるかもしれない。

「なにはともあれ、こうして重力の精霊が存在することは実証できたわけだ。となれば次の説を検証していくべきだな」

「つ、次の説だって？　つまりまだ知られていない精霊がいると考えているのか？」

「当然だ、わたしたちが知っている力なんてどれほどたかが知れていると思う？　たとえば、おまえも雷ぐらい見たことはあるだろう？」

「もちろんだ。……あ」

「そうだ。自然現象として雷は誰でも知っている。だが雷を司る精霊というものは未だ確認されていない。召喚術で雷を起こすことはまだ誰にもできないだろう？」

「い、言われてみるとそうだ。雷なんてありふれた現象だというのに、なぜ雷の精霊は未だ見つかっていない……？　召喚媒体の問題か？　雷なんて一瞬で消えるわけだし」

「実を言えば推測はできている。多くの精霊使いは間違っているんだ、雷という事象の捉え方を。あるいはおまえになら契約ができるかもしれん」

　この研究所で──いや、ファノメネルと共に研究を続けることは、俺が思っていた以上に有効のようだった。
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「重力の精霊の次は雷の精霊探しか。もう五〇〇歳にもなったはずなのに、ぶれない男だね、キミは」

　三四回目の《過去転移》を行うためにクロノスの元へ赴いたとき。

　彼女はやたら退屈そうだった。このときは幼児のような見た目になっていたのも、恐らくは退屈さを示すためだろう。

「とにかく早いところ満足して欲しいね。キミ自身は楽しいだろうしキミの世界にとっては大発見の連続なんだろうけど、ボクにとってはいささか退屈なんだ」

「ワガママな精霊もいたもんだ。なんだったらおまえが精霊の秘密を教えてくれてもいいんだぞ？」

「いいとも。雷の精霊を見つけようと思ったらね、────────するといいよ」

　その現象を体験するのは久しぶりだった。クロノスの言葉の一部分は、削除された。言葉は聞こえず、唇の形すらどういうわけか認識できない。

　言い終えたところでクロノスは子供のように笑った。

「あ、残念。やっぱり因果律の修正対象みたいだね」

「分かってやってるだろう、おまえ」
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　実際のところ、雷の精霊との契約は時間の問題だった。

　なにしろ、時間だけはいくらでもあった。この後、俺はジレンとして一八歳になるまで──つまりフェロキア暦二一八年まで研究を続けた後は、これまでの研究成果を持って《過去転移》するという循環を繰り返すことになる。

　そしてフェロキア暦二〇〇年に《過去転移》した俺は、ジレンとティアナを育てつつ、機会を見計らって王国へ飛び──重力の精霊と風の精霊を組み合わせることで、高速移動が可能だった──すでに研究員として働き始めていたファノメネルの元へ押しかけ、前の世界の研究成果を届けたのだ。

　ファノメネルは、腰を抜かすほど驚いたものだ。

「じゅ、重力と雷の力の検証結果!?　こ、こんなもの一体どうやって手に入れた!?　おまえは何者だ!?」

「いいからこれを基に研究を続けてくれ。時々様子を見に来るから」

　つまり前の世界でファノメネルと共に行った研究成果を、過去に戻ってファノメネル本人に手渡し、一五年ほど研究してもらう。そしてまた三年ほど共同研究した後、すべての成果を持って《過去転移》し、ファノメネルにまた研究してもらうというわけである。

　俺の都合でファノメネルを振り回してるようで申し訳なかったが、だが当のファノメネルはいつも喜んでいたものだ。

「おまえは……時の精霊を見つけたのか？　だからこんなことができるのだな？」

　あるとき、ファノメネルとそんな会話をしたことがあった。当然だ、俺が彼女に手渡しているのは未来の産物だというのは誰にでも分かる。

「そうだとして、なにか不都合があるのか？」

「いや。ただ感謝したいだけだ、まるで無限の研究ができるようなものだからな」

　彼女にとっては知ることこそ至上の喜びなのだ。そういった意味では召喚術の向上こそ至上の喜びである俺と似たところがある。だからこそ、ファノメネルは俺の素性もロクに疑わず、提案を受け入れるのだった。





２






　長い長い研究の時が流れた。

　この間、俺もすべての研究をファノメネルに任せていたわけではない。長い時間をかけて他の国の研究所に入所したこともあった。

　俺が行かなかったのは大嫌いなロヴェーレ帝国ぐらいだ。聞いたところによると、帝国ではもっぱら「召喚術をいかに軍事に用いるか」という研究しかされていないようだったので、行く価値を見いだせなかったのだ。

　そしてファノメネルが新たな理論をひらめけば、次に俺は長い時間をかけてそれを理解した。ジレンの教育のためだ。俺が理解して初めて、ジレンに適切な環境を用意してやることができる。そうして初めてまだ見ぬ精霊の存在を感知できるのだ。雷の精霊──厳密には電磁気力の精霊──を発見できたのは、それから間もなくのことだった。

　新たな精霊との契約ができれば、また長い時間をかけて俺の魂と馴な染じませる──熟練度を上げるということも必要になる。自由に精霊が扱えるようになれば、他の精霊と組み合わせた戦い方というのも考案してみた。

　最終的にファノメネルは、俺から見ても膨大な時間をかけて様々なこの世の真理を解き明かしていった。俺が《過去転移》を繰り返すことで召喚術を極められたように、ファノメネルも擬似的に《過去転移》を繰り返すことで、物理学の真髄を究めたのだ。残念ながらその歴史は簡単に巻き戻ってしまうのだが。

　成果はあった。

　重力を司つかさどる精霊、真名グラビトン。電磁気力を司る精霊、真名ライデン。ファノメネルと共に探し出した精霊は、数体では済まなかった。

　最終的に俺は、精霊使いとしての高みを極めることになる。俺はファノメネルの理論に基づき、ついに発見したのだ。最後の精霊、すべての力への干渉の源、始原の精霊、いや、神霊とも呼ぶべき存在を。
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　俺は様々な精霊と契約を繰り返し、感覚的に「こうなっているのではないか」と推測していたことがあった。

　たとえば下位精霊というのは、同一種であっても数え切れないほどの数が存在し、適性がある、もしくは長い時間をかければ何体でも契約できる。俺が契約しているノームなど一〇〇体以上にのぼるほどだ。

　他方、上位精霊とされる精霊は、一つの種類につき一体しか契約できない。そのため、俺はノームやウンディーネならいくらでも同時に召喚できるが、タイタンなどの上位精霊だけは未いまだに一体しか召喚できない。ひょっとしたら二体以上同時召喚する方法もあるのかもしれないが。

　また、上位精霊の感知には、子供のような感受性は必要なかった。必要なのは魂と精霊の結びつきだ。たとえばタイタンを《精霊感知》したいならノーム三体以上と契約する必要がある。つまり特定の属性の精霊数体と契約することで、その属性に魂を慣らしておく必要があるのだ。

　そうなるとある疑問が生じる。では上位精霊とされる精霊と数多くの契約を交わし、俺の魂と馴染ませれば、最終的に一体なにが起こるのか。地水火風だけではない、さらに重力や電磁気力の精霊も加われば俺の魂は一体どうなるのか。




　ある日、突然その答えは出た。

　それが《過去転移》何回目だったかはもはや覚えていない。

「うーん、ボクもキミが一〇〇〇歳を超えるまでは数えてたんだけどね。それ以降はさすがに面倒になって数えてないんだよ」とはクロノスの言である。

　俺は過去の自分と一つになる度、記憶が取捨選択される。俺の脳の容量は限られており、一昨日食べた昼飯の内容だの、《過去転移》の回数だの、どうでもいいと思える情報は放っておいても消えてしまうのだ。

　そのとき俺はジレンと融合し、肉体的には一七歳だった。

　日課として《精霊感知》を使い、まだ見ぬ精霊を探し出そうとしていた。そして──俺は見つけた。数え切れぬほどの《過去転移》、一〇〇〇年をはるかに超える時を経て、ついに感知し、そして接触を果たしたのだ。

　その精霊は、奇妙な場所に存在した。時空の精霊クロノスがいた場所もかなり奇妙ではあったが、そこは輪を掛けて奇妙な場所だった。

　真っ白な空間に玉座があり、そこに白はく髪はつ白しろ髭ひげの威厳のある老人が座っていたのだ。もっとも、異界において形に意味はない。それは俺が玉座と老人だと認識しているだけで、もし異なる世界の住人が見ればまた違った形に見えたかもしれない。

　そして──老人の傍かたわらには、俺がよく知っている精霊の姿もあった。

「ついにここまで辿たどり着いたね、ジレン」

　時空の精霊クロノスだ。場の荘そう厳ごんな雰囲気に合わせてか、今日のクロノスは幼女でも少女でもなく、妙齢の女のそれだった。

「因果律の目をかいくぐり、ここまで来たか。小さな星の矮わい小しょうな生物かと思っていたが、生物とは奇妙な変化をするものだ」

　老人は口を開いた。

　俺は思わず自然と膝が折れそうになっていた。生命としての本能が告げている。この精霊こそ文字通り神、あるいはそれに類する存在──すなわち神霊とでも呼ぶべき存在ではないかと。

「クロノス。よもやおぬしが手を貸したのではあるまいな？」

「ボクが？　とんでもない、ボクが彼にしたことなんてせいぜい暇つぶしの会話ぐらいさ。証明しようか？　ほら、ジレン。この精霊こそが恐らくキミが探していた最後の精霊、名を────と言うんだ」

　クロノスが口にしたもっとも重要であろう単語は、例によって削除されていた。

「ほらね。ここに至っても、ボクにはなに一つとして教えてあげられないのさ」

「なるほど、因果律は顕在か。それにしては奇妙よな、よく人間が余を発見できたものだ。ジレンと申したな、呆ほうけてないでなにか言いたいことでもないのか？」

　言われて俺はようやく正気に戻った。

「お、おまえが……始原の精霊なのか？」

　かろうじて声を出す。

「始原の精霊か、よくその名まで理解できたものだ。しかし精霊ごときと一緒くたにされるのは許しがたい。余を呼ぶのなら始原の神霊とするのが適切であろう」

「神霊だって、なにを偉そうに」

　クロノスが茶化すように言葉を挟んでくれるおかげで、俺は平静を保てた。

　だが、老人の言葉にウソがあるとは思えない。なんとなくそう確信できる。俺は直感した。間違いなくこの精霊、いや、神霊こそがすべての力の根源。精霊使いの最終到達点なのだと。

　契約したい。心底そう思った。俺の目的は、召喚術を極めることだ。それは《過去転移》を数えきれぬほど繰り返した今でも変わらない。そして、恐らくこの精霊と契約することでそれはなされるのだ。

　だからこそ、俺は全身に感じる威圧感ともいうべきものを振り払い、言った。

「始原の神霊。頼む。真名を教えて欲しい。俺と契約してくれ」

「阿あ呆ほうか、貴様は。なぜ余が矮小な人間如ごときに力を貸す必要がある？　ただでさえ我が力は極大。人間などに与える道理は微み塵じんもない」

　拒否された。時空の精霊クロノスは感知できただけで契約してくれたが、そういうわけにもいかないらしい。

「そう邪険にしなくてもいいだろう」

　助け船を出してくれたのは、驚くべきことにクロノスだった。

「本来、キミの元に辿り着ける人間なんていやしない。だけど彼は辿り着いた。その意味を吟味すべきじゃないかな？」

「ふむ……。一理ある、今回だけは機会をやってもよい」

「ほ、本当か!?」

　俺は喜ぶより先に驚いた。なぜ急に心変わりしたのか、その理由がさっぱり分からなかったからだ。

「クロノスの申す通り、今ならばさして意味もない。我らとて戯たわむれを好むのだ、人間よ。もっとも、そのためにはおまえの力を示してもらう必要があるが」

　次の瞬間、老人の体に強い力を感じた。それがどんな力かと問われても答えようがない。かつて感じたことのない異質な力だ。

　自分と戦い、力を示せ──彼はそう言っているのだ。これまでに契約した他の上位精霊と同じように。

　なるほど容易な条件ではない。相手はこうして相対しているだけで圧倒的な力を感じる始原の神霊なのだ。そんな存在に果たして人間が勝てるのだろうか？

　だが断る気はなかった。俺はこのときのために数千年の時間を費やしてきたのだから。

「分かった、俺の力を示そう」

「その意気やよし。では一度だけ余を召喚する無礼を許す」

　始原の精霊から不思議な力が流れ出て、俺の体に宿った。一度だけ俺には始原の精霊を召喚することができるようになったのだ。

　ひとまず元の世界に戻る。この時点で俺はわずかに立ちくらみのようなものを感じていた。一時的とはいえ、始原の精霊の力がわずかに宿ったことによる契約酔いだ。

　だが長年の夢であった召喚術の頂点に、ついに届こうとしているのだ。契約酔いなど気にしてはいられず、俺は覚悟を決めて人ひと気けのない森へと移動した。いつぞやタイタンと契約したときのように、誰かの手を借りるつもりはなかった。一〇〇〇年以上召喚士として修行を積んだ者がいればともかく、それ以外の誰が来たって足手まといになるだけだからだ。

《やあジレン、いよいよ本番だね》

　来ると思っていたが、やはりクロノスが顔を出した。

「礼を言うよ、クロノス。おまえのおかげで、この機会を得られたみたいだしな」

《そんなことはない。ボクがなにも言わずとも、あの始原の神霊はキミに機会をくれたはずだよ。あの場に辿り着いたという事実をもってね。それに安心するのはまだ早い。世界最強とかいうレベルじゃない、すべての力の源にキミはケンカを売ったんだからね》

「分かってる。これまでに費やした膨大な時間を無駄にしたりはしないさ」

　俺は覚悟を決め、ずいぶん昔に手に入れた魔晶石の腕輪を見つめた。この魔晶石を通し、始原の神霊を召喚するのだ。

「仮の契約に基づき召喚に応じよ、始原の神霊」

　わずかに俺の魂に結びついている神霊は、すぐこの世界に現れた。

「ふむ、異なる世界へ赴くなど果たしていつ以来であろうな」

　俺が召喚した老人は、そんな言葉を口にした。

　召喚した精霊の分身がしゃべったのだ。ここへ召喚したのは始原の神霊本体ではなく、その分身なのだ。本来なら意思の疎通などできない。だが始原の神霊ともなれば別なのだろう。また精霊使いの歴史が塗り替わった瞬間である。

「では見せてもらうとしよう、おまえの力を」

「分かった。行くぞ！」
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　地獄が顕現したかのような戦いが始まった。

　精霊使いの戦いは基本的に遠距離戦となり、障害物があった方がかわしやすい。戦場を森の中に設定した理由はそこにある。

　だが目もく論ろ見みは外れた。

「防げねば終わるぞ？」

　神霊の体から不思議な白い光が噴き出し、すべてが吹き飛ばされた。木々も地面も剝ぎ取られ、一瞬で森の中に開けた空間ができあがっていた。俺も咄とっ嗟さに無数のノームを召喚し、何重もの《石の壁》を作っていなければ一撃で吹っ飛ばされていただろう。

「なるほど、想像以上の力だ……！」

　俺は本能的に悟った。守勢に回ったが最後、この神霊に勝ち目はないと。

「やれ、ノームたち！」

　すぐさま攻撃に移る。俺がもっとも得意とするのは大地の属性だ。ノームたちに命じて岩の雨を降らせる。

　だが効果があったようには見えなかった。すべての岩は、始原の神霊を覆っていた不思議な光のヴェールに触れた瞬間、弾はじかれ、あるいは砕け散った。

　すぐ反撃が来た。変幻自在の光が衝撃波となって襲い掛かってきたのだ。咄嗟に足元の地面を吹き上げることで空に逃げる。

　だが、次に神霊は光を槍やりとして俺に向かって投じた。

「まずい！」

　直感的にそう悟ると、すぐさま重力を操り、その束縛から俺自身を解放。

　この状態なら風の精霊に命じて風を操ることで、かなり高速で空を飛ぶことができる。追いすがる光の槍をかわす。

　だがその槍は、まるで追尾するように空中で軌道を変えて俺に向かってくる。防ごうにも空中では盾になるものはない。

「出いでよウンディーネたち！」

　俺は水の精霊を召喚し、氷の槍を作り出して迎撃した。幸い効果はあり、光の槍は空中で爆発する。謎の光の正体はまだよく分からないが、反撃に移る好機だ。

「これならどうだ！　出でよサラマンダーたち！」

　全力を出すべく、数百体のサラマンダーを一斉に召喚した。そのすべての真名を俺は覚えている。これまでに一〇〇人を超えるジレンが、その人生の度に契約してきた思い出深い精霊たちなのだ、忘れようがない。

　サラマンダーたちが一斉に炎を吹きかけた。もちろんそれだけで倒せる相手だとは思えない。

　同時に一〇〇体のシルフを召喚、つむじ風を起こす。風はたちまち竜巻となり、そこにサラマンダーの吐く炎が入り込んだ。炎の竜巻──火炎旋風だ。

　無敵のヴェールに包まれている始原の精霊と言えど、その周囲を業ごう火かで包まれればなんらかの痛手を与えられると考えたのだ。少なくとも相手が人間であれば焼け死ぬか窒息死する。

　だが始原の神霊には通用しなかった。火炎旋風が収まると、その中心には何事もなかったように光のヴェールに包まれた始原の神霊が立っていたのだ。

「傑出した力を持つことは認めよう。だがこの程度では傷一つ付けられぬぞ」

「……まだまだこれからだ。俺だって何千年も召喚術を鍛えてきたんだからな！」
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　始原の神霊。その言葉に噓うそ偽りはなかった。俺が持つどんな召喚術を使っても、その身に傷一つ付けることはできなかった。

　それでも、俺はがむしゃらに戦い続けた。相手は俺の力で一時的にこの世界に召喚された神霊の分身。その力を浪費させ続ければ、いつかは尽きる。

　やがて日は暮れ、長い夜が訪れた。それでも俺の戦いは続いた。朝が来て、また日が高くまで昇った。俺は下位精霊を組み合わせ、上位精霊を何度も呼び出し、時には接近戦まで繰り出して何度も何度も攻撃を繰り返した。




　終わりが訪れたのは、二度目の夕暮れを迎えたときのことだった。
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「はあっ、はあっ、はあっ！」

　俺は不眠不休で夜通し戦いを続け、数え切れないほど召喚を繰り返した。数えきれぬほどの長い時をかけて自分自身を育て上げてきたからこそ、なんとかここまで戦えたのだ。

　だが、それももう限界だった。もはやこれ以上なにも召喚できる気がしない。疲労と空腹と全身の怪け我がは深刻で、もう一度光の槍が飛んでくれば、俺には身をよじってかわす力すら残っていない。

「これが、召喚術の頂点、か……」

　当の始原の神霊は、傷一つ付いていない。その身を覆う光のヴェールは、よく見ると昨日よりわずかに薄れているようにも感じられるが、どうみても俺より元気であることは間違いない。

　そのときだった。

　始原の神霊を覆っていた光のヴェールが、突然消失した。

「よかろう。人間よ、おまえの力は見届けた」

　俺はその言葉の意味を測りかねた。

「ど、どういうことだ？　なにを言っている？」

「余との契約を許すと言っているのだ。文句はあるまい？」

　疲れを忘れたかのように、俺の胸は高鳴った。神とも錯覚し得るような神霊との契約。召喚術の頂点を極めるという長年の夢が、ついに叶かなうというのだから。

「余は戻るぞ。付いて参れ」

　そう言い残すと、神霊は消え去った。

　俺は慌てて意識を集中すると、異界に存在する神霊の存在を感知し、《霊魂化》してその場所へと赴いた。
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　前回この場で出会ったときと同じように、始原の神霊は玉座に座って俺を待ち構えていた。傍かたわらにはクロノスを控えさせて。

　いよいよこの神に等しい神霊と契約できるというのだ。俺の胸は高鳴ったままだ。

「まったく、人間の力など矮わい小しょうなものだと思っていたが、長い時を経ることでこれほどの力を得るとは」

「そうだろう？　可能性とは実に面白い言葉だよ」

　始原の神霊とクロノスが言葉を交わす。

「おぬしが肩入れする気持ちも分からんではない。無意味であるがゆえの戯たわむれ、か」

　恐らく高位の精霊同士にしか分からない会話を交わす。どうせ会話の意味は教えてくれないのだろう、だからこそ俺は無礼を承知で話を進めようとした。

「そんな話はもういいだろう。約束だ、始原の神霊。早速契約を頼みたい」

「褒めてやっているというのに、この粗そ忽こつ者ものが。まあよかろう、我が真名はオリジン。しかと魂に刻み込むがよい」

「オリジン……！」




　その真名を耳にした瞬間──俺の魂と、オリジンのそれとが一つになる。オリジンの力の本質を、俺は理解したのだ。

「は……はははっ！」

　俺は笑った。笑うしかなかった。

　それはついに召喚術を極めたという歓喜の笑いだ。それと同時に、俺の身に備わったオリジンの力の正体を知ったことによる自虐的な笑いでもあった。

「なんだこれは!?　これが最強の力か、いくらなんでも強大過ぎるだろう！　もしこんな力を俺の世界で使ったら……世界が滅ぶじゃないか！」

「驚くことではなかろう。余を感知したそのときから、察してはいたはずだ」

　その通りだった。長い研けん鑽さんの末に辿たどり着いた、すべての力の根源。その力は、およそ人に制御できるものではないと。

「そうか、そうだったな。感謝する、オリジン。俺がこの力を振るうことはないだろう。だがこれで……召喚術を極めたという実感が湧いたよ」

「汝なんじの感想になどさして興味はない。用が済んだのなら去れ。そして今後も余を楽しませよ。矮小な生物がどのような道を歩むのか、それこそが余の娯楽となろう」

　神霊などと言ってはいるが、なんとも性格の悪い存在だった。

　だが気にならなかった。その性格の悪さゆえに、俺に契約の機会を与えてくれたのだから。なによりもその結果として、俺は召喚術を極めるという長年の夢が叶ったのだから。











第三章　第一話　新しい歴史
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「おめでとう、ジレン。とうとう始原の神霊の力を手に入れたね」

　始原の神霊と別れた後、俺は時空の精霊クロノスのいる異界へと赴いていた。

「これは人の身には過ぎた奇跡だ、誇っていいことだよ」

「おまえにそう言ってもらえると実感が湧くな。そうだ、俺は召喚術を極めたと言っても過言じゃないだろうよ」

　契約したからこそ分かる。始原の神霊の力の源。あれ以上の精霊が存在するとはおよそ思えない。

「ところで、召喚術を極めたとしたらキミはこれからどうするんだい？　目標は一応達成した形になるわけだろう？」

「そうだな。ただ、少なくともあと一度は過去に戻っておきたくてここに来たんだ」

　今の俺は、ジレンとジレッドが一つになった身である。

《過去転移》を繰り返してきた俺だったが、別に永遠を生きるつもりはない。召喚術を極めるという目的が達せられた後であれば、ジレンとジレッドが一つになる意味もない。ジレンにはジレンとして生きてもらいたかった。

　ティアナのためでもあった。どうやらジレンとティアナは互いのことを好き合っていたらしい。しかしティアナを父として育てたジレッドとジレンが融合してしまうと、残念ながらその感情はあやふやなものになってしまう。

　だからこそ最後に一度《過去転移》を行い、ジレンに自分の人生を謳おう歌かしてもらいたかったのだ。というよりは、ティアナを他の男にやりたくないという思いの方が強い気もするが。

「そうかい。まあボクのやることは変わらない。早速だけど《過去転移》に伴う三つの制約について解説しようか？」

「分かった、やってくれ」

　クロノスの解説が始まった。

　過去に転移したとしても、歴史に大きな影響を与えることはできない。

　生まれる以前の時代に《過去転移》することはできない。

《過去転移》した時点でクロノスとの契約は解除される──。

「以上だよ。ところで気付いてるかもしれないけど、もしこれがキミにとって最後の《過去転移》ということになるのだったら、ボクたちが会うのはこれが最後になるはずだ。恐らくキミとの縁は今度こそ消失し、これまでのようにキミの世界でキミと接することもできなくなるだろう」

「……そうだな」

　記憶が取捨選択されているので実感があるわけではないが、俺はもう数千年の時を過ごしていることになる。その時間を共に過ごしたのは、ただ一人クロノスだけだ。それに、俺は恐らく精霊使いの歴史を塗り替えたが、それを知る人間は誰一人としていない。唯一の例外がクロノスだ。

　そんなクロノスとの別れになると考えると、名残惜しいものがあった。

「仕方ない。逆に言えば、縁があればまたすぐに会えるってことだろう？　なら案外今生の別れとはならないかもな」

「その通りだよ。そして未来を知ることのできるボクに、なにも言えることはない。味気ないけど、早速《過去転移》するかい？」

「そうだな……」

　一応クロノスと会話できるのはこれが最後かもしれないのだ。解消できる疑問は今解消しておくべきだった。

「せっかくだ、一つだけ聞いておきたい。おまえは何度もこう言ったな、過去での行動はすぐさま未来に反映される。ゆえに歴史に大きな影響を与える行為は、因果律によって修正されると」

「うん、その通りだ。どうしたんだい、今更？　数え切れないほど聞いたことだろう？」

「だが……冷静に振り返るとおかしいことばかりだ。俺は《過去転移》を繰り返す過程で、人が死ぬ未来を回避したり、逆に人を殺したり、どう考えても歴史に影響が出そうなことを散々やってきたんだ。にもかかわらず、未いまだに因果律の修正を受けた覚えがない」

　たとえば本来死んでしまうティアナの生存は、まだ歴史に与える影響が小さいがゆえに許されたのだと思っていた。未来で稼いだ金を過去に持ち込むことも。

　だが、帝国軍の要塞を破壊したり、研究所に未来の研究成果を伝えたりしたことは、どう考えても歴史に影響が出ないとは思えない。

「もちろん因果律の修正を体験したことはある。たとえば一度目の世界と二度目の世界で手に入れたものを、三度目の世界に持っていこうとすると消滅したこともあったな」

　あれは上位精霊が召喚可能な魔晶石を増殖させようとしたときだ。二つの魔晶石を持って《過去転移》しようとしたら、一つは消えてしまった。

「当然だよ。本来、《過去転移》は一度しか行えないという制約があるんだから」

「そうだな。俺自身にしろ魔晶石にしろ、なにかが無限に増殖するような可能性が生じることは、因果律の修正対象になる。それは知ってる」

「つまり、別に因果律の存在を疑ってるわけじゃないんだろう？　キミに未来の出来事を教えようとすると、因果律によってボクの言葉が消失してしまうのは何度も見たはずだ」

「そうだ、因果律は間違いなく存在する。なら……なぜ歴史に影響が出るほどの行動がすべて見逃されてきたんだ？」

　クロノスは笑った。まるで悪戯いたずらをした少女のように。

「いいかい、それはね────からだよ」

　そして何事かを口にした。

　このときクロノスは確かになにか言葉を口にしていた。だが、俺には理解できなかった。

「まあそう都合良く答えが得られるとは思ってなかったが」

　精霊が無制限に人間の質問に答えてくれるなら、精霊についての神秘なんてとっくの昔にすべて解き明かされているだろう。彼ら精霊の受け答えには常になんらかの制限があるのだ。

「ボクに言えることはいつだってたった一つだよ。因果律は歴史に大きな影響を及ぼすような行為を絶対に認めない。だけど──」

「歴史に与える影響が許容範囲である限り、因果律が関与することはない？」

「そうとも。キミが自分の取った行動をどう解釈しようと、それだけの話だよ」

　つまり、歴史に影響があると思ってやってきた俺の行為も、実は大したことではなかったということだろうか。

　たとえば俺は、帝国軍の要塞を破壊したことがあった。だが後の歴史で、もともと破壊されることが決まっていた要塞だったのかもしれない。

　兵士や山賊を殺したこともあった。だが考えるまでもなく、兵士や山賊などいつ死んでもおかしくない存在だ。死ぬのが多少前後しようと歴史に影響はなかったのかもしれない。

「さあ、もういいかい？　じゃあ《過去転移》をしようか。いつも通り戻りたい時間と場所を脳裏に思い浮かべるといい」

「分かった。世話になったな、時空の精霊クロノス」

「異なる世界の精霊使い、機会があればまた会おう。そうでなければさようなら、だ」




　クロノスは指をパチンと鳴らした。次の瞬間、俺の体は光に包まれた。足、手、胴、顔。すべてが白い光で塗りつぶされていき、そして──。
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　俺はいつもの場所に転移した。いや、戻ったというべきか。

　ラメルダ村にある孤児院〝大地の子の園〟。そのすぐ近くだ。初めて《過去転移》したときは日の出の時刻だったが、今はまだ日の出前で周囲も薄暗い。《過去転移》する度に少しずつ前の時間に転移してきた結果である。

　ただ、足元にはこれまでと変わらず赤ん坊時代の俺がいた。してみると、俺がこの場に捨てられたのは恐らく真夜中だったのだろう。まあ俺が捨てられた経緯や、誰が実の親かなんてとっくの昔にどうでもいいこととなっていたが。

　俺は赤ん坊の俺を抱き上げた。もう数え切れないほどこうして抱っこしているというのに、間もなくジレンと名付けられる赤ん坊の俺は泣き出した。これだけはシスター・ノアじゃないと泣き止やまない。

「ジレン。安心しろ、誰よりもおまえを立派に育ててやるからな」

　その決意を新たにする。

　ジレンは俺自身であり、同じ魂を持っている。だがそうは言っても、今の時点ではジレンと俺は別の思考を持っている。そういう意味では別人には違いない。

　そんなジレンを、これまで俺は散々利用してきたと言ってもいい。ジレンには俺と融合することなく、ティアナと人生を共に過ごすという未来もあったはずなのだ。

　だから、俺は今回ジレンに最良の教育を施してやるつもりだった。今の俺にはそれができる。なにせ俺はジレンを育てること数千回、しかも実際に様々な教育を施されたジレンがなにを思いどう感じたか──という答え合わせまで完璧にできているのだから。

　そして誰にも負けない力を手に入れた後は、ジレンが好きに過ごせばいい。ジレンはまだ経験こそないものの、俺とまったく同じ召喚術を使いこなすことができる最強の精霊使いなのだ。ティアナを幸せにすることぐらいできるだろう。

「ちょっと、誰なのあなた!?　その赤ちゃんどうしたの!?　泣いてるじゃない！」

　そうこうしているうちに、ジレンの泣き声を聞いてシスター・ノアがやってきた。

「すまない、ここに孤児院があると聞いて来たんだ。この赤ん坊は俺の友人の子でな」

　いつも通り、事情を説明する。友人はこの子を俺に託して亡なくなり、どうしようかと途方にくれていたと。この子を育てるのを手伝ってくれないか──と。

「ちょ、ちょっと待って。頭が追いつかないわ。大体、あなただってなにその格好？　全身ボロボロじゃない」

　言われて気付く。そういえば俺は始原の神霊と丸一日戦った後、そのまま《過去転移》してきたのだった。怪け我がは水の精霊の力で治療したが、服装などは当然そのままである。

「分かるだろう、赤ん坊を連れての一人旅だ。ここまで辿たどり着くのも大変だったんだ。そんなことより、この子を抱っこしてくれないか。俺ではどうしても泣き止ませられないんだ」

「分かったわ、貸して」

　俺を怪しんでいたシスター・ノアだが、泣く赤ん坊には誰も勝てない。見かねてすぐに手を差し伸べてくれる。

　そして、彼女は俺に懇願され名付け親となるのだ。これまでとまったく同じように。

「この子の名前は……ジレン。あなたは今日からジレンよ」
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　こうして俺の新たな日々が始まった。

　もっとも、やることはこれまでとそう変わらない。ジレンに教育を行うにしても、赤ん坊のときにしてやれることなどないに等しいからだ。

　そもそも〇歳児の育児というものは、一〇〇回体験しても簡単なものではない。

　なにせ一人の人間の衣食住の面倒をすべて見てやらねばならない。一日に一〇回近く授乳が必要だし、おしめを替える回数はそれ以上だ。夏場ならともかく、冬場のおしめ洗いはなかなか厳しい。

　もっとも、地水火風の精霊を自在に操れる今の俺ならかなり苦労は軽減できる。

　綺き麗れいな水を出すことも湯を沸かすことも容易だ。それどころか風の精霊を併せて使うことで水流を作り出し、手を濡ぬらさずともおしめを洗うことができる。熱風を生み出し、おしめを即座に乾燥させることも。

　それでも、わずかでも目を離せば命すら落としかねないのがこの頃の赤ん坊だ。そういう意味では、今回の俺はいっそ楽だったかもしれない。召喚術探究のことなど忘れ、ただジレンが健やかに成長することだけを考えていればよかったのだから。




　ジレンが二歳になった。とはいえ、状況はそう変わらない。

　当たり前だがジレンはまだしゃべれもしない。「ああああああー」と意味不明な叫び声を上げながら歩き回れるぐらいだ。またこの頃になると、ジレンはやや暴力的になる。嫌なことがあると容赦なく拳を振り上げ、物を投げて抗議するのだ。

　だが、何千回もジレンやティアナを育てた今の俺なら知っている。

　二歳児というのは、自分でできることが日々増える一方で、自分一人でできないこともまた圧倒的に多い。そして自分がなにをしたいか伝えることは難しい。結果的にそのストレスが暴力となって表れるのだ。この辺り、実は大人も二歳児も変わらない部分がある。

　またこの頃になると、ジレンは家の内外で一人遊びもするようになる。こうなると、下手になにかを教えようとするより、ジレンを見守って様々な好奇心を持たせることの方が重要であることを俺は知っていた。

　ただ以前、熊に襲われそうになったこともあり、警戒は万全にすべきだった。今やこの孤児院は動物よけの石垣で周囲を囲まれ、ボロボロだった建物も前の世界から持ってきた金を使い、大工を雇って改築されていた。




「ジレッド、大変よ！　孤児院の前に、また捨て子が！」

　ティアナという家族が増えるのもこの頃である。

　瀕ひん死しのティアナが来たことで、孤児院はまた騒がしくなった。ティアナの死を回避するためには、それなりの労力が必要だからだ。

　もっとも、その労力はまったく苦にならなかった。俺は──正確には一〇歳のジレンだったときの俺は──ティアナに惚ほれる。惚れた女を育てることになんの躊ちゅう躇ちょがあろうか。

　ただ、育ての親として毎日ティアナのおしめを替えていると、残念ながら恋愛感情なんて抱きようがない。それどころかこうも赤ん坊の頃から育てていると、まるで自分の子のようにも思えてくる。ジレンとジレッドが融合すると、ティアナへの恋心がうやむやになってしまう最大の理由だ。
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　三歳になる頃にはジレンもずいぶんしゃべれるようになり、俺も教育を本格化し始めることとなる。とはいえ嫌がることを教えてもなんの意味もないことは身をもって知っている。まずは色々なことを体験をさせ、ジレンが興味を持ったことを飽きるまでやらせる。すべてはそこからだ。

　精霊使いになることを急がせる必要もない。なにせティアナがいるおかげで、俺がなにもしなくともジレンは精霊使いを目指すことになる。「ティアナを守る力が欲しいんだ」とか言い出して。俺としては恥ずかしくなってくる台詞せりふだが。

　ただ、誰も気付かないところで別の訓練は開始していた。重力の精霊を召喚し、ジレンにかかる重力の強さをほんの少しずつ強めるのだ。家の内外を元気に駆け回るようになるこの頃、重力を強化することでジレンの筋肉や骨、心肺機能をも鍛えられることを、俺は経験で知っていた。

　数えきれぬほど繰り返してきた行動に変化が訪れたのは、ジレンが六歳になったときだった。
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　同じ一時間であっても、若者には長く、老人には短く感じられるという。数千年を過ごした今ならなんとなく分かる。ジレンが五歳になるまでの時間は、今の俺にはあっという間に感じられた。

「ティアナ、こっちこっちー」

「まってぇ、だっこがいいのぉー」

　この頃になると、だいぶ育児の手間は軽減する。ジレンとティアナが二人で遊ぶ時間が増えるからだ。こうなると俺やシスター・ノアも遠くから見守るぐらいしかやることがない。

　だがその結果として、俺は新たな悩みを抱えることとなる。

　この先、俺はなにをすればいいのだろうか──と。

　ジレンとティアナが力強く育っていけるよう手を尽くすことに異存はない。だがジレンが立派に育ち、手がかからなくなったら、俺はどうすればいいのか。

　数千年も費やした召喚術を極めるという目的。あれに代わるほどの生きる目的というのは、果たしてあるのだろうか。

　どれだけ考えても、なにも考えつかなかった。

「どうしたの、ジレッド」

　シスター・ノアが声をかけてきたのは、そんなときだった。

「どうって。いつも通りジレンを見守ってるだけだが」

「それは分かるけど……。ジレッド、あなた最近どこか変じゃない？　なんだか急にぼーっとすることが増えたみたいな」

　シスター・ノアの指摘は正しかった。

「実はな、シスター。少し前、俺には生涯をかけた目的があったんだ」

　相手は俺の育ての親でもあるシスター・ノアである。相談相手としてはこれ以上の相手もおらず、俺はその悩みを口にした。

「だがその目的も、もう達成したんだ。今はジレンやティアナを育てるという目的があるが、二人とも成長していくにつれ、どんどん手がかからなくなっていくだろう？　正直、持て余している時間をどうすればいいか分からなくてな」

「はあ？」

　思い切りシスター・ノアに呆あきれられた。子供には決して見せないような冷たい目をされる。

「お、おい。俺は本気で悩んでるんだ、『はあ？』はないだろう」

「だってそう思ったから仕方ないでしょ？　まったく、信じられない……。いいわ、だったらわたしが目的を作ってあげる。お願い、わたしに手を貸して」

「なに？」

　それは数千年彼女と共に過ごしたにもかかわらず、初めて耳にする言葉だった。

「言っとくけどね、あなたは多分あなたが思ってる以上にすごいの。お金を出して乳母や大工まで雇ってくれたのもあるけど、召喚術で綺麗な水をいくらでも出してくれるし、石垣まで作ってくれた。感謝してもしきれないぐらいよ」

「……呆れられたり感謝されたり忙しいな。全部ジレンやティアナのためだ、大したことじゃない。それより礼を言うのはむしろ俺の方だ。いつもジレンを見てくれてありがとうってものだ」

「わたしはいいのよ。子供の笑顔が最大のご褒ほう美びだから」

　よくそんな聖人のような台詞を臆面なく口にできるものだ。だがシスター・ノアはそういう人なのだ。

「だから……わたしがお願いできる立場でもないんだけど。あなたの力を、もっともっと貸して欲しいっていつも思ってるの」

「それは構わないが……俺の力で一体なにをしたいんだ？」

「今、隣の国で戦争が起きているのは知ってるでしょう？　この国も、河を堰せき止められて多くの人たちが故郷を捨てなきゃならなかったし、行くアテがなかった人たちは必死にこの土地にしがみついてるわ」

「ああ、よく知ってる」

　ロヴェーレ帝国に河を堰き止められて早六年。多くの民衆が生まれ育った土地を捨てねばならず、さらにこの後に起こる帝国軍の侵攻で、俺とシスター・ノアも難民になったことがある。俺にとっては遠い昔のことだが、あのときの苦労はまだ覚えている。

「いつだって変わらないわ。多くの人が苦しむとき、被害を受けるのは小さな子供よ。子供は誰かの助けがなくちゃ生きられない、でも大人が困窮すれば、子供は二の次になっちゃうもの」

「ああ、よく分かる」

「お礼なんてなにもできないし、あなたのできる限りでいい。泣いている子供を救いたいの。この孤児院をもっと大きくして、泣いている子供を一人でも減らしたいの。そのためにあなたの力を貸して欲しいのよ」

「……そうか」

　俺はシスター・ノアととてつもなく長い時間を共に過ごした。だがその間、彼女からそんな理想を聞いたことはなかった。

　分からなくもない。子育てに奔走しているときはそんな余裕がなかったし、《過去転移》を繰り返している間、俺には常にやることがあった。召喚術や武術の訓練、物理学の研究などだ。

　今回初めて、俺は手持ち無沙汰になっていた。「なにもやることがない」と愚痴るほどに。だからこそシスター・ノアはずっと思い描いていた理想を告白することになったのだろう。

「俺のできる限りで、か」

　ジレンやティアナを育てているとよく分かる。人を育てるというのは大変なことだと。にもかかわらず、かつてシスター・ノアはたった一人で俺を育てたという。つくづく思う、それは始原の神霊を探し出すよりはるかに大きな偉業だったのではないか──と。

　俺は自分の迂う闊かつさを呪いたくなった。そうだ、俺やジレンのことばかり考えている場合じゃない。俺はシスター・ノアに返しきれないぐらい大きな恩があるのだ。

「分かった、やってみよう。俺の力を、今後はこの孤児院のために使おう」

　今後は彼女への恩返しのために生きてみてもいい。そう思った。
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　ジレン六歳の春。

　いつもならフィンポートの街へ引っ越していた頃だ。だが今回俺は引っ越しを提案しなかった。シスター・ノアの希望は、自身が生まれ育ったこの地で、戦争の被害が多く出るであろうこの地で、子供のために尽くすことだったからだ。

　大体、フィンポートにはすでに孤児院がある。街へ引っ越せば暮らしが便利になって仕事もできるが、今の俺なら近くの街へ飛んでいくことも簡単だし、山から金銀宝石を掘り出すことも造作ない。孤児が増えればジレンの友人も増えるだろうし、精霊使いになるための修行もここでできることを考えれば、引っ越す理由は特に見当たらなかった。

　ところが、これも因果律の影響なのかもしれない。この世界ではシスター・ノアの方から提案してきたのだ。

「ジレッド。残念だけど、この孤児院を捨ててどこかの街に逃げるしかないわ」

「どうしたんだ、いきなり。この孤児院はおまえの生まれ育った大事な場所だし、おまえの夢はこの孤児院を大きくすることなんだろう？」

《過去転移》の度、何度彼女から聞かされたか分からない、できればこの孤児院から離れたくない──と。

「最近、通りがかる人がみんな言うでしょう？　帝国軍の侵攻が迫ってるって」

「なんだ、そのことか」

　俺が生まれる一年前のフェロキア暦一九九年。ロヴェーレ帝国が隣国リーンバル王国に侵攻を開始。長い戦争が始まった。

　圧倒的な国力を持つ帝国だったが、七年が経たった今も、戦線は膠こう着ちゃくしているという。このグラストル公国始め、多くの同盟国──もともとフェロキア同盟という同盟で繫つながっていたのだが──がリーンバル王国を支援したからだ。業ごうを煮やしたロヴェーレ帝国は、間もなくこのグラストル公国へも兵士を差し向けることになる。

「もし帝国軍が攻め込んできたら、ジレンやティアナがどんな目に遭うか分からないでしょう？　帝国軍は占領した土地の人を奴隷にするっていうし」

「いや、別に帝国軍なんて追い払えばいいだろう」

　何気ない俺の言葉に、シスター・ノアは目を白黒させた。

「あ、あなたなにを言ってるの？　軍隊よ？　それも帝国の。追い払うなんてできるわけないじゃない」

「いや、赤ん坊を眠らせるよりよほど簡単だ。俺の召喚術なら」

《過去転移》を繰り返していたとき、〝戦場の蒼そう雪せつ〟シルビアを救うため、あるいは王国に恩を売るためという理由で帝国軍と戦ったことは数知れない。軍勢と戦う方法、蹴散らす方法ならいくらでも知っている。

　もっとも、その光景を目にしていないシスターには容易に信じられないのだろう。珍しく不安そうな目で俺を見ている。

「シスターはいつだって自分のことよりジレンたちを優先してくれたんだったな。だが大丈夫だ、俺を信じてくれ。帝国軍ごときにおまえの理想を邪魔させはしない」

「……本当に、本気で言ってるの？」

　ジレンやティアナの命が懸かっているのだ。さすがのシスターも慎重だった。

「さて、確かに言葉で説明してどうにかなるものでもないな。なら召喚術の真髄を見せようか？　大地を割って雷を落とすぐらい簡単なんだが」

　俺は本気だった。シスターも俺の言葉を冗談とは取らなかった。やがて真剣な顔のまま頷うなずく。

「いいわ、他でもないあなたがそう言うなら、信じる。あなたはジレンを友人の子だと言っていたけど、あなたのジレンへの接し方は実の父子おやこにしか見えないもの。あなたがジレンやティアナを危険にさらすようなことをするとは思えないわ」

　少々誤解があるのだが、訂正する必要があるとも思えなかった。

「ああ、信じてくれ。それに帝国軍が攻めてくれば、この地に残ってる人々は難民になるはずだ。助けを必要とする子供も出てくるだろう。ここに孤児院が必要になるはずだ」

「わたしもそう思う。なにより、ティアナのこともあるわ。あの子はこの孤児院に捨てられていたけど、きっとなにか事情があったはずよ。いつご両親が迎えに来てもいいように、できるだけこの地にいたかったの」

「……そうだったのか」

　数えきれぬほどの《過去転移》を経て、彼女がこの地にこだわる理由をようやく知った気がした。一方で、《過去転移》を繰り返していた間、どれだけ俺が自分のことしか考えていなかったのかと赤面したくなる。

　シスター・ノアはそこまで孤児たちのことを考えてくれていたのだ。ならば俺も全力で彼女の理想に殉じたい。

　大体、俺は帝国軍が嫌いだ。連中が侵攻してきたおかげでシスター・ノアは苦労することになるし、シルビアも帝国軍の捕虜になる。帝国軍が来るからといって逃げるというのはなんとも腹の立つことだった。
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　一ひと月つきも経たないうちに、帝国軍の侵攻は始まった。

　人間というのは「自分だけは助かる」とか、希望的観測を持ちたがるものだ。それに住み慣れた土地を離れるというのは大変重い決断だ。逃げ出した先で家や仕事を得られる保証はなく、実際多くの難民は浮浪者にでもなるしかないのだから。だからだろう、この地に残っていた人々も、帝国軍が侵攻してくるそのギリギリまで行動を開始しようとはしなかった。

　俺にとっても慌ただしい日々が始まった。まずはジレンに自衛の術すべを教えねばならなかった。すでに大地の精霊と契約できていたジレンだが、新たな精霊と契約させている時間はない。幸い、ジレンは俺が契約した精霊を行使できるのだ。

「今から教える真名を覚えておけ。そうすればおまえにも地水火風の精霊が扱える。どうしても必要になったら、おまえがティアナやシスターを守るんだ」

「うん、分かった。僕、絶対みんなを守るよ」

　通常の精霊使いなら、真名を伝えるだけで精霊が召喚できるという事実を理解できないだろう。だが他の精霊使いと接触したこともない子供のジレンは、疑問を差し挟むことなく素直に受け入れた。

　間もなく、この孤児院に難民が訪れるようになった。近隣に残っていた農民たちが通りがかったのだ。

　最小限の荷物だけを持ち、疲れ果てた顔で移動を続ける難民たちに、シスター・ノアが手を差し伸べないわけもない。

「せめて一晩だけでもゆっくりしていって」

　と食事と宿、ついでに風ふ呂ろまで提供した。当然ながら食材調達や湯沸かしは俺の仕事である。ジレンも手伝ってくれたのは助かったが。

　農民が風呂になど滅多に入れるものではない。これほど厚遇しては、居心地のよさに孤児院に居着く難民も出てくるのでは──と思ったが、そんなことはなかった。

「ありがとうよ、おかげで一息つけた。だが帝国軍が来てるんだ、あんたたちも逃げた方がいい」

　誰もがそう言い残し、翌日には出て行ったのだ。無理からぬことではある、本当はここにいた方が安全だというのに。

　変化といえばもう一つあった。俺の寝床が狭くなったのだ。

「ジレッド……。なんだかこわいよ……」

　子供ながらに普段と違う日常が──戦火が迫っていることを感じたのだろう、ティアナが俺のベッドに忍び込んでくるようになったのだ。

　それだけならいいが、ティアナが俺のベッドに来たことでジレンも不安を感じ、最終的にシスター・ノアまで俺のベッドに忍び込んできたのだ。

「み、みんな一緒の方がいいでしょ！」

　枕を抱いて顔を赤くしながら俺の寝室に入ってきたシスターの姿を見て、俺は危うく笑ってしまうところだった。余談ながらこの夜は四人で寝た上にティアナかジレン──恐らくティアナ──がおねしょしたせいで俺のベッドは大変なことになる。




　そしてついに、その日は訪れた。帝国軍の尖せん兵ぺいが、間近に迫ってきたのである。
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　その一報は孤児院に立ち寄った難民によってもたらされた。

　彼らは大事な荷も放り捨てて、着の身着のまま息も切れ切れに孤児院に辿たどり着いたのだ。

「どうしたの、なにがあったの？　誰かと思ったら、モレル村の人たちじゃない」

　シスター・ノアは彼らに休息を勧めながら事情を聞こうとした。

　モレル村。一番近い農村で、俺も物々交換のために立ち寄ったことがあった。

「シスター、無事だったんだな！　あんたたちもすぐ逃げた方がいい、帝国軍がそこまできてるんだ！」

「なんですって……!?」

　シスター・ノアは俺を見た。ついにそのときが来たと言いたげに。このときほど不安そうな顔をしてる彼女を見たのは初めてだった。

　だから俺は言った。シスターやティアナの心配を解消するために。

「心配するな……と言っても無理か。分かった、様子見ついでに追い払ってこよう」

　俺は散歩にでも行くような気軽さで言ってみたが、シスターは不安そうだったしティアナも彼女の修道服を摑つかんで離さない。

「ジレッド、みんなは任せて！」

　ジレンは一人だけ平気な顔をしていた。それがティアナを元気づけるための強がりであることは明白だったが、その気概は称賛してやりたいところだった。

「任せたぞ。なに、皆を安心させるためにも、少し派手にやってくるさ」

　俺は派手に移動することで力の一端を見せることにした。重力と大地と風の精霊による超高速移動である。

　まず俺自身にかかる重力を弱める。次に俺が乗っている地面を飛ばすことで斜め四五度方向へ飛び出す。重力が弱まっている俺は、とんでもない速さで射出される。

「ジレッド、すごーい！」

　はるか後方からティアナの無邪気な声が聞こえた。だがそれも一瞬で、すぐ聞こえなくなる。

　風のせいだ。俺は風の精霊に命じて進路上の空気抵抗を弱めつつ、追い風を生み出していた。後ろからの声などすぐ聞こえなくなる。

「さて、問題は帝国軍がどこにいるかだな」

　幸い、近くまで侵攻している様子はない。孤児院周辺は平原地帯だ、上空から見回せば見落とすことはまずないだろう。

　間もなく俺は平原地帯を抜け、近くにある森の上空へ入った。辺り一帯を燃やすとか破壊するとかならどうにでもなるが、森の中にいるかもしれない帝国軍や難民を見つけるとなるとさすがに骨が折れる。

　幸い、道沿いならばなんとか木の密度も少なく、視界が確保できる。

　このとき、俺はまだすべてを楽観的に考えていた。帝国軍を追い払うことはたやすい。そうすればまた孤児院に戻ってシスター・ノアの理想を手伝えばいい、それだけのことだと。

　だが、このすぐ後、俺は人生を一変させるような出来事に遭遇することになる。この世でもっとも聞きたくない声を耳にしたのだ。




　小さな子供の悲鳴である。











第三章　第四話　見過ごしてきた現実　後編










◆◆◆◆







　ロヴェーレ帝国の兵士たちには、従軍の代償として一つの特権が与えられている。

　略奪だ。侵攻した土地の財貨・食糧はもちろん、現地の住民を奴隷として拐かどわかし、売り払うなり好きに扱っていいと。

　だが、このとき森の中を進んでいた帝国兵たちは不運だった。先遣隊として本隊より先行できたはいいものの、大きな村落はすでに他の隊に略奪されていたからだ。つい先ほど襲撃したモレル村という小さな村も、住人は逃げた後なのか皆無に等しく、得られた財貨もたかがしれていた。

「ちっ、しけてやがんな。これだけ歩いて見つかった奴隷がこんなやせ細った青いガキ一人とは」

　兵士の一人が呟つぶやき、持っていた鎖を引っ張った。

「いやああああ！　いたい、もうやだよぅ！」

　鎖に繫つながれていた幼女の悲鳴が響き渡った。まだ五、六歳にしか見えない幼女が泣き叫んでいるにもかかわらず、情けをかける者は誰一人いない。

「うるせえぞ！　痛い思いしたくなきゃキリキリ歩け！」

　大人の力で強引に首を引っ張られたのだ。逆らうこともできず、地面に倒れる。手を擦りむいたのか、血がにじんでいた。

「たすけて、おかあさん！　いたいよぅ、おかあさぁん……！」

「うるせえ！　黙れっつってんだろ！」

　兵士が右足を大きく上げた。罰として幼女を踏みつけようとしたのだ。他の兵士たちの間にも、そのうるさいガキをとっとと黙らせろと言わんばかりの雰囲気が満ちていた。子供の奴隷は最初こそ親を求めてうるさく泣くが、二、三日痛めつければ従順になる。さっさとそうすべきだ──と。

　だが、振り上げられた足が幼女を踏みつけることはなかった。いや、できなかったというべきだろう。

　消失したからだ。兵士の足だけが。
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「ぎゃああああああ！　足！　俺の足があああああ！」

　俺は怒りのあまり、咄とっ嗟さに見知らぬ兵士の足を斬り飛ばしていた。シルフを召喚し、《風の刃やいば》を使ったのだ。

　そして泣いていた女の子の元へ降り立つと、思わず怒鳴りつけていた。

「一体なにをやっている、貴様ら！」

　数千年の時を経て、俺は怒らなくなったつもりだった。なにせジレンとティアナを数えきれぬほど育ててきたのだ。赤ん坊ほど理不尽なものはない。常に王侯貴族のごとく世話してやらないと泣き出すし、おまけに文字通り話は通じない。それに比べれば、大体のことは許容できる。

　だが、このとき俺の怒りは頂点に達していた。怒りとはこういうものだったな──と数千年ぶりの感情を不思議に想おもえたほどだ。

　それほどの衝撃だった。大の大人が小さな子供の首に鎖を付け、踏みつぶそうとする光景は。しかも許せないのは、これほどに醜悪な行為が、孤児院のすぐ傍そばで行われていたという事実だ。

　いや、戦争が行われていたのだ。こんなことは日常茶飯事だったのだろう。だが俺は召喚術を極めるという目的のために、他のすべてに目を瞑つぶってきた。それだけのことだ。

「な、なんだこいつは!?」

「今……空から降りてきたぞ！」

「なんでもいい！　俺たちに刃向かったんだ、殺せ！」

　兵士たちが武器を手に取り、殺意をみなぎらせた。

「うっとうしい。俺の話を聞け！」

　俺は再びシルフを召喚し、強風を吹かせて兵士たちを吹っ飛ばした。一人二人、木に頭をぶつけたせいか動かなくなってしまったがどうでもいい。

「人語も解さない獣か、貴様らは。もう一度言うぞ、貴様たちはここでなにをやっている？　答えろ」

「お、俺たちは帝国軍だ！　おまえは帝国軍に刃向かったんだぞ！」

「おい、囲め囲め！　精霊使いだろうが一人ぐらいどうにでもなる！　奴隷として献上すりゃ高く買ってくれるぞ！」

「そうか、よく分かった。死ね」

《過去転移》した世界で、人を殺あやめたことはある。だがあくまで必要に駆られてのことだった。

　今回、俺は生まれて初めて純粋な殺意だけで人を殺そうとした。

　楽に死なせるつもりもなかった。まず木の精霊ドリアードを多数召喚。木と一体化したような少女のような精霊が現れ、木の根を伸ばして兵士たちの足を拘束する。

「な、なんだ!?　足が絡からまって……！」

「う、動けねえ！　くそっ！」

「そう慌てるな、相応に苦しむだけだ。顕現せよ、火の精霊たち」

　続いて数十体──兵士一人につき一体のサラマンダーを召喚した。

　口から炎をのぞかせる不気味な火のトカゲが数十体も現れる光景は、誰もが言葉を失うに充分だろう。しかもそのトカゲの口が、自分たちの方を向いているとなれば。

「な、なんだこのトカゲは!?　おい、まずいぞ！」

「誰か精霊使いを殺せ！　こ、このままじゃ焼き殺される！」

　次に俺は背後に庇かばっていた女の子の鎖に触れ、破壊した。手で触れることさえできれば、無機物の構造を崩壊させることなどたやすい。

　女の子を胸に抱く。それはこれから起こることを見せないためであった。そして小さくサラマンダーたちに無慈悲な命令を出す。




「やれ」




　数十体のサラマンダーが、眼前の目標目掛けて一斉に炎を吐いた。

　その炎は衣服はおろか、体毛、脂肪すら燃え上がらせる。生きながら地獄の業ごう火かに包まれる痛みたるや、想像を絶する。もっとも、俺には微み塵じんも同情という感情が湧き上がることはなかったが。

　ただ、品のない絶叫をこの女の子に聞かせたくない。俺は早々に足元の地面を浮かび上がらせ、この場を去った。
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　間もなく、俺は女の子を連れて孤児院へと戻った。

「あ！　ジレッドかえってきた！」

　最初に俺に気付いたのは、ずっと待っていたらしいティアナだった。

「お帰りなさい、大丈夫だったの!?　向こうの森が燃えてるんだけど……」

「なに？」

　シスターの声に、俺はさっきまでいた森の方を見た。なるほど、黒煙が上がっている。

　しまった、怒りに任せて少しやり過ぎたかもしれない。延焼するまえに消しに行った方がよさそうだった。

「まあいい、とにかく問題はなにもない。帝国軍を追い払って捕まっていたこの子を助けてきた」

　俺は連れてきた女の子を地面に立たせた。

　当の女の子は、少しは安心したようだった。だがまだなにが起こっているか把握しきれていない様子だ。無理もない、奴隷として捕まり暴行を受けたと思ったら、今度は空を飛んで孤児院にやってきたんだから。

　だが、ここには子供の世話を得意とする者がいる。

　女の子のやせ細った体つき、薄汚れた格好、首の鎖の痕、手の擦り傷を見てどんな扱いをされてきたのか察したのだろう、シスター・ノアは膝立ちになって女の子と目線の高さを合わせると、俺には滅多に見せてくれないような温かい笑顔を向けた。

「わたしはシスター・ノア。あなた、お名前は？」

「……レリカ」

「そう、いい名前ね。何歳？」

「……五さい」

「そう、ちゃんと答えられるなんて偉いわ。お腹なか空すいてない？　とにかく中で少し休みましょう」

　子供なら誰も逆らえそうにない提案だ。だが、レリカと名乗った少女は、驚くことに首を横に振った。

「ダメなの。おかあさんにお水あげないと。おうちでねてるから」

「え？　そうなの？　お母さん、病気？」

「怪け我がしてるの。こわいひとたちがきて、わらのなかにかくれてたの。そしたらおかあさんがさされちゃったの。でもだいじょうぶだっていったよ？　わたしのパンたべてすぐげんきになるって」

　俺とシスターは無言で顔を見合わせた。

　嫌な予感しかしなかった。怖い人とは帝国軍に違いない。つまりこの子は母親と隠れて難を逃れていたものの、母親の方は刺されたのではないか。そもそも子が帝国軍に捕まり奴隷にされていたというのに、母親が無事でいられるとも思えない。

「……俺が迎えに行こう。どこの村だ？」

「えーとね、ニベア村っていうところ」

「え？　あそこは無人の村じゃ……。河が堰せき止められたとき、みんな移動したって聞いたけど」

「でもわたしとおかあさんとおとうさん、いっしょに暮らしてたよ？　おとうさんいなくなっちゃったけど」

「とにかく行ってくる。シスター、この子を頼む」
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　その後、俺は森の火を消してからニベア村へと向かった。

　そこはシスター・ノアの言った通り、荒れ果てた村だった。帝国によって水源を失ったためだろう、多くの住人は家屋を捨てていた。

　ただ中には逃げる余力もなかったのか、かろうじて生活していた人々がいたらしい家もあった。それがレリカの生家であることは間違いない。




　そして、ベッドに横たわる彼女の母親を発見することは容易だった。




「…………」

　俺は言葉を失った。すでに母親らしき女性は、物言わぬ屍しかばねとなっていたからだ。

　ベッドは血に染まっている。どうやら刺し傷が原因のようだ。腐敗も始まっており、死後数日は経たっているように思えた。

　なぜか母親の傍には何個ものパンや木の実が供えられていた。中には明らかに遺体より新しいパンもある。もっとも、まるで子供が作ったかのように不ふ揃ぞろいだし、そもそも死んだ人間に食べ物を供える風習など聞いたことがない。

　大体、この村には他にだれも人がいた気配はない。父親はもういないと言っていた以上、恐らく残っていたのはレリカとこの母親ぐらいだろう。

「……やめてくれ」

　俺は顔を覆った。

　なぜレリカは帝国軍に捕まったのに、母親は捕まらなかったのか？　母親は死に至るほどの重傷を負って動けなかったからだ。そして俺はレリカの言葉を思い出さずにいられなかった。

『おかあさんがさされちゃったの』『わたしのパンたべてすぐげんきになるって』

　このパンは、もう動かなくなってしまった母に、早く元気になって欲しいとレリカが調達したパンなのではないか。母はすでに事切れているというのに、五歳のレリカにはその事実が認識できなかったのではないか。

　それでもなんとか母に元気になってもらおうと、あの子はどうにか食糧を調達しようとしていたのではないか。そして恐らくは、そのときに帝国軍に見つかったのではないか。

　五歳の少女がどんな思いで死んだ母に食糧を運んでいたかを想像してしまった俺は、感情を爆発させることとなる。

　ようするに──ブチ切れたのだ。
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　いっそレリカのために《過去転移》しようかとさえ思った。だがそれにはジレンと《融合契約》しなければならない。まだ六歳のジレンの体で過去に戻るわけにはいかない。

　大体、この時代、レリカのような境遇の子供はいくらでもいるはずなのだ。その全員の不幸をなかったことにするのは不可能だろう。

　俺にできることがあるとすればたった一つ。シスター・ノアの理想に殉ずることだ。

　孤児院に戻ると、俺はシスター・ノアに事の次第を報告した。




「……そう、レリカのお母さんが」

「シスター、俺が間違っていた。水を長年堰き止められた地で、軍隊がやってきたんだ。行くアテのない農民や子供が被害を受けるのは当然だ。シスター、俺は近隣を回って子供たちを保護してくる。子供たちを救ってくれないか」

「分かったわ、レリカのことは任せて。あなたはあなたのできることをして」

「頼む」

　俺は無責任だった。レリカに母の死を告げ、理解させ、慰めるという誰もが気の重くなる仕事をシスターに押しつけたのだから。

　だが、レリカの悲しみを癒やせるのは恐らくシスター・ノアだけだ。両親に捨てられた俺が、シスターの元で寂しさを感じることなく成長できたように。





◆






　それから俺は、近隣を飛び回った。帝国軍が来ているのは間違いなく、帝国の旗を掲げた別の兵士の一団を見つけるのはたやすかった。それも──彼らは奴隷を連れていた。この地に住む人々を捕らえ、首に鎖を繫つないで連れ歩いていたのだ。

　俺はそんな兵士たちの前に降り立った。

「な、なんだおまえは!?」

「おい、こいつ今空から降りてきたぞ!?」

　こんな連中のために返答することすら億おっ劫くうで、俺は怒鳴り散らした。

「うるさい！　悪いが気が立ってるんだ、死ね！」











第三章　第五話　孤児院の護まもり手
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　ロヴェーレ帝国がグラストル公国に侵攻を開始したのは統一暦八六年、フェロキア暦二〇六年晩春の月上旬のことであった。

　侵攻したのはフレーデン将軍率いる帝国軍第三方面団であり、その総勢は一万にものぼる。グラストル公国の正規軍が二〇〇〇ほどであることを考えれば、圧倒的な大軍勢と言ってよかった。

　もちろん、一万人の軍勢が一ひと塊かたまりになって攻め込んだわけではない。最初に攻め込んだのは先遣隊だ。小さいところで五〇人、大きいところでは一〇〇〇人という先遣隊をいくつも送り込み、威力偵察、あるいは露払いを行うのだ。

　各個撃破される危険性はなかった。諜ちょう報ほう活動により、グラストル公国はデナール河が堰き止められたことで荒廃した国境付近の守備を放棄、領土の奥に防衛線を張っていることが判明していたからだ。

　先遣隊の兵士たちは喜び勇んで先行し、国境を突破した。彼らには略奪が許されており、第三方面団の本隊に所属する兵士たちは、誰もが先遣隊をうらやんだものだ。

　ところが、半月と経たないうちに兵士たちの間に奇妙なウワサが流れ始めた。いくつもの先遣隊が帰ってこないためだ。




「知ってるか。ノーデルト隊の連絡が途絶えたらしい」

「ライアン隊もだ。一体どうなってんだ？」

「おかしい、公国軍はもっと後ろに引っ込んでるんだろ？」

　そのウワサは、当然ながら第三方面団の指揮官フレーデン将軍にも届いていた。さらにフレーデン将軍は、別の先遣隊からの報告で、ウワサがほぼ事実であることを確認していた。

「先遣隊の一つが壊滅していたのは確かなのだな？」

「は。森の中で帝国兵数十人分の遺体を発見したことは間違いありません。全員が焼け焦げており、顔は識別できぬほどでした」

「全員が焼き殺された……？　閣下、火計の類でしょうか？　公国軍が国境付近にいたとの報告は一切受け取っていませんが」

　幕僚の一人が口にした疑問はもっともだが、フレーデン将軍にも答えは出しようがなかった。

「情報が少なすぎるな。とはいえ先遣隊を撤退させるわけにもいかん、引き続き威力偵察を続けさせろ」

　フレーデン将軍も、先遣隊が各個撃破される可能性は考慮していた。それでも先遣隊を引き上げさせるわけにはいかなかった。

　帝国軍が隣国のリーンバル王国に侵攻してすでに七年。これほど長期間軍事行動を続けられている理由の一つが、容赦のない略奪である。兵ひょう糧ろうの確保はもちろん、自由に財貨を奪い、女を抱けるからこそ、兵士たちの士気は保てるのだ。

　先遣隊に選ばれるということは、本隊に先駆けて略奪を許される褒ほう美びを与えられたようなものなのだ。兵士たちの士気のためにも、その先遣隊を引き上げさせるわけにはいかない。

　フレーデン将軍本人の意向でもあった。将軍である以上、兵士たちの戦利品を横取りするわけにはいかないが、「いい女なら高く買ってやる。ただし傷を付けるな」とは全将兵に通達してある。どんな奴隷が届けられるかは戦地における楽しみの一つでもあった。

　占領した土地の人々を排除──虐殺するか、あるいは奴隷という商品にすれば、その地で消費される食糧も減らせる。後は占領した畑を自分たちで引き継ぐことで兵へい站たんを維持する──というのが帝国軍の基本戦略だった。

　こうした事情が重なった結果。フレーデン将軍は判断を誤ることとなる。
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　俺が生まれ育った孤児院──〝大地の子の園〟。

　この場所が、かつて見たことがないほど賑にぎわいつつあった。

　大体俺のせいである。近隣を飛びまくり、奴隷にされた人々を救い、孤児や行くアテのない親子を探しては連れてきたからだ。子供の数は今や一五人、大人も五人ほど増えた。

　人数が増えるのは決して悪いことではない。レリカを始め、親を失った、あるいは親とはぐれた子は多い。だが少なくとも子供同士で遊んでる間だけは悲しみを忘れることができるのだから。もっとも夜になるとあちこちから母を求める泣き声が聞こえ、俺は思わず帝国そのものを滅ぼしたくなる衝動に駆られるのだが。

　一方で、人数が増えたことによる弊害が生じつつあった。

　住む場所は問題ない。子供だけならまだ孤児院で暮らせるし、一応ここはラメルダ村という廃村だったこともあり、何軒かの家屋は手を加えれば雨露ぐらいはしのげる。

　当面問題なのは、一つだけだった。

「どうしよう、ジレッド。このままじゃ食糧が足りないわ」

　シスター・ノアが深刻な顔で言った。

「いや、気にするな。想定していたことだ」

　四人で暮らしていくだけならここで自給自足もできるが、今後も人数が増えることを考えれば破綻するのは目に見えている。早急に食糧を調達する必要があった。

「想定していたって……。なにか解決策でもあるの？」

「ああ。ちょっと行ってくる」

　俺は留守をジレンに託すと、再び飛ひ翔しょうした。
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　孤児院を出た俺の目的は、帝国軍だった。

　いくつかの分隊がこの地に侵入していることは分かっている。その連中はどうでもいい、見つけたら燃やすだけだ。

　俺が探しているのは、分隊を指揮する中央の部隊。ようするに数十人単位ではなく、もっと兵の多い部隊だ。そしてそれを見つけるのは簡単なはずだった。街道沿いに帝国へ向かえば見逃しようがないからだ。ましてや空から探すとなれば。

「ほら、いた」

　間もなく俺は街道沿いにある平地に、帝国軍の陣地を見つけた。兵士の数は一〇〇〇人ほどといったところか。まさか空から偵察されるとは想定していないのだろう、警備の兵が空中にいる俺に気付いた様子はなかった。それに空からなら陣地の様子も手に取るように分かる。兵糧が陣地のほぼ中央に集積されていることも。

　俺はあの兵糧を頂戴する気だった。

　兵糧の多くは略奪品か、あるいは帝国から運んできたものだろう。この際どっちでもいい、腹を空かせた子供たちのために使うのだ、異議のある者はいないだろう。

「さて、どう攻めるか」

　陣地を消滅させることは簡単だが、兵糧を巻き添えにするようなことはできない。兵士を除去するにしても、あちこちで動き回る標的を個別に殺すことだけは俺も苦手だった。

　敵兵だけをどこか一箇所に集めるべきだった。そしてそれは、恐らく難しいことではない。

　俺は重力の束縛を元に戻すと、地面へ降り立った。陣地の正面に、堂々と姿をさらす。

「な、なんだ!?　貴様誰だ、一体どこから現れた!?」

　さすがに正面の警備は厳しく、すぐさま数人の兵士に見み咎とがめられる。

「帝国軍の兵糧をもらいにきた。この地でおまえたちがやってきたことを考えれば、全部もらってもまだ釣りが出るだろう。大人しく出してくれ」

　兵士たちは一瞬沈黙した後、一斉に笑い出した。

「なんだこいつ！　狂ってんのか!?」

「誰か教えてやれよ、帝国に施しなんかねえってな！」

　やたらと馬鹿にされるが腹も立たない。

「理解できないなら繰り返そう。おまえたちはこの地で略奪を行ってきた。ならば自分たちも略奪される覚悟があるはずだ。食糧をよこせ、さもなくば生死の保証はできない」

「馬鹿言ってんじゃねえよ、変人が！」

　兵士の一人が槍やりを構え、問答無用で俺を刺そうとした。

　だが槍を突き出すより早く、吹っ飛んだ。ノームに命じて投じた石つぶてを胸に食くらったためだ。

「がっ、いっ、息が……」

　肺をやられたのかもしれない、悶もだえ苦しんでいる。だが俺にとってはどうでもいいことだ、死ぬかどうかは因果律次第だろう。

「き、気をつけろ！　こいつ精霊使いだ！」

「殺せ！　精霊を呼ばれれば厄介だ！」

　周囲の兵士たちが武器を構えた。さらに騒ぎを聞きつけ次々兵士たちがやってくる。それは俺の望む展開だった。できる限り兵糧の集積地から兵士たちを引き離したい。

　久しぶりに俺は詠唱をすることにした。下位精霊の数十体なら無詠唱で即時召喚もできるが、さすがに一〇〇体同時となると詠唱があった方がいい。

「契約に従い、今こそ力を貸せ。具現せよノームたち！」

　俺の頭上に、ずんぐりとしたノームたちが一斉に姿を現す。

「なんだあの化け物の群れは！」

「ノ、ノームだ！　信じられん、あんな数は見たことがない！」

　一〇〇体の精霊が勢せい揃ぞろいするその異様な光景に、帝国軍の兵士たちは明らかに戸惑っていた。だが、彼らが落ち着くまで待ってやる義理もない。ただでさえ孤児院にはお腹なかを空すかせた子供たちが待っているのだから。

「やれ」

　一〇〇体のノームたちが、それぞれ人間の頭ほどもある石や硬い土つち塊くれを浮かび上がらせ──そして投じた。

　悲鳴や絶叫がそこかしこから上がる。正直なところうるさい。ジレンの泣き声が子守歌に思えるほどだ。

　間髪入れず俺は二撃目を放つよう命じた。兵士たちは混乱の極みだ、岩石の嵐から逃げ惑うばかりである。

　ただ、中には生き延びるための最善の選択というべきだろう、俺に向かって矢を放とうとする者もいた。だが岩の盾を作って防ぐことは造作もない。

　やがて四撃目の岩の雨が降ったときには、もはや俺の周囲には動く者はいなかった。死亡や怪け我がで動けなくなった者を除けば、運良く逃げられたか、さもなくば抗戦の無意味さを悟って腰を抜かす兵士だけになったためだ。

「ま、待て！　こ、降伏する……。なんでもやるから命だけは助けてくれ！」

　かろうじて生き残った兵士の一人がそう言うと、残った兵士たちも口々にそれに倣ならう。その提案は俺にとって渡りに船であった。

「そうか、よかった。なら馬車を用意して兵糧を積んでくれ。御者は俺がやるから安心していい」

　怯おびえた兵士たちを安心させるためにっこり笑った俺だったが、残念だが効果はないようだった。赤ん坊だったジレンが泣くときはこの顔をするとよく泣き止やんだのだが。











間章　諸国動乱
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　グラストル公国を治めるグラストル大公ヒギアスは、本来なら娘の婿探しにでも奔走すべき年齢であった。だがこのところ大公には婿探しのことを考える余裕はおろか、気の休まる時間すらなかった。

　事の始まりは七年前のフェロキア暦一九九年にまでさかのぼる。ロヴェーレ帝国がリーンバル王国に侵攻を開始、同時に王国と同盟関係にあったこの公国の国力を削そぐため、河川の一つを堰せき止められたのだ。

　その影響は大きく、帝国との国境に近い公国南西部に住む多くの領民は、生まれ育った地を離れ、難民とならざるを得なかった。帝国に攻め込んで堰せきを破壊するような軍事力もなく、やむを得ずグラストル大公は難民たちに移動の自由を与え、仕事と住居を手配することで必死に国力の維持を試みてきた。

　この間にリーンバル王国が帝国との戦争に勝利してくれれば事は解決しただろう。実際、そのための援助も惜しまなかった。援軍を送り込み、資金を提供した。

　だが残念ながら両国間の戦争は七年経たった今も継続中であり、帝国軍は侵攻先にこのグラストル公国を加えてしまった。

　こういった事態を想定していなかったわけではなく、防衛線を構築していたのは事実だ。だが防衛線は荒廃していた地域より後方に構築せざるを得ない。南西部に取り残されている領民は、帝国軍の略奪の餌え食じきになるだろう。そのことを思うと、大公の心は痛んだ。自分の無能ぶりが嫌にもなる。

　そんな大公のもとにまったく予想だにしなかった報告が届いたのは、帝国軍の侵攻から一〇日後、フェロキア暦二〇六年晩春の月中旬のことであった。

「ご、ご報告いたします！」

　その報告が尋常な内容ではないことは、騎士団長が入ってきたときから察することができた。常に冷静なはずの騎士団長が、見たこともないほど焦あせっていたためである。もちろんグラストル大公は悪い報告であろうと考えた。

「どうした？　王国軍がどこかの戦場で敗退でもしたか？」

「い、いえ違います！　我が国に侵攻していた帝国軍の先遣隊およそ一〇〇〇が──壊滅いたしました！」

　それはあまりにも想定外かつ要領を得ない報告であったため、グラストル大公はかえって冷静になったほどだった。

「分かっていることをできる限り冷静に報告しろ。一体どういうことだ？　誰が帝国軍に攻撃を仕掛けたというのだ？」

「まだ詳しくは分かりません。ですが斥候として放った部下からの報告によると、何者かが召喚術で先遣隊の陣地を破壊するのを見たと。それも、たった一人で……！」

　たった一人の精霊使いが、帝国軍の先遣隊を壊滅させた。

　もしそれが事実であるならば──と事の重大さを悟る。

「仮にその斥候が帝国軍に捕まって偽にせの報告をしたのだとしても、そんな馬鹿な内容にはなるまいな」

「は、まったく同感であります」

「よし、では直ちにもっと多くの斥候を放て。帝国軍になにがあったのか、その精霊使いが何者かを突き止めるのだ。前線の騎士も動員してよい」

「承知いたしました、お任せを」

　騎士団長が出て行くのを見届けると、グラストル大公は窓から外の景色を眺めた。見えるわけもないが、なにかが起こっているであろう南西の方角を見つめる。

　事によるとその精霊使いは、この公国を救う救世主となるかもしれない。決して口にはしなかったが、大公の脳裏によぎったのはそんな他ひ人と任まかせな考え方であった。

「存在するかも分からぬ精霊使いに希望を抱くなど、大公の名が泣くというものだ。だがそれで領民が救われるなら、誇りなどいくらでも投げ捨てよう」
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　同じ頃。グラストル公国に侵攻した帝国軍第三方面団を率いるフレーデン将軍の元にも、最悪の報告がもたらされていた。

「ふざけているのか!?　先遣隊が食糧を奪われた上に壊滅しただと!?」

「ふ、ふざけてなどおりません！　部隊を率いていたノルデン隊長は戦死、死傷者は八〇〇人を超える有様です……！」

　フレーデン将軍も信じざるを得なかった。その報告を持ち帰った兵士も右腕を半ば潰されるほどの重傷を負っていたし、似たような重傷を負った兵士たちが続々と帰参していたからだ。情報統制と全軍の士気のため、彼らを隔離して収容するよう指示していたほどだ。

「一体何が起こればそうなるというのだ!?　公国軍の奇襲か!?」

「分かりません、ですが召喚士による攻撃であることは明らかです……！　我々はノーム一〇〇体による一斉攻撃を受け、壊滅しました」

「ば、馬鹿な！　まさか、召喚士の遊撃部隊か!?」

　公国軍は国境から退いたはずだった。だからこそフレーデン将軍は、戦力を分散して先遣隊を派遣し、露払いと略奪を行わせてから本隊を進ませてきたのだ。

（もしや）

　一つだけ思い至る。こちらが兵力を分散して先遣隊を送るという戦略は、公国軍も予期していたはずだ。それゆえその先遣隊を各個撃破しようと兵を伏せていたのではないか──と。国境から軍勢を退ひかせたのも、罠わなの一端ではないのか。そう考えれば頷うなずける点は多かった。

「敵は何人だ!?　少数の部隊であれば逆に我らが各個撃破してくれる！」

「そ、それが……」

　兵士は言いあぐねた。人数を訊たずねただけなのに、戸惑う必要がどこにあるか分からない。

「どうした、数えきれぬほどの大軍ということか？」

「ぎゃ、逆なのです。召喚士はたった一人でした」

「ふざけているのか貴様!?」

「ほ、本気です！　一人の召喚士が我らの陣地を訪れ、兵ひょう糧ろうを要求したのです。当然ながら断ったところ……ノーム一〇〇体による一斉攻撃を受け、壊滅したのです」

　フレーデン将軍は言葉に詰まった。事実として、この兵士は右腕を潰されたかのような重傷を負っている。大体、他にも同様の被害を受けた兵士が次々帰参している。少なくともウソをつく理由もない。

「分かった、おまえは下がって腕を治療しろ。アリアス卿きょう、今の話を聞いたな!?」

　兵士を下がらせると同時に、幕僚の一人を呼び出す。

「は、もちろんです」

　そのアリアスという男は、陣中にあってもっとも軽装であった。戦場であるにもかかわらず、金属の鎧よろいの胸当ても兜かぶともしていない。

　彼が召喚士だったからだ。召喚士には武装が必要なく、身軽な方がいい。それどころか「精霊を感じにくくなる」という理由で麻の服を着ている召喚士さえいるほどだ。

「今の話を聞いてどう思う？　あり得ると思うか？」

「あり得ません。一代で同じ精霊数体と契約することは難しい行為です。もちろん、特定の属性と極端に相性がいい召喚士は存在しますし、代々の力を受け継いできた皇帝陛下やベーレンドルフ神霊公であれば数十体の召喚も可能でしょう。ですが一〇〇体はさすがに不可能です」

「だが実際に一〇〇体のノームを見たと報告しているのだぞ!?」

「将軍閣下。冷静に考えれば分かることです、召喚士が一〇〇人いればノーム一〇〇体の召喚もまた容易。恐らく、その場には他の召喚士も潜んでいたのでしょう」

　それはフレーデン将軍を納得させるに充分な推測であった。

「そうか。召喚士を多数伏せ、一人の召喚士が一〇〇体のノームを召喚したと錯覚させたのか。だがかなりの数の召喚士隊が存在することは間違いないではないか。アリアス卿、勝てるのだろうな？」

「問題なく。下位精霊はより上位の精霊には傷一つ付けられません。我が帝国の秘術を用いてタイタンを呼び出せば、大地の精霊ノームが何百体出てこようと同じこと。むしろそれだけ手て練だれの召喚士部隊がいるというのは好機。捕らえて奴隷兵にする好機かと」

　召喚士の助言を聞き、フレーデン将軍はようやく不安を解消した。

「よし、分かった。これだけ負傷者が戻ってくれば略奪を一時中止しても文句は出まい。先遣隊を撤退させ、代わりに斥候を放つとしよう。召喚士隊の行方を探し出すのだ」
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　こうしてグラストル公国南西部は、しばし血が流れることはなくなり、代わりに多くの斥候が入り乱れる地となった。

　そしてグラストル公国軍とロヴェーレ帝国軍は、綿密な情報収集の結果、ある結論を出すこととなる。謎の召喚士がいる可能性が高いと思われる場所は、たった一箇所。ラメルダと呼ばれる小さな廃村だと。













第四章　第一話　帝国軍の襲来
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　俺は孤児院の維持に奔走していた。

　孤児院の住人がまた増えたためだ。今や子供は五〇人、大人は一〇人を超えた。

　俺が持ち帰った膨大な兵糧で、今のところ食糧の危機はない。親を亡なくした子供たちも、腹一杯食べたときだけはすべてを忘れられるようで、俺としては喜ばしいことだった。

　だが逆に言えば、俺がしてやれるのはこれぐらいだ。つくづく孤児たちの悲しみを正面から受け止めようとするシスター・ノアのすごさを思い知らされる。




「いい、レリカ。あなたのお母さんは、遠いところに旅立っていったの。でも悲しまないで、あなたが今よりもっと大きくなったら、また会えるから」

「うん……。でもわたし、今すぐおかあさんにだっこしてもらいたいよ……」

「大丈夫、大丈夫よ。お母さんの代わりに、わたしがいくらでも抱っこしてあげるから」

　彼女は体と心を張って、今日も孤児たちの心身の世話をしている。そのかいはあったらしく、時折他の子に混じって遊ぶレリカの姿が見られるようになったほどだ。情けない話で、俺は何千体もの精霊と契約することはできても、泣いている女の子一人慰める方法一つ思いつかない。

　こうなったら俺にできることをするしかなかった。差し当たり衣食住のうち、食と住はなんとかなっている。残る問題は衣であった。

　孤児院には服の在庫がない。以前なら時折やってくる行商人から調達することもできたが、この戦時でそれは望めない。空を飛んで買いに行くという手もあるが──多分、数十人分の衣服を背負っても空は飛べる──、帝国軍がどこにいるかも分からない以上、孤児院は留守にしたくなかった。

　仕方がないので今のところは子供たちの服をひっぺがし──走り回る小さな子供の服を脱がせることほどの難題はない──水遊びさせている間に服を洗濯し、火の精霊と風の精霊を呼び出して熱風を起こし、急速乾燥させることでどうにか解決していた。

　そんな忙しい日常を送っていたからこそ、

「た、大変だジレッドさん！　ものすごい軍勢がこっちに向かってきてる！」

　見張りを頼んでいた大人の一人がその報告を持ってきたとき、俺は本気で帝国軍に腹を立てた。

「くそっ！　こっちは洗濯で忙しいんだぞ！」

「洗濯とか言ってる場合じゃないでしょ!?　ジレッド、どうすればいいの!?」

　至極当然の指摘をしたのはシスター・ノアである。

「心配は要らない、追い払ってくる。とはいえ子供に見せる光景じゃないからな。全員孤児院の中に戻っていてくれ」

「分かったわ、信じてるから」

　信じる。他ならぬシスター・ノアにそう言われたのであれば、期待に応える他ない。

「さあみんな！　孤児院に戻って！　大急ぎよ！」

　シスター・ノアのかけ声に、子供たちが孤児院に戻る。普段であれば「もっとあそぶ！」とちっとも言うことを聞かない子供たちも、今回だけはただならぬ気配を感じてか素直に従った。

「ジレッド。お願い、みんなを守って」

「任せてくれ。洗濯よりもよっぽど楽だ」

　俺はなんだかんだでいつもシスター・ノアに頼ってばかりだ。その彼女に頼み事をされるのは、結構嬉うれしいことでもあった。ただその内容が帝国軍を追い払うことというのは事が小さ過ぎて残念ではあったが。

　俺はいつも通り自分にかかる重力を調整しながら足元の岩を飛ひ翔しょうさせ、孤児院を文字通り飛び出した。
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「将軍閣下、見えてきました。あれがラメルダ村です」

　帝国軍第三方面団を率いるフレーデン将軍は、その報告を聞くと馬上から目を凝らした。確かに平野部の中央に小さな村が見える。

「ふむ、見たところただの寂れた農村だな」

　第三方面団がわざわざ街道から離れた小さな廃村に向かったのは、いくつか理由があった。

　先遣隊を壊滅させた正体不明の召喚士隊が実在するなら、補給路確保の観点から、放置したまま進軍するわけにはいかない。

　だが周辺を探しても、部隊が駐留していると思おぼしき拠点は見つかっていない。時折逃げ遅れた不幸な住人を発見することはあったが、どの村落にも召喚士隊はおろか人が滞在している痕跡はなかった。

　特に先遣隊を襲った召喚士隊は、多くの兵糧を奪っていったことが確認されている。大量の兵糧を抱えて移動しているとは考え辛づらく、召喚士隊はどこかに拠点を持っている可能性が高かった。

　最終的にこの辺りで人が残っていることが確認された唯一の村が、ラメルダ村だったのである。召喚士隊がいるとすればここしか考えられず、またたとえ空振りだったとしても略奪はできる。事実、大勢の女子供がまだ残っていると聞き、兵士たちは色めき立ったものだった。

「一つだけ小こ綺ぎ麗れいな建物があるが、教会かあれは？」

　フレーデン将軍は、農村に見える建物の一つを指差した。

「そのようです。フェロキア解放同盟で広く信奉されているアムリタ教の教会でしょう」

「忌いま々いましいな、そいつは」

　皇帝こそが唯一神である帝国に宗教は存在しない。アムリタ教などというものは、存在するだけで害悪となる異教の教えであった。

「よし、作戦通り戦列を整えよ」

　幸い村の周囲はもともと畑だったのか広い平野となっており、軍勢を広く展開するだけの余裕はありそうだった。

　こうしてフレーデン将軍の命令により、五〇〇〇の軍勢のうち二〇〇〇が一つの生き物のように動き始めた。重装歩兵と槍そう兵へい、弓兵で構成された小隊が何十と作られ、小隊同士が横に連なって一つの大きな戦列を作る。

　それは強力な召喚士に対抗するための陣形だ。軍勢はある程度一箇所に固まっていてこそ力を発揮できるが、密集し過ぎれば召喚術で大きな被害を受けかねない。かといって散開させては槍兵や弓兵が無防備になってしまう。

　そこで大盾を持った重装歩兵、槍兵、弓兵による混成の小隊をいくつも作り、横に広く展開するのだ。そうすれば小隊単位では大きな被害を受けたとしても、残った隊で対抗できる。

　そして中央後方には、アリアス率いる帝国軍の召喚士隊が控えていた。その人数は五〇人と、敵側にいると思われる召喚士の半分だ。だが帝国軍の大軍勢と連携を取れば、充分な戦力差である。

　こうして帝国軍は前進を開始したものの、間もなく停止することとなる。先に敵の方が農村から出てきたためである。

　ただしその敵は、一〇〇人の召喚士でもなんでもなかった。ただの親子らしき二人連れだったのだ。
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　俺は重力の力を元に戻し、大地に降り立った。

　帝国軍の軍列をこれ以上孤児院に近づけるわけにはいかず、ここで対処しなければならない。

　追い返すのは問題ないが、問題はその手段である。孤児院の周囲に死体の山を築くようなことはできればしたくなかった。

「ジレッド、待ってー！」

　そのときだ。聞こえるはずのない声が聞こえて、俺は思わず背後を振り返った。

「ジ、ジレン!?」

　かつての俺が、空から俺に向かって飛び込んできたのだ。

　俺はシルフに命じてジレンの勢いを弱め、どうにか両腕で抱き留めた。

「どうしておまえがここに!?　というかどうやって!?」

「ジレッドをマネしたんだ。大地の精霊にお願いして、足元の岩を飛ばせたの」

　俺は二重に驚いた。いつの間に大地の精霊をそれほど制御できるようになっていたのかと驚く一方で、もしジレンが着陸に失敗していたら──と考えたためである。

「な、なんてことを！　いつも危ないことはするなと言っているだろう！　頭でも打ったらどうするんだ!?」

「ご、ごめんなさい。でもどうしてもジレッドに付いていきたかったんだ。僕だって召喚術が使えるんだ、シスターやティアナを守りたいよ」

「……おまえ」

　そう言われると俺としては叱るに叱れなくなってしまう。「シスターたちを守れるようになるんだぞ」とは以前から俺が言ってきたことだからだ。

　どのみち、もう帝国軍は間近に迫っている。今から孤児院に戻そうとすれば、流れ矢にでも当たりかねない。ジレンを抱いたまま戦うのが最善だった。

「分かった、おまえがそう言うなら連れて行ってやろう。精霊使いの戦いを間近で見れば勉強になるはずだからな」

「やった！　ありがとうジレッド！」

「だが……ジレン、これは遊びじゃないんだ。俺は今から帝国軍の兵士をたくさん殺すことになる。きっと地獄のような光景だ、おまえは目を逸そらさず見ていられるか？」

　ジレンは一瞬躊ちゅう躇ちょを見せた。だが、すぐ力強く頷うなずく。

「うん、絶対目を逸らさないって約束する。だって、ジレッドがそうしないとティアナやレリカが悲しい目にあうんでしょ？　そんなの嫌だもの」

「……そうか、分かった」

　かつて俺が六歳だったとき、そんな考えを抱けただろうか。それともこれが、戦争の気配を感じながら育った結果だろうか。ジレンにそれほどの決意があるならば、俺に止める権利はなかった。

　間もなく、帝国軍が俺たちの近くまでやってきて止まった。さっき空から見た限りでは、数千人の軍列である。

「ジ、ジレッド。あんなにたくさんいるよ、本当に大丈夫なの？」

「問題ない。そんなことよりこれから俺がすることをよく見ておけ。おまえにはすぐ俺と同じことができるようになる。無闇に怖がるな、すべてを見逃すな、いいな？」

「うん、分かった」

　口ではそう強がるジレンであったが、俺の腕の中でその体は震えていた。

　せめてできる限り早く事を終わらせてやるしかない。俺は決意を新たに、帝国軍の軍列に向き直った。
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「あ、あいつだ！　あいつが俺たちをやった精霊使いだ！」

「なんで子供を連れてやがるんだ……？」

「なんでもいい、たった一人でなにができる、手足をもぎとってやれ！」

　帝国軍の兵士たちから、ざわめきが絶えなかった。連中がなにを口にしようと知ったことではないが、いかんせんこのままでは話ができない。

　だが幸い、帝国軍の隊長と思おぼしき人物が「静まれ！」と兵士たちを静かにさせると、俺と話をするためか陣の前に出てきてくれた。

「私はこの帝国軍第三方面団を率いるフレーデン将軍だ。貴様か、我が帝国軍に刃向かった召喚士というのは！　名を名乗るがいい！」

「覚えてもらわなくてもいいが……まあいい、名をジレッドという。おまえたちがなにをしに来たか知らんが、今すぐ立ち去れ。この先は孤児院〝大地の子の園〟が存在するラメルダ村。帝国軍に親を殺された子供たちが大勢いる、おまえたちが訪れることは許さん」

「この世の全ては唯一神たる皇帝陛下のものであり、我ら帝国軍はその皇帝陛下の意に従い動いている！　孤児など知ったことか！　皇帝陛下の兵を損なった罪、その身で償ってもらうぞ！」

「話し合いは決裂だな。まあどっちでもいい、孤児たちの家族の仇かたき、取らせてもらおう。顕現せよノームたち！」

　俺はノーム一〇〇体を同時に召喚した。現れたノームたちはそれぞれ大きな石を浮かせる。一抱えもあるほどの石が一〇〇個も宙に浮かんでいる光景に、帝国兵たちは明らかに恐れをなしていた。当然だ、あの岩が今後どういった軌道を描くかは考えるまでもない。

「見ていろジレン。怖くても決して目を逸らすな」

　ジレンに言ってから、俺は精霊たちに命じた。「やれ」と。

　雨のごとく──などと形容するのは不適だろう。一〇〇の岩が降り注いだのだ、それはたとえて言うなら噴火した火山のごとく──と言ったところか。

「大盾を掲げよ！」

　だが帝国軍もこれは予期していたのか、前列の兵士たちが大盾を構え、壁を作った。

　もちろん大盾で大きな岩を防ぎきれるものではない。いくつかの投じられた岩は盾を壊し、構えていた兵士をまとめて押し潰した。

　だが多くの岩は盾に当たって弾はじかれた。なにより、大盾に隠れていた弓兵はほぼ無傷だった。

「今だ、矢を放て！　殺せぇ！」

　俺の初撃をしのいだ帝国軍は、素早く反撃に移った。もっとも多くの精霊使いを殺してきた武器──弓矢の一斉射撃である。

　放たれた矢は、空を覆い尽くすかと思うほどの数だ。もっとも、しのぐのは簡単だ。ノームに命じて《石の壁》の術を行使する。俺の周囲を岩の壁が覆い、飛んできた矢をすべて弾く。

「隠れたぞ！　今だ、距離を詰めろ！」

　今度は槍やりを構えた兵士たちが突っ込んでくる。弓矢で牽けん制せいしつつ接近戦に持ち込むというのは、精霊使いと戦う最善の手段だ。さすが大陸全土で戦争を繰り返してきた軍勢だけあって、手慣れている。一度守勢に回った精霊使いが攻勢に転じるのは難しいと知っているのだろう。

　普通の精霊使い相手ならばその戦い方でよかっただろう。普通の精霊使い相手ならば。

「ジレッド、まずいよ！　どうするの!?」

　こちらの攻撃は大して打撃を与えられず、それどころか今は岩の壁の中に閉じ籠もっているだけである。ジレッドが不安に思うのは仕方ない。

「大丈夫だ、対処方はいくらでもある」

　特殊な精霊の力を使ってもいいが、今は地水火風だけで済ませた方がジレンの勉強になるだろう。俺は風の精霊シルフを一〇〇体召喚し、《石の壁》を解除すると同時に強風を吹かせた。

　風は飛んでくる矢を吹き流すと同時に、兵士たちの足を止める。

　岩を受け流すことができた大盾も、強風の中で掲げ続けるのは困難だ。まるでアリの行列に息を吹きかけるがごとく、兵士たちがころころと地面に転がる。かろうじて立っている兵士たちも、数人がかりでどうにか大盾を支えるのが限界という状態だ。

「なんだこの風は！　あ、歩けねえ！」

「信じられん、なんだあのシルフの大群は!?」

「ゆっくりでもいい、距離を詰めろ！　風を吹かせてる間はヤツも攻撃できんはずだ！」

　さすがは歴戦の帝国軍というべきか、彼らは動揺しつつもゆっくりと前進を続ける。

「誰がノームとシルフを同時に召喚できないと言った？　顕現せよ、ノームたち」

　再び一〇〇体のノームを召喚する。

　大盾にしがみついて前進している兵士たちの顔が、見事なまでに絶望一色に染まった。強風に耐えるだけで精一杯だというのに、この状況で岩の雨が降ればどうなるか。

　もちろん、俺は試してやった。

「やれ」

　轟ごう音おんを立てて岩の雨が降り注ぐ。風に乗って勢いを増した岩は、今度こそ防ぎようがなく、簡単に兵士たちを薙なぎ払っていく。

　すかさず俺は第二射、第三射を放った。敵は数千なのだ、一〇〇体のノームに一〇回以上岩を降らせてもまだ足りない。

　兵士たちにできることは、もはや我先にと逃げ出すことだけだ。もっとも雨あられと降り注ぐ岩をかわせるかどうかは、すべて因果律の采配次第である。

　一番運のよかった兵士たちは、無傷だった。次に幸運だったのは、即死した兵士たちだっただろう。頭かそれに近い部位を岩に潰され、苦しむことなく死んだからだ。

　運が悪かったのは、岩やその破片によって体の一部を失った者たちだ。彼らはさっきまであったはずの自分の手足の変わり果てた姿を見て、痛みを感じるより先にまず絶叫した。

「ひっ……」

　腕の中でジレンが身をよじった。多くの人が潰れていく光景は、大の大人であっても正視できるものではないだろう。

「目を逸らすなジレン。こうしなければシスターやティアナたちがもっとひどい目に遭わされるんだぞ。必要ならおまえも同じことをする覚悟を持て」

「う、うん……」

　体を震わせながらも、ジレンはその目を逸らそうとはしなかった。
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　第三方面団を率いるフレーデン将軍は、自軍の惨状に慌てふためいていた。

　数え切れないほどのシルフとノームが、前衛の部隊を散々に吹き飛ばし、押し潰している。しかも敵と思しき召喚士はたった一人しか見当たらない。

「アリアス！　召喚士の部隊がいるという話はどうした!?　見たところ召喚士は一人しかおらぬではないか、この平野では隠れるところもないというのに！」

　同じ召喚士であるアリアスも、動揺を隠さなかった。

「あ、あり得ませぬ。同じ属性の精霊は三体契約できるだけでも一〇年に一人の逸材と呼ばれるほど。あれほど無数の精霊をたった一人で制御するなど絶対に不可能、間違いなく他の召喚士がいるはず……！　そ、そうか、まさか地面の下では!?」

[image: ]

「なんでもよい、早く対処せよ！　このままでは被害が広がるばかりではないか！」

「承知いたしました、我らが出ますのでご安心を」

　帝国軍第三方面団は慌ただしく動き出した。後退命令が出され、前衛の兵士たちは岩の雨が降る中、怪け我が人にんを放り出して後ろに下がった。

　代わりに前に進み出たのは、アリアスが率いる召喚士隊である。その数五〇人。もっとも、重要なのはアリアス含む二〇人だ。残りは補助であり、彼らはシルフとノームを呼び出して強力な向かい風に裂け目を作り、さらに《石の壁》を作って襲い来る岩の雨からアリアスたちを守った。

　謎の召喚士も状況が変わったことを悟ったのだろう、ようやく岩の雨と強風を止めた。

「ほう、召喚士隊が出てきたか」

　ジレッドと名乗った召喚士が言った。見た感じ、二〇代前半といったところだろう。相変わらず子供を抱えたまま戦っている。その理由を問いただす気にはなれなかった。

「我が名は帝国軍第三方面団召喚士隊隊長アリアス。ジレッド、貴様が無数の精霊をあたかもたった一人で召喚したように見せかけていることは分かっている。他の召喚士どもはどこだ？　大方、地面の下にでも潜んでいるのだろうが」

「他の召喚士？　地面の下？　なにを勘違いしてるかは知らんが、俺は一人だ」

「ふん、まあとぼけるとは思っていた。まあいい、ならばまとめて叩たたき潰つぶすまで！　感謝するがいい、おまえは帝国の秘術を知ることができるのだからな！」

　アリアスは後ろに控えていた一九の召喚士に合図を出した。全員同時に目を閉じ、魔晶片の付いた指輪を構える。

　優秀な召喚士は数十、ことによると数百の歩兵に匹敵する。それゆえどこの国も召喚術を研究しているが、軍事がすべてに優先される帝国においては、より攻撃的な召喚術の研究が行われていた。すなわち、上位精霊の召喚である。

　サラマンダーの使い手が一万人いようと、火の上位精霊であるイフリート一体には敵かなわない。上位精霊の使い手を各軍団に配備できれば、戦場で大きく優位に立てるのだ。

　だが上位精霊との契約は難しい。精霊使いになれるのは一〇〇〇人に一人と言われるが、その中でも上位精霊と契約できるのはさらに数千人に一人いるかいないかというものだったからだ。

　もちろん、精霊使い同士で子を生なし力を受け継がせることで長い時間をかけて上位精霊と契約することは可能だ。だがそれには数十年もの時間が必要で、とても戦争には用いられない。そもそも上位精霊の召喚に必要な魔晶石も非常に数が限られている。

　そこで帝国では、より容易に上位精霊を召喚する術すべを編み出していた。

「偉大なる大地の精霊よ！　大地を支えし強きょう靱じんなる巨人よ！　今こそ契約に基づき我らに力を貸したまえ！」

　二〇人同時に詠唱を行う。続いて鏡に反射する光を一つに集めるがごとく、アリアスたちは魔晶片を通して地面の一点を見つめた。

「統合召喚！　出いでよ大地の巨人！」







２






「ジレッド、なにか地面の中から出てくるよ！　すごいおっきい人みたいなのが！」

　ジレンは驚きを隠さなかった。当然だ、地面を割りながら城よりも大きい巨人が出てくる光景を見れば、驚かない者はいない。

　このとき驚いたのは俺も同じだった。

「ウソだろう、まさか二〇人がかりで上位精霊を召喚する方法があるとは……！」

　複数人で精霊を召喚する。まったく知らない技術だ。素直にすごいと思う。

　間もなく地面からタイタンがその巨大な頭部を現す。

　だが奇妙なことに──タイタンの肩が現れ、腕が現れ、強靱な胸が生まれたところで。

　召喚が止まった。

「……胸から上だけ？」

　現れた大地の巨人は、まるで子供の作った落とし穴に落ちた大人のごとく、胸から上の部分しか見えなかった。

「ふはははははは！　これぞ大地の巨人タイタン！　貴様らがノームを何百体召喚しようと決して勝てぬぞ！」

　上位精霊召喚の影響だろう、アリアスとかいう召喚士は大きく疲労を滲にじませつつも、自信満々に言ってのけた。どうやら本当に召喚はここで終わり──つまり胸から上までしか召喚できないらしい。

　もちろんそれだけでも脅威ではある。その強大な腕があればどんな城郭も容易に破壊できるし、どんな投石機より強力な投石が可能だ。下位精霊であるノームの攻撃は一切効かないし、他の下位精霊で撃退するのも困難だろう。

　帝国軍の強さの一端が垣かい間ま見みえた気がした。帝国の召喚術研究所では、いかに召喚術を軍事に用いるかという研究が行われているらしいが、これがその成果なのだろう。多人数で力を合わせ、限定的に上位精霊を召喚する方法など、俺にも想像がつかなかった。まああまり俺の興味を惹ひく技術でもないが。

「やれタイタン！　帝国に手向かう者に容赦は無用、地面ごと叩き潰せ！」

　敵が呼び出したタイタンは、ゆっくりと手を振り上げた。それが振り下ろされるが最後、俺もジレンも原型を留とどめないだろう。

　もちろん黙って見ている必要はない。俺もまた魔晶石の腕輪を掲げた。魔晶石を通して大地を見つめ、それを媒体として召喚術を行使すべく詠唱を行う。

「顕現せよ、大地の巨人」

　再び地面が揺れ、そして割れた。俺とジレンを叩き潰すはずの巨大な腕は、同じく地面を割って出てきた別の巨大な腕によって防がれた。

　もっとも、俺の召喚したタイタンは胸から上までだけではない。敵のタイタンの腕をそのまま押しのけ、両足で大地に立つ。

「馬鹿なあああああ!?　上位精霊の完全召喚だとぉ!?」

　二体のタイタンのせいで見えないが、アリアスという召喚士の悲鳴が聞こえた。

　完全召喚なんて初めて耳にした単語だ。むしろ部分的に召喚できる方が珍しいと思うのだが、帝国ではそうでもないらしい。

「やれ、タイタン」

　俺の意に応じ、タイタンが大きく右足を振り上げる。

　敵のタイタンも両腕でなんとか防ごうとしたが、上半身しか召喚されていない状態では重量も体勢もなにもかもが不利だ。俺のタイタンは、腕ごと頭を踏みつぶした。

　一定以上の打撃を受けたためだろう、敵のタイタンが消える。残されたのは悠然と大地に立つ俺のタイタンだけだ。

「ま、まさか!?　私のタイタンがやられたというのかああ!?」

「ア、アリアスさま！　逃げましょう、あいつは化け物です！」

　彼らは適切な判断をした。すぐさま背を向け、逃げ出したのだ。彼の部下も当然のようにその判断に従う。

　俺は彼らを見逃す理由を考えてみた。逃げるなら見逃してやってもいいのではないか──と。だが、連中は放っておけばまた生きるために略奪するだろう。だったら生きていない方がいい。

　結局、俺はタイタンに命じた。

「逃がすな、やれ」

　タイタンがゆっくりと地面にその巨大な手を差し込んだ。そして信じられないほど大量の土砂をすくうと、背を向けて逃げるアリアスたちに投げ込んだ。まるで子供の砂遊びのごとく。

　それで終わりだった。アリアスたちは悲鳴を上げたのかもしれないが、地面の中に埋まっては聞こえない。というかあれほどの土砂が降ってくれば埋まる前に潰れるだろうが。

　構うことなく俺はタイタンに第二、第三の土砂を投じさせた。それは次々帝国軍の戦列に落下していく。

　あっという間に帝国軍は大だい恐きょう慌こうに陥った。もはや次の命令を待つ余裕もなく、兵士たちは武器や大盾を放り捨てて逃げ帰っていく。

「すごいやジレッド……。勝った、勝ったんだ……！」

　俺の腕の中でジレンは複雑そうだった。どうにか笑顔を浮かべようとしているようだが、歯の根がかたかたと震えている。無理もない、孤児院の危機を乗り越えた一方で、辺りは文字通り死し屍し累るい々るい、絵に描いたような地獄なのだから。

「ああ、もう大丈夫だ。おまえもよく頑張ったな」

　ジレンの頭を撫なでてやると、多少震えが収まる。それにしても、何百あるいは何千にものぼるであろう死傷者の処理を一体どうしたものか。

　とにかく、今優先すべきはジレンやシスターたちを安心させることだ。俺はジレンを抱いたまま飛ひ翔しょうし、孤児院へと戻った。





◆◆◆◆







　このときラメルダ村に目を向けていたのは、帝国軍だけではない。帝国軍の先遣隊が何者かに壊滅させられたとの報を受けた公国軍もまた、この地に多くの間者を送り込み、情報を収集しようとしていた。

　そんな間者の一人が、オルクスという女性の精霊騎士であった。もっとも、今は男の旅装をしているので女には見えなかっただろう。女の身で帝国軍に捕まればどんな辱はずかしめを受けるか分からないからだ。万が一の場合は懐剣で自じ刃じんして果てる覚悟だった。

「な、な……。なんなの、あの人……！」

　ただ、幸いというべきか危険を冒した価値はあった。間違いなく歴史に残るであろう究極の戦いをこの目で見ることができたのだから。

「信じられない。たった一人の召喚士が数千の軍勢を蹴散らすなんて……！」

　オルクスは精霊騎士、すなわち精霊使いでもある。上位精霊の召喚はもちろん、数百の精霊を同時に召喚することが、どれだけ桁違いの偉業かよく分かっていた。それはあまりに衝撃的な出来事で、未いまだに自分の胸が高鳴っているほどだ。

　公国の未来は彼にかかっている。













第四章　第三話　因果律の結論






　孤児院に戻った俺は、少々派手に戦い過ぎたことを反省した。特に、タイタンを呼び出したのはまずかった。

　なぜなら──戦場から離れた孤児院からでも、そびえ立つタイタンの姿は容易に見えたからだ。あんな巨人を子供たちが見たらどうなるか。

「ねえねえジレッド！　あれジレッドが呼び出したの!?」

「すっげー！　ジレッドすっげー！」

「あれ出して！　あの巨人もういっかい出して！　ねえ！」

　もみくちゃにされた。なにせ五〇人以上も子供がいるので限りがない。

「ジレッドすごかったんだ！　たくさんの岩をざーっと降らせてさ！」

　火に油を注ぐがごとく、ジレンも俺の戦いぶりを吹ふい聴ちょうする。

「いい加減にしなさい、あなたたち！　ジレッドは大変な仕事して疲れてるんだから！　さあ、もう夕ご飯の時間でしょう、食堂へ行きなさい！」

　子供たちをどうにか制御してくれたのはシスター・ノアである。

「助かったよ、シスター」

「あなたこそ、ご苦労様。本当に帝国軍を追い払っちゃったのね。すごい精霊使いだとは思ってたけど、あんなにすごいとは思わなかったわ……」

「そうでもない。子供を立派に育てることに比べれば無意味な技だ」

「そんなことないと思うけど……。でも、それでこそジレッドだわ」

　俺たちも子供たちを追って孤児院に入ろうとする。

　馬が近づく音がしたのはそのときだった。

　すわ帝国軍の残党かと俺は振り返り、シスターも足を止める。馬に乗った旅人がこっちに向かってきていた。

「……誰か来るわ。帝国軍かしら？」

「さっき追い払ったばかりだ、さすがに違うと思うが」

　少しでも敵意を見せれば問答無用で攻撃するつもりだったが、その旅人は孤児院の門の前で馬を止め、どこかぎこちない歩き方で武器も持たず入ってきた。どうやら敵意はないようで、手出しする気にはなれなかった。

　そして俺とシスターの前までくると一礼する。やけに小こ綺ぎ麗れいな旅装の若い男だ。いや、雰囲気はどこか中性的で、ひょっとすると女かもしれないが。

「お、お初にお目にかかります、わたしはオルクスと申します。今はこのような格好をしておりますが、この国を治めるグラストル大公閣下にお仕えする精霊騎士の一人です」

　緊張でもしているのか、妙に畏かしこまった態度だった。少なくとも敵というわけではなさそうだ。

「そうか。俺はジレッド、こっちはこの孤児院を預かるシスター・ノアだ。それでこの国の騎士さまが、一体何の用だ？」

「ジレッドさま、と仰おっしゃるのですね。わたしは大公閣下の命を受け、この地を偵察しておりました。それゆえに目撃することができたのです、あなたが数百もの精霊を……巨人をも召喚して帝国軍を追い返したところを」

「……それで？」

「大公閣下はこの地の帝国軍の動向に深く心を痛めております。今回のこの勝利を報告すれば、さぞお喜びになることでしょう。つきましては、是非私と一緒に大公閣下に会って頂けないでしょうか。我が国はあなたのような勇士を必要としているのです」

「断る、今忙しいんだ」

「は？」

　断られるとはまったく思ってなかったらしい。オルクスという精霊騎士は目を白黒させた。

「な、なぜ断られるのですか？　これほどの名誉を……」

「いや別に名誉なんざまったく興味ないからだ。用はそれだけか？　じゃあ帰ってくれ」

　馬鹿馬鹿しいにもほどがある。五〇人の子供たちを食わせていかなければならないというのに、会ったこともない大公だかに会いに行く時間などあるわけがない。

　……いや、よく考えると会ったことはあったな。はるか昔、上位精霊と契約しようとしていた頃に。

「ちょっと待ちなさいジレッド」

　厳しい口調で俺を制止したのはシスター・ノアであった。

「断るにしても言い方ってものがあるでしょう。相手はわざわざあなたに会いに来たんでしょう？　礼儀は守るべきよ、子供たちの手本にならないことはしないで」

「……まあ確かに」

　ぐうの音も出なかった。《過去転移》を何度繰り返してもシスターには敵かなわない。

「分かった、理由を言おう。今忙しいんだ。これから五〇人分の子供の夕食と後片付けが待ってるし、さっきの戦場には山ほど死傷者が残っている。今のうちに対処しておかないと屍し毒どくが出かねないからな」

「こ……子供の世話、ですか？」

「そうだ。ここは孤児院だぞ、当然だろう」

「大公閣下にお会いできる機会を棒に振って、子供たちの世話をすると、そう仰るのですか？」

「おまえ今度同じこと言ったら水でもかけるぞ。孤児院の人間が子供の世話以外になにを優先する必要がある？」

　俺がわずかに怒気を含ませて言った。そのせいか、彼女もようやく態度をあらためた。

「こ、これはお立場も理解せず大変申し訳ありませんでした。で、ではこういたしましょう、人を手配いたします。こちらとしても捕虜は欲しいところですから、戦場の処理をお手伝いさせてください。ただ……その代わりと言うつもりはありませんが、どうか大公閣下に会っては頂けませんか」

　そこまで下手に出られては、俺としても断りづらかった。

「仕方ないな。分かった、会ってやってもいい。だがそれなら大公がここに来るのが筋というものだ。帝国軍が存在する以上、ここを留守にはできないしな。そうだ、そのときは是非手土産として子供用の衣服でも持ってきてくれ。不足してるんだ」

「ちょっと待ちなさい」

　シスターがまた俺を制止した。俺の言動がまだ失礼だと指摘するのかと思ったら、違った。

「そういうことなら野菜もお土産に持ってきてくれるよう大公に伝えてくれないかしら。麦はあるけど、野菜がだいぶ不足してるのよ」

「……まあそれぐらいなんとかしてくれるだろう、相手は大公だし」

「あとミルク用の山羊やぎも欲しいわ、それに鶏も。やっぱり子供の成長には卵が一番よ。そうだわ、毛布も新しいのが要るわね。今あるのは古いものばかりだし」

「お、おいシスター。さすがに図ずう々ずうしくないか？」

「そんなことないわよ、この国の未来を担になう大勢の子供たちのためだもの。この国を治める人なら、躊ちゅう躇ちょする理由はないはずよ」

　かつて俺を一人で育てただけあって、こういうところは実にたくましい。

「……なんとかなるか？」

　恐る恐るオルクスの方を見る。

「しょ、承知いたしました。すべてのご希望に添えるかは分かりませんが」

　オルクスと名乗った騎士は、頰を震わせながらそう言った。多分笑いを堪こらえているのだ。いや、シスターのたくましさを見れば俺だって笑いたくなる。

「大公閣下には必ずお伝えいたします。それでは失礼いたします」

　来たときと同じように馬に乗ると、俺たちに背を向けて走り去る。

「なんだかすごいことになってきたわね」

　オルクスが去って二人だけになると、ぽつりとシスターが呟つぶやいた。

「この孤児院も日に日に人が増えて。帝国軍をあなたがたった一人で追い払って、今度は大公が会いに来るって言い出して。歴史が動いてるって、こういう感じなのかしら。それがわたしのすぐ傍そばで起こってるなんて信じられないけど」

「……ああ、そうだな」

　歴史が動いてる。シスターに言われると、今更ながらに俺もそんな実感が湧いてくる。

「さ、早く入りましょう。みんなお腹なかを空すかせてるでしょうから」

「すまない、シスター。先に行っててくれ」

「ん？　いいけど……どうしたの？」

「いや、ちょっとな」

「分かった、また後で」

　シスターが孤児院に入り、一人になったところで俺は考えた。そろそろ向き合うべきと思ったのだ、この状況の真実を。

　俺はこの地にやってきた帝国軍を薙なぎ払った。本来の歴史ならば、この地域一帯を長期間占領することになる帝国軍の大軍勢だ。

　今回の歴史で俺が殺した帝国兵は一体何千人に上るだろうか。数えきれぬほど《過去転移》を繰り返してきたが、これほど歴史に影響を与えたことはまだ一度もない。

　一方で、俺は因果律が確かに存在することを知っている。時空の精霊クロノスや始原の神霊の証言もあるし、俺自身も因果律の仕業と思おぼしき現象に何度か遭遇している。

　にもかかわらず、今回俺がどれだけ歴史を改変するようなことを行っても、一切因果律の修正らしき現象がないのはなぜか。

　それは以前からずっと抱いていた疑問だ。俺は《過去転移》を繰り返しており、未来はまだ確定していないからでは──とも考えたこともあった。だがそれも違うだろう。時空の精霊クロノスは言ったではないか、彼女にとっては昨日も明日も今日も同じものだと。そう、世界の時間軸は一本の線でできており、過去も未来も現在もすでに確定している。だからこそ因果律は歴史の改変を許さない。

　俺は薄々その答えに気付いていた。これだけ俺が歴史を改変しても、因果律が修正しない理由が一つだけあるのだ。

　ヒントは始原の神霊がくれた。あの神霊は、当初俺との契約を拒んだ。矮わい小しょうな人間に過ぎた力を与える理由はないと。

　だがどういうわけかすぐ考えを改め、契約してもいいと言い出した。




『今ならばさして意味もない。我らとて戯たわむれを好むのだ、人間よ』




　今なら意味がない。始原の神霊と契約しても、その力が使いこなせない──という意味ではない。ではなぜ今俺に力を与えても意味がないと言ったのか？　なぜ俺は歴史を自由に改変できるのか？

　答えは最初から与えられていたのだ。

「クロノス。見ているんだろう？　出てきてくれ」

　最後に《過去転移》して以来だから実に七年ぶりだ。時空の精霊は、今日は初めて会ったときと同じように子供の姿で現れた。

《久しぶりだね、ジレッド。どうやらキミとの不思議な縁は切れていなかったようだね、こうして契約もしてないのに会えるなんて》

「なんとなく分かる。恐らく、俺はまた《過去転移》をする気になったからだ。今すぐじゃないにせよ……な」

《へえ。まあ好きにすればいいけど……どういう心境の変化だい？》

「クロノス。初めておまえに出会ったとき、おまえはこう言ったな。過去に戻って誰かを殺そうとしても、すべては因果律次第だと。歴史に大した影響が出ないと因果律が判断すれば、どんな有名な王だって簡単に寿命は縮められると」

《確かに言ったね。それがどうしたんだい？》

「死ぬ運命が少し早まったぐらいでは、因果律による干渉があるとは限らない。だから俺は……何度となく歴史改変ができたんだ。つまり──」

　次の言葉を口にするのはさすがに躊躇した。




「クロノス。この世界は、滅ぶのか？」




　彼女の返答は、ほんの一瞬だけ遅れたように感じられた。

《それはもちろん、滅ぶよ》

　いつも通り子供のように言う。

《すべてには終わりがある。キミだっていつかは死ぬし、この世界だっていつかは滅ぶ。もっとも、それがいつかは答えられない。明日かもしれないし一億年後かもしれない。そしてそれを答える権利をボクは持ってないのさ》

「……だろうな」

　クロノスはそう答えるしかないだろう。

　だが、そう遠くない未来のうちに、この世界は消滅し、誰もが死ぬ──そう考えるとすべての辻つじ褄つまが合うのだ。

　仮に世界の消滅が数十年後だとしよう。エルフの研究者ファノメネルによれば、この世界ができてからすでに数十億年という信じられないほどの年月が経たっているらしい。仮に一〇億年の歴史があったとすれば、最後のたった数十年の歴史なんてまばたきを一度する程度のことだろう。

　だからこそ、世界消滅直前で歴史改変を繰り返す俺を、因果律は放置しているのではないか。最後にまばたきを一度する程度の歴史がどうなろうがどうでもいいと判断して。

《仮に、仮にだよ？　もし世界が間もなく滅ぶとして、キミはどうするつもりだい？》

「それを受け入れられるほど俺は寛容でも世捨て人でもないさ。シスター・ノアと、子供たちが笑顔で暮らす。そんな世界こそが正しい。それ以外の未来なんて叩たたき壊してやる。どんな手を使ってもな」

　クロノスはにこりと笑った。

《面白い。キミと初めて出会って何千年経ったかもう覚えてないけど、ようやくキミとの縁を楽しめる日々が来そうだよ》

　好きなことを言って、クロノスは姿を消した。

「ああ、見てるがいいさ。なにがあろうとな」

　いかなる現象で世界が消失するのかも分からない以上、対抗策など思い浮かばない。それでも、一つだけできることがある。戦力を増やすことだ。その時間があることも分かっている。

　俺が初めて《過去転移》したのはフェロキア暦二一八年のことだ。それ以後何度も《過去転移》したが、どんなに遅くてもフェロキア暦二一八年までにはジレンと融合して《過去転移》を行った。それ以上《過去転移》を後回しにすれば、俺が老いるという危険を冒すことになるからだ。

　つまり少なくともあと一〇年は世界が消滅することはないと、俺は知っている。一〇年。それは子供が成長するに充分な時間だ。

　俺は今ジレンを育てている。同じように、今シスター・ノアのもとには多くの孤児が集まっている。無限の可能性を秘めた子供たちだ。彼らに最高の教師と最高の教育環境を整えることができれば、来たるべき世界の消滅に備えられるかもしれない。

「ジレッド、夕ご飯がもうすぐできるってー！」

　ジレンの声がした。考え込んでいるうちに、思っていたより時間が経っていたらしい。

「ああ、すぐ行くよ」

　厄介な料理の準備を他の大人たちに押しつけてしまった格好だ。俺は急ぎジレンの元に駆け寄った。

　未来になにが待っているのかは知らない。世界の消滅という予想も、俺の思い込みに過ぎないのかもしれない。

　だが──必要とあれば、因果律をも超えて世界の消滅を阻止する。ジレンと共に孤児院に戻りながら、俺はそんな決意を固めていた。











あとがき









　日本では『ドラえもん』などの影響で、誰もが子供のときからタイムトラベルという概念を知ってます。

　過去に戻って自分の失敗をなかったことにする。あるいは未来の出来事を事前に知ってお金かね儲もうけに利用する。タイムトラベルによって享受できる利益というのはいくらでもあり、子供ながらに無邪気な夢を持ったこともまた誰にでもあると思います。

　ですが、次第に誰もが疑問を抱くはずです。本当に過去を改変したらどうなるのか？　その瞬間に未来は変わってしまうのか？　だとすればその変化はどうやったら認識できるのか？　ひょっとすると、自分たちでも知らないうちに実は誰かが過去改変をしてるのか？　あるいは実はタイムトラベルなんて未み来らい永えい劫ごう不可能ではないのか。未来人がやってこないのがその証拠だ──等々。

　その問題を解消する有名な考え方があります。『シュタインズゲート』といった作品の影響で一挙に広まったのが、過去改変は可能だけどその時点で世界は分岐する──という考え方です。この考え方ならタイムマシンにまつわる矛盾、いわゆるタイムパラドックスの解決も簡単で、わりと主流な考え方だとか。

　いやまあ、正直なところそんなこまけぇこたぁどうでもいいんです。もし分岐しない一本の線でできている世界があったとして、主人公ただ一人にだけタイムトラベルと過去改変が可能だったとしたら？　そんな発想から生まれたのが本作でした。

　タイムトラベルにより生まれる無限の強さ。タイムトラベルによる無限の可能性。そんな無限の精霊使いの行く末にご注目頂ければ幸いです。

　それでは、また二巻でお会いできることを心よりお祈りしております。
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